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• ロコモセンシング技術の開発
• ロコモ予防・改善のための運動プロ
グラムの開発

• ロコモ支援のためのサプリメント・機
器開発

スマートフィットネス事業製品試験（JIS、ISO）の完了
製品アプリケーションの実装

スマート教育教材事業事業化に向けた
開発

スマートウェア機
能向上

スマートウェア機能モデル実現
(Tシャツ型、技術応用展開)

スマートウェア課題抽出、
市場調査による実装戦略の策定

立命大塩澤研、牧川研
(生体計測センサ開発)
滋賀医大今井研
(医学知見、臨床応用)
東洋紡(スマートウェア開発)
HOS㈱（アプリケーション開発・
事業化）
ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ(システム開発)

１．
スマートウェア技
術による運動誘
導継続

COIトライアル

運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点
COIプログラム 終了報告書 別紙1 ロードマップ（FY2013～FY2021）

運動をコアにした技術と誘導・継続の仕組みによるヘルスケア推進および人々の健康寿命の延伸
ユーザーの時間や嗜好を限定せず個人を尊重しながら楽しく運動へと誘導、継続を促す音空間の確立
運動を媒介としたコミュニティ形成により健康の維持・増進を楽しく無理なく実現する「運動の生活カルチャー化」

将来の社会ニーズ：健康寿命が延伸し、生涯自分で動き続けることができる絆社会の実現

＜現状＞
• 超高齢社会
• 要介護等認定者の増加
• 子供の遊び場減少/体力低下
• 高齢者の運動機会減少
• 世代を超えたコミュニケーション機会減少

１． スマートウェア技術による運動誘導継続
２． 空間シェアリング技術による運動誘導継続
３． バイオシグナルアート技術による運動誘導継続
４． 拠点技術の医療施設展開推進とロコモ予防による生涯健康推進

設定した将来の社会ニーズに基づく課題（研究開発テーマ）

順天大 内藤研、東急不動
産(ロコモ予防プログラム・支
援機器の開発)
日立製作所(センシング技術)
花王(ロコモ予防日用品)
HOS(スポーツ現場への実装)
順天大 平澤研、綿田研(ロ
コモ・メタボ生体サンプル収集)
ニッピ(バイオマーカー探索／サ
プリメント)

ロコモ（発症・進
展）を予防プロ
グラム・技術の実
用化

立命大西浦研、野間研
(マルチモーダルインターフェイ
ス)
パナソニック(音場制御)
大和ハウス工業(建物応用)
デンケン（商品化・事業化）

２．
空間シェアリング
技術による運動
誘導継続

スマートウェア技術と
スポーツ・芸術の融合

３．
バイオシグナル
アート技術による
運動誘導継続

立命大岡田研
(デバイス・システムの開発)
順天大町田研
(スポーツ科学による運動開発)
東京藝大COI拠点
オムロンヘルスケア
（デバイス・システムの開発）

バイオシグナルアート
事業

東京藝術大学
との連携

バイタルデータアート化システム
(若手連携2017-2018)

行動変容
(カルチャー化)

フェーズ３
事業化・社会実装

フェーズ２：
応用技術開発

フェーズ１：
学理の探求・基盤技術開発

• ロコモセンシング技術によるロコモ予備軍の
定義と対象者を決定

• 宇宙飛行士のロコモ加速対策ノウハウ一般
化に基づくロコモ対策運動プログラム(試作)
の完成

• ロコモ対策支援機器等の予防効果の科学
的な証明

• ロコモ察知マーカーのリストアップと測定法の
確立

• アンチロコモサプリ用原料のロコモ予防効果
の科学な証明

• 女性医師のロコモ教育支援システ
ムの確立

• ロコモ対策のための体調管理通信
システムの開発

順天大 濱田研 平澤研
日立製作所、東急不動
産、東郷町施設サービス
(女性医師のロコモ教育
支援システム・体調管理
通信システム、対象施設
とりまとめ)

ロコモ予防
―動き続けるシ
ニア世代社会の
実現

• 女性医師参画ネットワーク構・築とロ
コモ教育支援システムの完成

• 体調管理通信システム用の基本的
技術の検証と完成

新規課題として本事業採択

要素技術／システムの社会実装試験による課題抽出と社会実装の加速

コンソーシアム
設立

運動誘導／継続システムの実
現、市場調査による実装戦略
の策定

運動誘導／継
続システムの実
用化

立命大善本研、八重樫研
(社会実装)
佐久間研、山浦研
（心理的運動継続要因)
ウェルネスメディカル研究所
（運動コミュニティサービス構築） 地域活性化を導く空間機能リファレ

ンスモデル、運動誘導モデルの実現

４．
拠点技術の医療
施設展開推進

順天大 平澤研(臨床研究)
順天大 内藤研

（オンライン実装）
立命大 塩澤研/西浦研

（デバイス開発）
オムロンヘルスケア（事業化）

拠点技術の医療施
設展開推進とロコモ
予防による生涯健
康推進

スマートウェア技術

空間シェアリング技術

バイオシグナルアート技術

上
記
３
技
術
に
よ

る
事
業
化
・
社
会

実
装
の
基
盤
コ
ン

セ
プ
ト
へ

選
択
と
集
中

拠点外事業へ
ロコモ予防による生涯健
康推進

体制（担当）研究開発項目

空間シェアリング事業

指向性制御技術の確立
音像フォログラムの実現

製品試験（JIS、ISO）の完了
製品アプリケーションの実装

空間シェア要素技術実現
(フレキシブル超音波スピーカー）

空間シェアアプリケーション実現



COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
フェーズ1
(H25-H27)

フェーズ2
(H28-H30)

フェーズ3
(R1-R3)

計
(H25-R3)

単位

① プロトタイプ 0 0 5 4 3 4 5 4 2 5 11 11 27 件

② 実用化 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 2 件

③ 事業化（製品・サービス等の提供） 0 0 0 1 0 3 3 1 2 0 4 6 10 件

④ 起業（ベンチャー企業等の設立） 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 2 3 件

⑤ 知的財産権の状況 登録 拠点全体 国内 0 0 0 1 0 2 5 5 9 0 3 19 22 件

外国 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 2 件

うちﾊﾞｲﾄﾞｰﾙ適用 国内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件

外国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件

ライセンス 直接入力 直接入力 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件

⑥ 成果の発信 プレス発表（イベント告知は除く） 0 0 3 3 2 2 3 2 7 3 7 12 22 件

成果発信イベントの開催 0 0 10 3 5 4 7 4 12 10 12 23 45 件

展示会への出展 国内 0 0 7 9 11 5 5 7 8 7 25 20 52 件

外国 0 0 1 4 1 0 1 0 0 1 5 1 7 件

⑦ 掲載・放映 雑誌掲載（WEB含む） 直接入力 直接入力 7 5 5 0 0 34 35 7 10 69 86 件

新聞掲載（WEB含む） 直接入力 直接入力 9 3 8 21 1 10 6 9 32 17 58 件

テレビ放映 直接入力 直接入力 6 4 10 2 0 2 1 6 16 3 25 件

⑪ 論文 原著論文（発行済み） 2 3 38 21 18 12 23 11 9 43 51 43 137 件

その他著作物（総説、書籍など） 0 0 1 0 6 3 13 1 6 1 9 20 30 件

⑫ 発表 口頭発表 2 6 8 58 33 7 26 19 27 16 98 72 186 件

ポスター発表 0 0 0 0 29 17 28 13 5 0 46 46 92 件

招待講演 0 1 0 0 5 13 18 8 13 1 18 39 58 件

その他 0 0 80 0 0 0 0 1 1 80 0 2 82 件

⑬ 受賞 0 0 4 10 13 11 7 4 6 4 34 17 55 件

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

項目

活動実績一覧（集計）   1/54



（別紙２）

COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

①　プロトタイプ

No 成果名称 発表等時期
担当機関

（企業・大学等）
概要

備考
（課題番号等）

年度

1 スマートウェア
細線化タイプ

2015/6/1 東洋紡㈱
立命館大学

H27

2 スマートウェア
細線化タイプ

2015/10/1 東洋紡㈱
立命館大学

H27

3 スマートウェア
製品化を前提としたプロトタイプ
（心電図計測特化型）

2015/10/1 東洋紡㈱
立命館大学

H27

4 アンチロコモサプリ（実用化検証タイ
プ）

2015/11/1 ㈱ニッピ H27

5 トランスミッター
製品化を前提としたプロトタイプ

2016/3/1 オムロンヘルス
ケア㈱
立命館大学

H27

6 スマートセンシングウェア 2016/ 立命館大学 H28

7 スマートスイムウェア 2016/ 立命館大学 H28

8 ECG 無線デバイス 2016/ 立命館大学 H28

9 アンチロコモサプリ 2016/ ニッピ ジペプチド（Pro-Hyp）に注目した『新規コラーゲンペプチド』の試
作品

H28

10 空間シェアリング搭載型サーキットト
レーニングシステム

2017/11/1 立命館大学 4方向に音と映像を届けることで、同一空間にて４つの運動を独
立して制御可能

H29

11 スピーカアレイによる空間シェアリン
グシステム

2017/10/1 パナソニック 一般的な動電型スピーカを用いた高音質空間シェアリングの実
現

H29

12 美容用コラーゲンサプリメント 2018/3/1 （株）ニッピ H29

13 デザインモック 2018/7/24 立命館大学・オ
ムロンヘルスケ
ア（株）

スマートウェア事業化向けのハードデザインモック H30

14 通信システム（サーバ、アプリ） 2018/7/24 立命館大学・オ
ムロンヘルスケ
ア（株）

データ保存および表示に関する機能確認用 H30

15 センシング卓球 2018/7/24 立命館大学 H30

16 おえかきんでんトランポリン 2018/7/24 立命館大学 H30

17 LPWA通信を利用した歩数計 2020/8/ 立命館大学 誰でもどこでも公平に運動量を計測できるLowPowereWideArea
無線機を搭載した歩数計の試作機を開発した

R1

18 運動遊具（トランポリンゲーム） 2019/12/4 立命館大学 運動誘導に向けた，ゲーミフィケーションを用いた協働型トランポ
リンゲームの開発

R1

19 スマートスイムウェア（男性用） 2019/12/26 立命館大学 スマートウェア技術を用いて男性用水着に心電図用電極を貼付
することで水中においても”履くだけで”心電図が計測できる男性
用スマートスイムウェアを実現した。

R1

20 スマートスイムウェア（女性用） 2019/12/26 立命館大学 スマートウェア技術を用いて女性用水着に心電図用電極を貼付
することで水中においても”着るだけで”心電図が計測できる女
性用スマートスイムウェアを実現した。

R1

21 スマートウェア睡眠評価システム 2019/12/26 立命館大学 睡眠中にスマートウェアを着用することで、得られたデータから睡
眠状態を算出／提示するアプリケーションを実現した。

R1

22 スマートRバイク・ザ・ライドの制作 2020/9/1 HOS（株）
立命館大学

スマートウェア×映像×音楽×バイクエクササイズを融合させた
コンテンツ
コンセプトはゲーム感覚で楽しく運動、参加者が協力、共同でク
リアする

R2

23 女児用スマートウェア 2020/12/1 立命館大学 小学校体育で活用するため、女児の成長に合わせたブラカップ
付きのスマートウェアを開発した。

R2

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

①プロトタイプ   2/54



（別紙２）

24 リハビリテーションモニタリング用ス
マートウェア

2020/3/1 立命館大学 乳癌手術後の在宅リハビリテーションをモニタリングするため、リ
ハビリテーションとして行う上肢の運動を計測できる関節角度セ
ンサ（曲げセンサ）、およびそれを用いたスマートウェアを開発し
た。

R2

25 スマートアイマスク 2020/3/1 立命館大学 ドライアイ治療のための温罨法機能付きアイマスク（スマートアイ
マスク）を開発した。

R2

26 ボクシング体感デバイス オムロンヘルス
ケア
立命館大学

ボクシングのグローブ型のデバイスで，パンチ応じて音や光，振
動によるフィードバックされる．またパンチの強さによってそれぞ
れの応答が異なる

R3

27 生体コンディション管理装置 立命館大学
JSC

塩澤研と共同制作したアスリート用スマートウェア型生体リズム
調整装置

R3

①プロトタイプ   3/54
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

②　実用化

No 成果名称 発表等時期 担当企業等 概要
備考

（課題番号等）
年度

1 BiosignalArt 2020/5/1 ①https://www.biosignal-
art.net/

R2

2 スマートRバイク・ザ・ライドの
トライアル実施

2020/10/26 HOS（株）
立命館大学

スマートウェアを使用したゲーミフィケーション運動コンテンツの
実施。
関係者以外を対象に週3回、2ヶ月間行い、調査を行った。

R2

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

②実用化   4/54
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

③　事業化（製品・サービス等の提供）

No 製品・サービス等の名称 発売等時期 担当企業等 概要
備考

（課題番号等）
年度

1 競走馬向け心電図計測腹帯カバー 2017/7/1 東洋紡㈱ H28

2 ロコモニタープラス 2018/5/16 順天堂大学 ロコモを検知するiPhoneアプリ H30

3 グミサプリ 2018/6/1 ニッピ、UHA味覚
糖

コラーゲン成分を高配合したサプリ H30

4 ステップ台 2018/7/1 東急スポーツオ
アシス

運動（ロコモ予防等を目的とした）の支援器具 H30

5 心拍計測用標準ウェア 2020/2/6 東洋紡STC（株） 一般販売用ウェアを商品化し、2月5日からスポーツ産業ビジネス
展で発表

R1

6 心拍計測ウェア 2020/2/12 東洋紡STC（株） 2月12日からのウェアラブルエキスポの倉敷紡績のブースでス
マートフィット用ウェアとして展示

R1

7 ロコモ予防運動プログラム 2020/2/1 東急イーライフデ
ザイン

ロコモ予防運動プログラムのロゴ（商標登録第６０３３２４７号）を
ライセンスし、担当企業が運営する施設スタッフによるサービス
で使用している。

R1

8 心拍計測用サイクリングアンダー
シャツ

2020/2/24 東洋紡STC（株） 2月24日からのスポーツ産業ビジネス展でサイクリング用ウェア
として展示

R2

9 心拍計測用サイクリングアンダー
シャツ

2020/5/27 東洋紡STC（株） 5月27日Amazonにて一般ユーザー向けに販売開始。サイクル専
門ECサイトであるワールドサイクルでも追って販売開始した。

https://www.amazon.co.jp/
https://www.worldcycle.co
.jp/

R3

10 オンライン筋活教室 2021/10/1 一般社団法人生
涯健康会推進機
構

順天堂大学と一般社団法人生涯健康社会推進機構は、産学連
携の健康寿命延伸プロジェクトとして、順天堂大学ロコモ予防運
動プログラムを活用したオンライン筋活教室を 2021 年 10 月よ
り開講した。2021年度は２つのコースで全17回定員40名（料金は
１回500円）を募集している。

R3

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

③事業化   5/54
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

④　起業（ベンチャー企業等の設立）

No 法人名称 設立時期 シーズ 概要
備考

（課題番号等）
年度

1 一般社団法人イノベーション・アイル 2018/10/1 国内 H30

2 一般社団法人スマートアール推進協
議会

2019/4/ 本拠点成果の事業化推進実施法人 R1

3 株式会社ソニックアーク 2020/2/4 立命館大学西浦
敬信教授の成果

ピンスポットオーディオ技術に関する事業 R1

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

④起業   6/54
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑤-2　知的財産権（登録）　A特許｜Bその他の知的財産権

A　特許

No 知財の名称 登録年月 出願番号 登録番号
ﾊﾞｲ･ﾄﾞｰﾙ

適用
出願人 国内/外国 備考 年度

1

音響システム及びその仮想音源の設定方法 第6086453
号

立命館大学 国内 H28

2

手袋型入力装置 2018/ 特開2016-
130940

東洋紡(株) 国内 H30

3

導電性布帛 2018/ WO16/1143
39

東洋紡(株) 国内 H30

4

伸縮性電極シートの製造方法、伸縮性複合電極シー
トの製造方法、生体情報計測用インターフェスの製造
方法

2019/12/06 特願2019-
90392

東洋紡（株） 国内 R1

5

導電性布帛、及び導電性布帛の製造方法 2020/01/07 特願2018-
166996

東洋紡（株） 国内 R1

6

生体情報計測用インターフェスの製造方法、および生
体情報計測用インターフェス

2019/12/6 特願2018-
39118

東洋紡（株） 国内 R1

7

伸縮性電極シートの製造方法、伸縮性複合電極シー
トの製造方法、生体情報計測用インターフェスの製造
方法

2019/12/6 特願2018-
39117

東洋紡（株） 国内 R1

8

電極と配線を備える衣類の製造方法 2019/11/1 特願2018-
39115

東洋紡（株） 国内 R1

9

伸縮性導体組成物シートの製造方法 2020/05 2018-
039114

特許第
6720992号

東洋紡(株) 国内 R2

10

導電性布帛 2020/12 2018-
166995

特許第
6819659号

東洋紡(株) 国内 R2

11

心電図測定方法および心電図測定用衣服 2020/05 2015-
232291

特許第
6724348号

東洋紡(株) 国内 R2

12

電極及び配線、電極及び配線付き衣服の製造方法 2020/10 2018-
041815

特許第
6795003号

東洋紡(株) 国内 R2

13

衣服型電子機器 2020/09 16/076766 10869391 東洋紡(株) 外国 アメリカ R2

14

衣類 2020/09 2020-
541458

特許第
6772403号

東洋紡(株) 国内 R2

15

伸縮性電極および配線シート、生体情報計測用イン
ターフェス

2021/3  16737369.5 3245948 東洋紡(株) 外国 指定国移行 R3

16

伸縮性導体形成用ペースト、伸縮性導体シートおよび
生体情報計測用プローブ

2021/3 特願2017-
042955

特許第
06844331号

東洋紡(株) 国内 R3

17

コネクタ変換アダプタ 2021/3 特願2017-
070527

特許第
06848613号

東洋紡(株) 国内 R3

18

伸縮性導体形成用ペースト、伸縮性導体シートおよび
生体情報計測用プローブ

2021/3 特願2017-
042954

特許第
06859760号

東洋紡(株) 国内 R3

19

ウエアラブル生体情報計測装置の製造方法 2021/4 特願2018-
011962

特許第
06863304号

東洋紡(株) 国内 R3

20

伸縮性導体シート、接着性のある伸縮性導体シート、
布帛への伸縮性導体からなる配線の形成方法

2021/4 特願2018-
504420

特許第
06863363号

東洋紡(株) 国内 R3

21

身体測定用器具および身体サイズの測定方法、着衣
選択システム、オーダーメイド着衣設計システム

2021/4 特願2017-
005723

特許第
06874382号

東洋紡(株) 国内 R3

22

伸縮性電極および配線シート、及び生体情報計測用
インターフェス

2021/5 特願2019-
034519

特許第
06888640号

東洋紡(株) 国内 R3

23

生体情報計測用インターフェス 2021/6 特願2018-
166995

特許第
06897606号

東洋紡(株) 国内 R3

24

衣類 2021/7 特願2018-
005129

特許第
06917912号

東洋紡(株) 国内 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑥-1　成果の発信（プレス発表）　※イベント告知は除く

No
発表

年月日
発表タイトル 発表機関 主な研究者 URL

備考
（課題番号等）

年度

1 2016/8/15 スマートセンシングウェア用素材
COCOMIⓇ

東洋紡(株) 塩澤成弘 https://www.toyobo.co.jp/system/
files/News_Release/201903/press
587.pdf

H27

2 2017/2/16 日本初のロコモティブシンドローム
研究用iOSアプリ「ロコモニター」を
開発

順天堂大学 木南英紀 https://www.juntendo.ac.jp/news/
20160216-07.html

H27

3 2016/10/15 立命館大学順天堂大学学術連携
協定締結

立命館大学順天堂大
学

石丸園子　他 H27

4 2016/7/1 競走馬の心拍数測定用カバーに
当社導電素材が採用

東洋紡(株) 東洋紡(株) H28

5 2017/1/11 東洋紡とユニオンツール、居眠り
運転検知システムを挙動開発　
フィルム状導電素材「COCOMI」を
使用

東洋紡(株)、ユニオン
ツール㈱

東洋紡(株)、ユニオン
ツール㈱

H28

6 2016/11/22 COIプレスセミナー　「運動」を日常
生活化し、「寝たきりゼロ」を実現
へ

立命館大学 伊坂忠雄（立命館大
学）
塩澤成弘（立命館大

H28

7 2017 F3三浦愛さんとスポンサー契約 東洋紡(株) 東洋紡(株) http://www.toyobo.co.jp/news/20
17/release_7632.html

H29

8 2017 第4回 ウェアラブルEXPOに出展 東洋紡(株) 東洋紡(株) http://www.toyobo.co.jp/news/20
18/release_8489.html

H29

9 2018/5/19 スポーツ用途の生体情報計測用
ウエアの開発に向け東海大学と共
同研究を開始

東洋紡(株) 東洋紡(株) http://www.toyobo.co.jp/news/20
18/release_8726.html

H30

10 2019/1/10 「第5回 ウェアラブルEXPO」にフィ
ルム状導電素材を出展

東洋紡(株) 東洋紡(株) http://www.toyobo.co.jp/news/20
19/release_9279.html

H30

11 2020/2/12 立命館大スポーツ健康科学部―
―研究成果で市民に貢献（ＵＰＤＡ
ＴＥ知の現場）

立命館大学 伊坂忠雄（立命館大
学）
塩澤成弘（立命館大
学）

https://www.nikkei.com/article/D
GKKZO35477300Y8A910C1TCN0
00/

R1

12 2019/5/1 岡田先生の筋電センサーを使った
東京芸大との共同研究

立命館大学 岡田　志麻 https://www.kyoto-
np.co.jp/articles/-/7059

R1

13 2020/2/12 立命館大学：立命館大スポーツ健
康科学部―研究成果で市民に貢
献（ＵＰＤＡＴＥ知の現場）

立命館大学 伊坂　忠夫　　　　　　　　
　　塩澤　成弘　　　　　　
　　　後藤　一成　

日本経済新聞 R1

14 2020/10/20 「COCOMI®」を使用した牛用ス
マートテキスタイルを開発～畜産
管理の効率化に貢献、「第2回 国
際畜産資材EXPO」に出展～

東洋紡(株) 宮本智之（東洋紡STC
㈱）

https://www.toyobo.co.jp/news/2
020/release_813.html

R2

15 2020/5/20 Sports×Art×Technologyで運動
を点数や音楽表現に変換し、 楽し
く継続することができるアプリを開
発 ～COVID-19で運動不足の方
へ向けて研究成果を社会還元～

立命館大学、順天堂
大学

岡田志麻、町田修一、
沢田秀司

http://www.ritsumei.ac.jp/profile/
pressrelease_detail/?id=334

R2

16 2021/7 「COCOMI®サイクリングアンダー
シャツ」を開発、Amazonで発売開
始

東洋紡(株) 宮本智之（東洋紡STC
㈱）

https://www.toyobo.co.jp/news/2
021/release_1195.html

R3

17 2021/2 「第4回 スポーツビジネス産業展」
に出展～幕張メッセで開催、
「COCOMI®」を使用したサイクリン
グアンダーシャツを初出展

東洋紡(株) 宮本智之（東洋紡STC
㈱）

https://www.toyobo.co.jp/news/2
021/release_1086.html

R3

18 2021/1 「第7回 ウェアラブルEXPO」に出
展

東洋紡(株) 宮本智之（東洋紡STC
㈱）

https://www.toyobo.co.jp/news/2
021/release_1070.html

R3

19 2021/6/3 “体ひとつ”でできる筋力トレーニ
ングを順天堂大学と佐倉市が共
同で作成。佐倉市オリジナル体操
「Sakura 10 Minutes Exercise ～
気軽に10分筋活～」

順天堂大学、佐倉市 内藤久士、町田修一
（順天堂大学）

https://www.juntendo.ac.jp/news/
20210603-02.html

R3

20 2021/8/4 モバイルヘルスアプリを用いたドラ
イアイに関する共同研究を開始

順天堂大学、東北大
学

猪俣武範（順天堂大
学）

https://www.juntendo.ac.jp/news/
20210804-02.html

R3

21 2021/8/24 オンライン筋活教室の開講につい
て

順天堂大学、一般社
団法人生涯健康会推
進機構

内藤久士、町田修一
（順天堂大学）

https://shogaikenko.or.jp/headline
/210824/pdf/release_210824.pdf

R3

22 2021/10/4 ロコモ予防のトレーニング効果を
適切に得るためには栄養状態が
鍵～血清アルブミンがトレーニン
グ効果予測のバイオマーカーに～

順天堂大学 沢田秀司、町田修一
（順天堂大学）

https://www.juntendo.ac.jp/news/
20211004-01.html

R3
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拠点名：

⑥-2　成果の発信（成果発信イベントの開催）

No 開催年月日 名称 開催地
参加人数

（人）
概要

備考
（主催、共催等）

年度

1 2015/12/1 立命館大学・順天堂大学アクティ
ブ・フォー・オール拠点シンポジウ
ム「続かなかったあなたへ」

グランフロント大阪 230 H27

2 2015 モビリティを利用した運動とヨガト
ライアル実施

兵庫県丹波市 H27

3 2015/9/1 東大阪アリーナフェスタ 東大阪市HOS 空間シェアリング技術を用いた子どもと保護者
の運動誘導

H27

4 2015 イノベーション・アーキテクト養成
プログラム　EDGE＋R

H27

5 2015/11/8 東郷町文化産業まつり 愛知県東郷町TISトレ
ジム

オーディオスポット、オリジナルロコモチェック、
自律神経バランス測定、低酸素トレーニング体
験ほか

主催：TIS　協力：順天
堂大学・立命館大学

H27

6 2015 Café de Beyond Borders-多世代
カフェ-

福井県若狭町 空間シェアリング技術を用いた子どもと保護者
の運動誘導

H27

7 2015 ラジオ体操会場にて指向性スピー
カー設置

京都府京都市 H27

8 2015 「ほっとプラザ」での 社会実装トラ
イアル 

福井県池田町  3 つのコンテンツ・グループ（青年層ヨサコイ
ダンス、老年層健康体操、 幼年層手話）の空
間シェアリングを実施

H27

9 2015 「みんなで一緒にながはま健康
ウォーク」ウォーキングイベント

滋賀県長浜市 1036 ユーザーの歩行をスマホで計測・サーバーで
データ蓄積・処理HPへ反映

H27

10 2016/2/24 第6回メディカルジャパン関西　医
療機器開発・製造展

インテックス大阪 H27

11 2016 第3回ながはま健康ウォーク 主催　みんなで一緒に
ながはま健康ウォーク
実行委員会
共催　長浜市　京都大
学医学研究科　立命
館大学情報理工学部　
近畿大学理工学部

H28

12 2016/10/21 立命館大学×順天堂大学　ス
ポーツ健康科学研究交流セミナー

滋賀県草津市 成果発表 主催：COIアクティブ・
フォー・オール拠点
共催：立命館大学 ス
ポーツ健康科学部

H28

13 2016 アクティブ・フォー・オール拠点 シ
ンポジウム2016「超”スマート”に
なるための健康イノベーション」

TOKYO GARDEN 
TERRACE 紀尾井カン
ファレンス

成果発表 主催：アクティブ・
フォー・オール拠点

H28

14 2017/8/6 Summer Arts Japan 2017 憂飼 東京都 200 成果発表 主催：東京藝大
共催：立命館順大COI

H29

15 2017/4/30 草津宿場祭り 草津市 100 成果発表 H29

16 2017/9/23 草津市健幸フェア 草津市 100 成果発表 H29

17 2017/10/1  「挑戦したいを応援する」運動フェ
スティバル

草津市 150 シーズ・ニーズ探索 主催：立命館大学 H29

18 2017/5/27-
9/15

リーンローンチパッドの開催 草津市 40 シーズ・ニーズ探索 H29

19 2019/01/16
-18

ウェアラブルＥＸＰＯ 東京ビッグサイト 情報発信 https://www.wearable
-
expo.jp/content/dam/
sitebuilder/rxjp/weara
ble-
expo/documents/201
9/jp/04-
press/wea_jp_19_news
01_1217.pdf

H30

20 2018/6/8 【空間シェアリング】イノベーション
ハブKANSAI

情報発信 H30

21 2018/9/29 【空間シェアリング】HOSイベント 情報発信 H30

22 2018/9/29 【空間シェアリング】東郷町イベン
ト

情報発信 H30

23 2020/3/19 順天堂大学COI若手研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ・産学連携セミナー

文京区 150 成果発表・デモンストレーション 主催：順天堂大学 R1

24 2019/9/18 公開型社会実装トライアル 沖縄県石垣市 15 技術紹介 主催：立命館大学 R1

25 2019/9/18 運動誘導ワークショップ 沖縄県石垣市 30 技術体感・紹介 主催：ウェルネスメディ
カル研究所

R1

26 2019/9/16 SDGSセミナー 沖縄県石垣市 15 研究成果紹介・ワークショップ 主催：石垣市役所 共
催：立命館大学

R1

27 2019/11/7 JAPAN DAY ワークショップ イギリス・ロンドン 50 技術体感ワークショップ 主催:Japan Society 
UK

R1
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28 2019/11/23 かがみの里周年感謝祭 滋賀県竜王町 20 研究紹介 主催：道の駅竜王か
がみの里

R1

29 2020/2/14 令和元年度第10回アーバンデザ
インセミナー：運動が好きになる! ：
遊び感覚のトレーニング

草津市 10 社会実装およびシーズ・ニーズ探索 主催：立命館大学COI
拠点

R1

30 2020/7/21 玉川健幸講座１回目 滋賀県草津市 15 ワークショップ・アウトリーチ活動 主催：草津市
共催：アクティブフォー
オール拠点

R2

31 202008/18 玉川健幸講座２回目 滋賀県草津市 15 ワークショップ・アウトリーチ活動 主催：草津市
共催：アクティブフォー
オール拠点

R2

32 2020/10/18 滋賀県くすりと健康フェア 滋賀県甲賀市 ワークショップ・アウトリーチ活動 主催：滋賀県薬業協
会
共同出展：アクティブ
フォーオール拠点

R2

33 2021/2/20 滋賀県運動・スポーツ習慣化事業
（スポーツ庁補助事業）「買い物
ウォーキングフェア」

滋賀県草津市 ワークショップ・アウトリーチ活動 主催：滋賀県
共同出展：アクティブ
フォーオール拠点

R2

34 2021/5/6 くさつ健幸ステーション「運動体
験」イベント

滋賀県草津市 70 事業検証、アウトリーチ活動 主催：アクティブ・
フォー・オール拠点、
草津市

R3

35 2021/5/13 サイエンスライティング講座入門
編

滋賀県草津市 500 全6回。オンライン開催 主催：立命館大学COI
拠点

R3

36 2021/7/27 土岐市フレイル予防健康づくりサ
ポーター養成講座

岐阜県土岐市 50 成果発表 主催土岐市 R3

37 2021/8/6 順大メソッドによるオンライン筋力
トレーニング講座

ウエルアート社オンラ
イン

30 成果発表 主催ウエルアート社 R3

38 2021/9/3 プレ第6回COI２０２１会議 千代田区 150 COI全18拠点の若手による振り返り、座談会 主催：COI若手・共創
支援グループ
共催：立命館大拠点

R3

39 2021/9/18 Let'sGo！SDGsつくろう！みんな
の未来！SDGaWEEK＠イオンモー
ル伊丹～おもしろフィットネス～

兵庫県伊丹市 80 事業検証、アウトリーチ活動 主催：イオンモール伊
丹

R3

40 2021/10/24 ゲーム感覚で体感！食と運動の
健幸体験チャレンジ

滋賀県草津市 200 事業検証、アウトリーチ活動 主催：アクティブ・
フォー・オール拠点、
草津市

R3

41 2021/11/13 みんなの健幸フェア（健幸紹介「大
学研究から生まれた最新運動プ
ログラム体験」）

滋賀県草津市 42 事業広報活動、アウトリーチ活動 主催：草津市、草津ま
ちづくり株式会社

R3

42 2022/1/ サイエンスライティング講座実践
編

滋賀県草津市 350 全6回。オンライン開催 主催：立命館大学COI
拠点

R3

43 2022/3/ 第6回COI２０２１会議 京都府京都市 100 COI若手フラッグイベントを現地＋オンラインで
開催

主催：COI若手・共創
支援グループ
共催：立命館大拠点

R3

44 2022/3/12 COIアクティブ・フォー・オール拠点
シンポジウム

京都府京都市 120 成果発表 主催：立命館大学 R3

45 2022/3/18 順天堂大学COI若手研究者発表
会

文京区 成果発表 主催：順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑥-3　成果の発信（展示会への出展）

No 開催年月日 名称 開催地 国内/外国 概要 備考 年度

1 2015 大阪モーターショー（インテックス
大阪）

インテックス大阪
 国内

体感型ブース設置出展 H27

2 2015 ナレッジキャピタルワークショップ
フェス2015夏

グランフロント大阪
 国内

一つの空間で異なるコンテンツを同時実施 H27

3 2015/12/11 しがウェルネスファームキックオフ
セミナー

コラボしが２１
 国内

保健・医療・福祉現場とのマッチングイベント H27

4 2015/11/14
・15

サイエンスアゴラ 日本科学未来館  国内
「五感で感じる産学連携」出展 H27

5 2015/8/27・
28

JSTフェア 東京ビックサイト 西3
ホール  国内

H27

6 2015/01/13
-15

第２回ウェアラブルEXPO 東京ビックサイト東３
ホール  国内

H27

7 2015/12/7 女性目線を活かした医学系研究
～産学連携の可能性～

東京医科歯科大学
 国内

産学連携、女性研究者支援を実施 平澤先生パネル討論
参加

H27

8 2016/1/27-
29

Printable Electronics 2016 出展 東京ビッグサイト  外国
H27

9 2016/12/14
-16

SEMICON 東京ビッグサイト  国内
H28

10 2017/1/18-
20

ウェアラブルEXPO 東京ビッグサイト  国内
H28

11 2017/2/15-
17

プリンテッドエレクトロニクス展 東京ビッグサイト  国内
H28

12 2016/10/17
-19

TITAS 台湾・台北  外国
H28

13 2016/11/16
-17

ID techEX アメリカ・サンタクララ  外国
H28

14 2017/2/5-8 ISPO ドイツ・ミュンヘン  外国
H28

15 2017/3/28-
30

LOPEC2017 ドイツ・ミュンヘン  外国
H28

16 2016/9/7-9 JASIS2016 幕張メッセ  国内
産学連携ゾーンでの成果展示 H28

17 2016/11/21 文京博覧会2016 文京区シビックホール  国内
産学連携ゾーンでの成果展示 H28

18 2016/8/25-
26

JSTフェア　2016 東京ビッグサイト  国内
COIゾーンへの成果展示 H28

19 2017/2/15-
17

メディカルジャパン2017大阪 インテックス大阪  国内
H28

20 2016/8/25 イノベーションジャパン2016 東京ビッグサイト  国内
H28

21 2016/12/14
-16

アグリビジネス創出フェア 東京ビッグサイト  国内
H28

22 2018/2/26-
27

関西イノベーションストリーム 大阪市 国内 H29

23 2017/9/23-
10/26

シルクロード特別企画展　「素心
伝心」
クローン文化財 失われた刻の再

台東区 国内 H29

24 2017/8/31-
9/1

JSTフェア2017 江東区 国内 COIゾーンへの成果展示 H29

25 2017/6/22-
11/22

日本科学未来館 江東区 国内 H29

26 2018/01/28
-31

ISPO2018 ドイツ・ミュンヘン 外国 H29

27 2017/12/13
-15

SEMICON 東京ビッグサイト 国内 H29

28 2018/1/17-
19

ウェアラブルEXPO 東京ビッグサイト 国内 H29

29 2017/9/28-
29

京都スマートシティエキスポ 京都府 国内 H29

30 2017/11/17
-11/18

文京博覧会 文京区 国内 産学連携ゾーンでの成果展示 H29

31 2018/2/19 Treasure Data Plazma 東京都 国内 COIゾーンへの成果展示 H29

32 2017/11/24
-26

サイエンスアゴラ 東京都 国内 H29

33
2018/2/21-23  メディカルジャパン  大阪府  国内

H29

34 2019/01/16
-18

ウェアラブルＥＸＰＯ 東京ビッグサイト

国内

情報発信 https://www.wearable
-
expo.jp/content/dam/
sitebuilder/rxjp/weara
ble-
expo/documents/201
9/jp/04-
press/wea_jp_19_news
01_1217.pdf

H30

35 2019/2/22-
23

EX-cross 大阪市 国内 H30

36 2019/2/14 テックシリウス 東京都 国内 H30

37 2018/11/30 文科省情報ひろば 東京都 国内 H30

38 2018/8-30-
31

JSTフェア 東京都 国内 H30

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）
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39 2019/10/19 オール立命館校友大会 京都市北区 国内 デモンストレーション 主催：立命館大学 R1

40 2019/12/5-
7

エコプロ2019 江東区
国内

デモンストレーション 主催：産業環境管理
協会、日本経済新聞
社

R1

41 2019/5/8-9 ELEVATE2019 イギリス・ロンドン 外国 COI研究成果展示・セミナー・体感会 R1

42 2020/02/05
-07

スポーツ産業ビジネス展 幕張メッセ 国内 心拍計測ウェア、筋電計測サポーターなどの
展示

R1

43 2020/02/12
-14

ウェアラブルエキスポ 東京ビッグサイト 国内 心拍計測ウェア、筋電計測サポーターなどの
展示

R1

44 2019/9/6 快適性とスマートテキスタイル国
際シンポジウム2019

奈良
国内

心拍計測ウェア、筋電計測サポーターなどの
展示

R1

45 2020/9/28-
11/30

イノベーション・ジャパン オンライン 国内 アクティブフォーオール拠点 R2

46 2020/10/14
-16

畜産資材EXPO 幕張メッセ 国内 東洋紡、東洋紡STC R2

47 2020/10/20
-

CEATEC シーテック オンライン 国内 東京藝術大学ゾーンへの成果展示 R2

48 2020/11/11
-13

健康診断EXPO 東京ビッグサイト 国内 東洋紡、東洋紡STC、ユニオンツール R2

49 2020/11/16
-1/31

イノベーションストリーム関西 オンライン 国内 立命館大学ゾーンへの成果展示 R2

50 2021/01/20
-22

ウェアラブルEXPO2021 東京ビッグサイト 国内 東洋紡、東洋紡STC R2

51 2021/02/24
-26

スポーツビジネス産業展2021 幕張メッセ 国内 東洋紡、東洋紡STC R2

52 2021/10/1-
2021/12/31

The Lab 大阪市 国内 立命館ブースでの展示 立命館大学単独 R3

53 2021/4/9-
10

ジャンボビックリ見本市 大阪 国内 心拍・筋電・呼吸計測用ウェアの展示 R3

54 2021/7/24-
25

CYCLE MODE RIDE OSAKA2021 大阪 国内 サイクリングアンダーの展示＆販促 R3

55 2021/10/27
-29

JPCA Show 東京 国内 心拍・筋電・呼吸計測用ウェアの展示 R3

56 2021/12/15
-17

SEMICON Japan 東京 国内 心拍・筋電・呼吸計測用ウェアの展示 R3

57 2022/1/19-
21

ウェアラブルEXPO 東京 国内 心拍・筋電・呼吸計測用ウェアの展示 R3

58 2021/11/3-
7

サイエンスアゴラ2021 江東区 国内 オンラインWSの開催 R3

59 2021/6/19 スポーツ・ウェルネス産業総合展 名古屋市 国内 BiosignalArtの展示 R3
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拠点名：

⑪-1　原著論文（発行済み）

No 論文表題 著者名 記載誌名 論文のDOI 発行年月 巻 号
掲載ページ

(始)
掲載ページ

(終)
査読有無 国際共著

発表機関
（参画機関のみ）

備考
（課題番号等）

年度

1 “マイクロホンアレーを用いた送信波と反
射波の位相干渉に基づく音響イメージン
グ”

三宅亮太, 中山
雅人, 西浦敬信

電気学会論文誌 C 10.1541/ieejeiss.133.2014 2013/11 133 11 2014 2020 有 立命館大学 H25

2 “空間・周波数領域多重解像度走査に基
づく実時間近接音源位置推定”

林田 亘平, 中山 
雅人, 西浦 敬信, 
山下 洋一

電気学会論文誌 C 10.1541/ieejeiss.133.2211 2013/12 133 12 2211 2218 有 立命館大学 H25

3 “キャリア波と側帯波の分離放射による
オーディオスポット形成”

松井 唯, 生藤 大
典, 中山 雅人, 
西浦 敬信

電子情報通信学会論文誌
(A)

2014/4 J97-
A

4 304 312 立命館大学 H26

4 “ New method of evaluating muscular 
strength of lower limb using MEMS 
acceleration and gyro sensors”

Yoshioka S, 
Nagano A, Hay 
DC, Tabata I, 
Isaka T, Iemitsu 
M, Fukashiro S 

Journal of Robotics and 
Mechatronics

10.20965/jrm.2013.p0153 2013/2 25 1 153 161 立命館大学 H26

5 “『入る』『出る』によって指摘される屋外空
間領域の描出”

髙橋智彦,武田史
朗

ランドスケープ研究 10.5632/jila.76.579 2013/4 76 5 579 582 有 立命館大学 H26

6 Hyperventilation-induced respiratory 
alkalosis falls short of countering fatigue 
during repeated maximal isokinetic 
contractions.

Sakamoto A, 
Naito H, Chow 
CM.

Eur J of Appl Physiol. 10.1007/s00421-015-3134-
8

2015/7 115 7 1553 1465 有 順天堂大学 H27

7 Repeated exposure to heat stress results 
in a diaphragm phenotype that resists 
ventilator-induced diaphragm dysfunction.

Yoshihara T, 
Ichinoseki-
Sekine N, Kakigi 
R, Tsuzuki T, 
Sugiura T, 
Powers SK, 
Naito H.

J Appl Physiol 10.1152/japplphysiol.00438.20
15

2015/7 119 9 1023 2031 有 順天堂大学 H27

8 The response of apoptotic and proteolytic 
systems to repeated heat stress in 
atrophied rat skeletal muscle.

Yoshihara T, 
Sugiura T, 
Yamamoto Y, 
Shibaguchi T, 
Kakigi R, Naito H.

Physiol Rep. 10.14814/phy2.12597 2015/10 3 10 e12597 e12597 有 順天堂大学 H27

9 Aerobic Fitness Relation to Match 
Performance of Japa-nese Soccer 
Referees.

Ishihara Y, Naito 
H, Ozaki H, 
Yoshimura M.

Football Science. 2015/12 12 91 97 有 順天堂大学 H27

10 Effects of electrostimulation with blood 
flow restriction on muscle size and 
strength.

Natsume T, 
Ozaki H, Saito AI, 
Abe T, Naito H.

Med Sci Sport Exerc. 10.1249/mss.0000000000000
722 

2015/12 47 12 2621 2627 有 順天堂大学 H27

11 Exceptional longevity and muscle and 
fitness related genotypes: a functional in 
vitro analysis and case-control 
association replication study with SNPs 
THRH rs7832552, IL6 rs1800795, and 
ACSL1 rs6552828.

Fuku N, He ZH, 
Sanchis-Gomar 
F, Pareja-
Galeano H, Tian 
Y, Arai Y, Abe Y, 
Murakami H, 
Miyachi M, 
Zempo H, Naito 
H, Yvert T, Verde 
Z, Venturini L, 
Fiuza-Luces C, 
Santos-Lozano 
A, Rodriguez-
Romo G, Ricevuti 
G, Hirose N, 
Emanuele E, 
Garatachea N, 
Lucia A.

Front Aging Neurosci. 10.3389/fnagi.2015.00059 2015/5 7 59 有 順天堂大学 H27

12 Physiological stimuli necessary for muscle 
hypertrophy.

Ozaki H, Abe T, 
Mikesky AE, 
Sakamoto A, 
Machida S, Naito 
H.

J Phys Fitness Sports Med. 10.7600/jpfsm.4.43 2015 4 1 43 51 有 順天堂大学 H27

13 Influence of muscle fibre composition on 
muscle oxygenation during maximal 
running.

Kitada T, 
Machida S, Naito 
H.

BMJ Open Sport Exerc 
Med

10.1136/bmjsem-2015-
000062

2015 1 1 e000062 有 順天堂大学 H27

14 Blood flow-restricted walking in older 
women: Does the acute hormonal 
response associate with muscle 
hypertrophy? 

Ozaki H, 
Loenneke JP, 
Abe T

Clin Physiol Funct Imaging 10.1111/cpf.12312 2015/10 37 4 379 383 有 順天堂大学 H27

15 Cycle training induces muscle 
hypertrophy and strength gain: strategies 
and mechanisms.

Ozaki H, 
Loenneke JP, 
Thiebaud RS, 
Abe T.

Acta Physiol Hung. 10.1556/APhysiol.102.2015.1.
1

2015/3 102 1 1 22 有 順天堂大学 H27

16 Bone marrow lesions, subchondral bone 
cysts and subchondral bone attrition are 
associated with histological synovitis in 
patients with end-stage knee 
osteoarthritis: a cross-sectional study

Yusup A, Kaneko 
H, Liu L, Ning L, 
Sadatsuki R, 
Hada S, 
Kamagata K, 
Kinoshita M, 
Futami I, Shimura 
Y, Tsuchiya M, 
Saita Y, 
Takazawa Y, 
Ikeda H, Aoki S, 
Kaneko K, 
Ishijima M.

Osteoarthritis Cartilage 10.1016/j.joca.2015.05.017 2015/11 11 1858 1864 有 順天堂大学 H27

17 アルペンスキー技能の違いがGPS測位軌
跡と心拍数応答に及ぼす影響

鈴木悠太, 橋詰
みどり, 石原美
彦, 辻川比呂斗, 
内藤久士, 杉山
康司

スキー研究 2015 12 1 25 33 順天堂大学 H27

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

⑪-1論文(発行済)   13/54



（別紙２）

18 運動によるインスリン抵抗性の改善に関
与する新たな分子メカニズム

都築孝允, 篠崎
昇平, 金木正夫, 
内藤久士

基礎老化研究 2015 37 3 39 42 順天堂大学 H27

19 変形性膝関節症における運動療法の有
効性と限界

石島旨章, 黒澤
尚, 池田浩, 劉立
足, 金子晴香, 定
月亮, 羽田晋之
介, 木下真由子, 
アニュワル・ユス
プ, 斎田良知, 高
澤祐治, 金子和
夫

別冊整形外科 変形性膝関
節症の診断と治療

2015 67 108 114 順天堂大学 H27

20 初期変形性膝関節症におけるバイオマー
カーを用いた疼痛と軟骨代謝の連関

石島旨章, 内藤
聖人, 渡泰士, 金
子晴香, 劉立足, 
定月亮, 羽田晋
之介, 木下真由
子, アニュアル
ジャン・ユスプ, 
二見一平, 清村
幸雄, 土屋勝, 斎
田良知, 高澤祐
治, 池田浩, 長岡
功, 黒澤尚, 金子
和夫

別冊整形外科　変形性膝
関節症の診断と治療

2015 67 51 56 順天堂大学 H27

21 変形性膝関節症に対する鏡視下半月板
部分切除術への警鐘

金子晴香, 石島
旨章, 定月亮, 羽
田晋之介, 木下
真由子, 斎田良
知, 高澤祐治, 池
田浩, 金子和夫

別冊整形外科 変形性膝関
節症の診断と治療

2015 67 126 129 順天堂大学 H27

22 変形性膝関節症の骨棘形成: パールカン
の滑膜間葉系細胞制御による治療介入
の可能性

金子晴香, 二見
一平, 定月亮, 平
澤恵理, 山田吉
彦, 金子和夫, 石
島旨章

別冊整形外科 変形性膝関
節症の診断と治療

2015 67 218 222 順天堂大学 H27

23 変形性膝関節症のバイオマーカー：血清ヒ
アルロン酸の臨床応用に向けたエビデン
ス

金子晴香,　石島
旨章,　劉立足,　
定月亮,　羽田晋
之介,　木下真由
子,　アニュアル
ジャン・ユスプ,　
二見一平,　斎田
良知,　高澤祐治,　
池田浩,　黒澤尚,　
金子和夫

別冊整形外科 変形性膝関
節症の診断と治療

2015 67 57 60 順天堂大学 H27

24 平成27年度　全国体力・運動能力、運動
習慣等調査結果報告書（平成26 年度全
国体力・運動能力、運動習慣等調査検討
委員会）.

浅見俊雄, 内藤
久士

スポーツ庁 2015 順天堂大学 H27

25 子どもの健康・体力とスポーツ 内藤久士 保健の科学 2015 57 1 39 43 順天堂大学 H27

26 特集「ロコモティブシンドロームとは？」ロ
コモーショントレーニング

中潟崇, 町田修
一, 内藤久士, 石
島旨章, 金子和
夫

LocoCure2015 2015/5 1 42 47 順天堂大学 H27

27 筋の記憶を司るエピジェネティクス制御機
構の探索　－筋は若年期の運動習慣を記
憶しているのか？

吉原利典, 町田
修一, 後藤佐多
良 ,柿木亮

第30回若手研究者のため
の健康科学研究助成報告
書　公益財団法人　明治安
田厚生事業団

2015/4 順天堂大学 H27

28 サルコペニアの分子メカニズム 町田修一, 川西
範明

神経内科 2015 83 5 355 360 順天堂大学 H27

29 骨格筋と運動ほか、 内藤久士、(田城
孝雄他9名と分
担執筆) 

健康長寿のためのスポート
ロジー、田城孝雄、内藤久
士編　NHK出版

2015 180
243

196
258

順天堂大学 H27

30 ジュニアスポーツの現状と課題 内藤久士、（金岡
恒治他25名と分
担執筆）

ジュニアアスリートのための
スポーツ医科学・トレーニン
グサポート、金岡恒治、赤
坂清和編  メジカルビュー
社、（印刷中）

2015 順天堂大学 H27

31 Epigenetic Modulation of Gene Expression 
by Exercise. In: Nutrition, Exercise and 
Epigenetics: Ageing Interventions

Goto S, 
Kawakami K, 
Naito H, 
Katamoto S, 
Radak Z

Healthy Ageing and 
Longevity Volume 2,　
Springer

2015 2 85 100 順天堂大学 H27

32 運動と運動器疾患(1) -運動と骨粗鬆症- 石島旨章、 (田
城孝雄他9名と
分担執筆) 

健康長寿のためのスポート
ロジー、田城孝雄、内藤久
士編　NHK出版

2015 124 147 順天堂大学 H27

33 運動と運動器疾患(2) -運動と変形性膝関
節症- 

石島旨章、(田城
孝雄他9名と分
担執筆) 

健康長寿のためのスポート
ロジー、田城孝雄、内藤久
士編　NHK出版

2015 148 179 順天堂大学 H27

34 ロコトレ 金子晴香, 石島
旨章, 金子和夫

臨床スポーツ医学「ロコモ
ティブシンドロームをめぐる
最新の動向」

2015 32 3 256 261 順天堂大学 H27

35 Detection of endogenous and food-
derived collagen dipeptide 
prolylhydroxyproline (Pro-Hyp) in allergic 
contact dermatitis-affected mouse ear.

Kusubata, M. 
Koyama, Y. 
Tometsuka, C. 
Shigemura, Y. 
Sato, K

Biosci Biotechnol Biochem 10.1080/09168451.2015.1027
653

2015 79 8 1356 1361 有 ニッピ H27

36 Developmental stage-dependent 
regulation of prolyl 3-hydroxylation in 
tendon type I collagen.

Taga Y, 
Kusubata M, 
Ogawa-Goto K, 
Hattori S

J Biol Chem 10.1074/jbc.M115.686105 2016/1 291 2 837 847 有 ニッピ H27

37 Muscle growth across a variety of 
exercise modalities and intensities: 
Contributions of mechanical and 
metabolic stimuli.

Ozaki H, 
Loenneke JP, 
Buckner SL, Abe 
T.

Med Hypotheses 10.1016/j.mehy.2015.12.026 2016/3 88 22 26 順天堂大学 H27
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38 “運動習慣獲得におけるチームの効果” 鈴木真生, 若尾
あすか, 松村耕
平, 野間 春生, 
多田 昌裕, 黒田
知宏

生体医工学 10.11239/jsmbe.54.58 2016/3 54 2 58 65 立命館大学 H27

39 “移動動詞「入る」「出る」で指摘される屋
外の空間領域に対する移動の方向性の
影響”

吉川剛史・武田
史朗・高橋智彦・
竹谷朋浩

ランドスケープ研究（日本造
園学会誌）研究発表論文集

10.5632/jila.78.517 2015 78 5 517 522 立命館大学 H27

40 “京都市「ちびっこひろば」において実施し
た防災イベントを含む活動に対する近隣
住民の評価構造”

武田史朗・久保
田貴大・山口純

歴史都市防災論文集 10.34382/00009242 2015/7 9 159 166 有 立命館大学 H27

41 “歩行者のGPSログから生成されたネット
ワークによる歩行環境のモデル化とそれ
に基づく行動分析 －「てくペコチャレンジ」
を事例として”

山口純・武田史
朗・赤池直樹

環境情報科学学術研究論
文集

10.11492/ceispapers.ceis29.0
_195

2015 29 195 200 有 立命館大学 H27

42 “道路連結性に基づく都市の歩行環境の
分析手法の提案と京都を対象としたケー
ススタディ”

山口純・武田史
朗

ランドスケープ研究 2015 立命館大学 H27

43 “フレキシブルパラメトリックスピーカを用い
たオーディオスポットの制御”

小森 慎也, 益永 
翔平, 生藤 大典, 
中山 雅人, 西浦 
敬信

日本バーチャルリアリティ
学会論文誌

10.18974/tvrsj.20.3_189 2015/9 20 3 189 198 立命館大学 H27

44 Effects of icing or heat stress on the 
induction of fibrosis and/or regeneration 
of injured rat soleus muscle.

Shibaguchi T, 
Sugiura T, 
Fujitsu T, 
Nomura T, 
Yoshihara T, 
Naito H, 
Yoshioka T, 
Ogura A, Ohira Y

 J Physiol Sci. 10.1007/s12576-015-0433-
0

2016/7 66 4 345 357 有 順天堂大学 H28

45 ACTN3 R577X genotype and athletic 
performance in a large cohort of 
Japanese athletes. 

Kikuchi N, 
Miyamoto-
Mikami E, 
Murakami H, 
Nakamura T, Min 
SK, Mizuno M, 
Naito H, Miyachi 
M, Nakazato K, 
Fuku N

Eur J Sport Sci 10.1080/17461391.2015.1071
879

2016/9 16 6 694 701 有 順天堂大学 H28

46 Immobilization induces nu-clear 
accumulation of HDAC4 in rat skeletal 
muscle. 

Yoshihara T, 
Machida S, 
Kurosaka Y, 
Kakigi R, Sugiura 
T, Naito H

J Physiol Sci. 10.1007/s12576-015-0432-
1

2016/7 66 4 337 343 有 順天堂大学 H28

47 G allele of the IGF2 ApaI polymorphism is 
associated with judo status. 

Itaka T, Agemizu 
K, Aruga S, 
Machida S

J Strength Cond Res. 10.1519/JSC.000000000000
1300

2016/7 30 7 2043 2048 有 順天堂大学 H28

48 骨格筋再生と老化制御：筋サテライト細胞
の役割. 

町田修一, 船越
智子

基礎老化研究 2016 40 13 17 有 順天堂大学 H28

49 レジスタンストレーニング後の乳タンパク
質摂取が投擲選手の体組成に及ぼす影
響. 

北岸孝之，坂口
博英，與名本
稔，鳥居俊，町
田修一

日本健康体力栄養学会誌 2016/12 20 1 有 順天堂大学 H28

50 Effect of the combination of in-creased 
physical activity with walking with blood 
flow restriction on leg muscle thickness 
and walking performance in older adults.

Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Machida S, Naito 
H

Juntendo Medical Journal 10.14789/jmj.62.s206 2016/1 62 206 210 有 順天堂大学 H28

51 Relationship between physical activity and 
locomotive syndrome after a 3-month 
exercise intervention of walking and stair 
climbing in elderly Japanese individuals.

Kitada T, Ozaki 
H, Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Machida S, Naito 
H

Juntendo Medical Journal 10.14789/jmj.62.s218 2016/1 62 218 224 有 順天堂大学 H28

52 Locomotive Syndrome Relation to Daily 
Physical Activity, Physical Function, and 
Body Composition in Elderly People: A 
Pilot Study.

Ishihara Y, Ozaki 
H, Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Machida S, Naito 
H

Juntendo Medical Journal https://doi.org/10.14789/jmj.
62.s225

2016/1 62 225 230 有 順天堂大学 H28

53 Assessment of a University-Based 
Exercise Program for Locomotive and 
Metabolic Syndrome in the elderly people. 

Yoshihara T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Machida S, Naito 
H

Juntendo Medical Journal 2016/1 62 231 236 有 順天堂大学 H28

54 Acute changes in blood lactate 
concentra-tion, muscle thickness and 
strength after walking with blood flow 
restriction in older adults.

Natsume T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Machida S, Naito 
H

Juntendo Medical Journal 10.14789/JMJ.62.S237 2016/1 62 237 242 有 順天堂大学 H28

55 The combination of insulin-like growth 
factor 2, alpha-actinin-3, and 
angiotensin-converting enzyme gene 
polymorphisms in judo athletes: a pilot 
study. 

Itaka T, Agemizu 
K, Aruga S, 
Machida S

Juntendo Medical Journal  
https://doi.org/10.14789/jmj.
62.s119

2016/1 62 119 123 有 順天堂大学 H28

56 Progressive training model for muscle 
hypertrophy and strength gain.

Ozaki H, Abe T, 
Machida S, Naito 
H

Advances in Exercise and 
Sports Physiology

2017 23 1 1 7 有 順天堂大学 H28

57 Changes in FOXO and proinflammatory 
cytokines in the late stage of immobilized 
fast and slow muscle atrophy

Okamoto T, 
Machida S

Biomed Res 10.2220/biomedres.38.331 2017 38 6 331 342 有 順天堂大学 H28

58 Circadian rhythm of intracellular protein 
synthesis signaling in rat cardiac and 
skeletal muscles.

Chang S W, 
Yoshihara T, 
Machida S, Naito 
H

Biochem Biophys Rep https://doi.org/10.1016/j.bbr
ep.2016.12.005

2017/3 9 153 158 有 順天堂大学 H28
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59 Attenuation of exercise-induced heat 
shock protein 72 expression blunts 
improvements in whole-body insulin 
resistance in rats with type 2 diabetes

Tsuzuki T, 
Kobayashi H, 
Yoshihara T, 
Kakigi R, 
Ichinoseki-
Sekine N, Naito 
H

Cell Stress Chaperones 10.1007/s12192-017-0767-
z

2017/3 22 2 263 269 有 順天堂大学 H28

60 TLR4-defective (C3H/HeJ) mice are not 
protected from cast immobilization-
induced muscle atrophy.

Kawanishi N, 
Nozaki R, Naito 
H, Machida S

Physiol Rep 10.14814/phy2.13255 2017/4 5 8 e13255 有 順天堂大学 H28

61 A combination of body mass-based 
resistance training and high-intensity 
walking can improve both muscle size and 
VO2peak in untrained older women. 

Ozaki H, Kitada 
T, Nakagata T, 
Naito H

Geriatrics & Gerontology 
International

10.1111/ggi.12786 2017/5 17 5 779 784 有 順天堂大学 H28

62 Abnormal lipid/lipoprotein metabolism and 
high plasma testosterone levels in male 
but not female aromatase-knockout mice

Amano A, Kondo 
Y, Noda Y, Ohta 
M, Kawanishi N, 
Machida S, 
Mitsuhashi K, 
Senmaru T, 
Fukui M, 
Takaoka O, Mori 
T, Kitawaki J, 
Ono M, Saibara 
T, Obayashi H, 
Ishigami A

Arch Biochem Biophys 10.1016/j.abb.2017.03.007 2017/5 622 47 58 有 順天堂大学 H28

63 SIRT1 may play a crucial role in overload-
induced hypertrophy of skeletal muscle. 

Koltai E, Bori Z, 
Chabert C, 
Dubouchaud H, 
Naito H, Machida 
S, Davies KJ, 
Murlasits Z, Fry 
AC, Boldogh I, 
Radak Z

J Physiol 10.1113/JP273774 2017/6 595 11 3361 3376 有 順天堂大学 H28

64 Quercetin inhibits adipogenesis of muscle 
progenitor cells in vitro

Funakoshi T, 
Kanzaki N, 
Otsuka Y, Izumo 
T, Shibata H, 
Machida S

Biochem Biophys Rep 10.1016/j.bbrep.2017.12.003 2017/12 13 39 44 無 順天堂大学 H28

65 Hydroxyhomocitrulline is a collagen-
specific carbamylation mark that affects 
cross-link formation

Taga Y, Tanaka 
K, Hamada C, 
Kusubata M, 
Ogawa-Goto K, 
Hattori S

Cell Chem Biol 10.1016/j.chembiol.2017.08.0
10

2017/10 24 10 1276 1284 有 ㈱ニッピ H29

66 Identification of collagen-derived 
hydroxyproline (Hyp)-containing cyclic 
dipeptides with high oral bioavailability: 
efficient formation of cyclo(X-Hyp) from 
X-Hyp-Gly-type tripeptides by heating

Taga Y, 
Kusubata M, 
Ogawa-Goto K, 
Hattori S

J Agricu Food Chem 10.1021/acs.jafc.7b03714 2017/11 65 43 9514 9521 有 ㈱ニッピ H29

67 "マルチパラメトリックアレースピーカを用
いた音像ホログラムの構築," 

小森 慎也, 大上 
佳範, 中山 雅人, 
西浦 敬信

電子情報通信学会論文誌, 
Vol. J101-D

国内 2018/3 101 3 578 587 立命館大学 H29

68 "Surround Sensation Index Based on 
Differential S-IACF for Listener 
Envelopment with Multiple Sound 
Sources, "

Masato 
Nakayama, Kota 
Nakahashi, 
Yukoh 
Wakabayashi and 
Takanobu 
Nishiura

Journal of Communication 
and Computer, Vol. 14

国際 2017 14 122 128 立命館大学 H29

69 ``Synchronized Amplitude-and-
Frequency Modulation for a Parametric 
Loudspeaker,'' , , Kuala Lumpur, Malaysia

Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

2017 Asia-Pacific Signal 
and Information Processing 
Association Annual Summit 
and Conference (APSIPA 
ASC) Paper ID: 87

国際 2017/12 87 立命館大学 H29

70 ``Enhanced Audio Spot based on Multiple 
Carrier Waves with Extra Parametric 
Loudspeaker,''  Hong Kong, China, 

Yoshinori Ogami, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2017 国際 2017/8 1865 1872 立命館大学 H29

71 ``Evaluations on Reproducing Sound Field 
Control with Film Acoustic-Lens for 
Parametric Loudspeaker,''  Hong Kong, 
China,

Kirara Ariyoshi, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2017 国際 2017/8 1881 1888 立命館大学 H29

72 ACTN3 R577X gene polymorphism may 
play a role to determine the duration of 
judo matches

Itaka T, 
Tomizawa Y, 
Agemizu K, 
Aruga S, 
Machida S

Trends in Sport Sciences 国際 2018/1 2 67 71 有 順天堂大学 H29

73 Effects of voluntary running exercise on 
bone histology in type 2 diabetic rats. 

Takamine Y, 
Ichinoseki-
Sekine N, 
Tsuzuki T, 
Yoshihara T, 
Naito H

PLoS One 10.1371/journal.pone.019306
8. eCollection 2018.

2018/2 13 2  e0193068 696 有 順天堂大学 H29

74 Effects of drop sets with resistance 
training on increases in muscle CSA, 
strength, and endurance: a pilot study.

Ozaki H, Kubota 
A, Natsume T, 
Loenneke JP, 
Abe T, Machida 
S, Naito H

J Sports Sci 10.1080/02640414.2017.1331
042

2018/3 36 6 691 696 有 順天堂大学 H29

75 Association between objectively 
measured physical activity and body mass 
index with low back pain: a large-scale 
cross-sectional study of Japanese men. 

Hashimoto Y, 
Matsudaira K, 
Sawada SS, 
Gando Y, 
Kawakami R, 
Sloan RA, 
Kinugawa C, 
Okamoto T, 
Tsukamoto K, 
Miyachi M, Naito 
H

BMC Public Health 10.1186/s12889-018-5253-
8

2018/3 18 1 341 有 順天堂大学 H29

⑪-1論文(発行済)   16/54



（別紙２）

76 Reduced Dnmt3a increases Gdf5 
expression with suppressed satellite cell 
differentiation and impaired skeletal 
muscle regeneration.

Hatazawa Y, Ono 
Y, Hirose Y, 
Kanai S, Fujii NL, 
Machida S, 
Nishino I, 
Shimizu T, 
Okano M, Kamei 
Y, Ogawa Y

FASEB J 10.1096/fj.201700573R 2018/3 32 3 1452 1467 有 順天堂大学 H29

77 Quercetin inhibits adipogenesis of muscle 
progenitor cells in vitro.

Tomoko 
Funakoshi, 
Noriyuki Kanzaki, 
Yuta Otsuka, 
Takayuki Izumo, 
Hiroshi Shibata, 
Shuichi Machida. 

Biochemistry and 
biophysics reports

doi.org/10.1016/j.bbrep.2017.
12.003

2018/3 13 39 44 有 順天堂大学 H29

78 Role of selected polymorphisms in 
determining muscle fiber composition in 
Japanese men and women. 

Kumagai H, 
Tobina T, 
Ichinoseki-
Sekine N, Kakigi 
R, Tsuzuki T, 
Zempo H, Shiose 
K, Yoshimura E, 
Kumahara H, 
Ayabe M, Higaki 
Y, Yamada R, 
Kobayashi H, 
Kiyonaga A, 
Naito H, Tanaka 
H, Fuku N

J Appl Physiol (1985) 10.1152/japplphysiol.00953.20
17.

2018/5 124 5 1377 1384 有 順天堂大学 H29

79 Perlecan, a heparan sulfate proteoglycan, 
regulates systemic metabolism with 
dynamic changes in adipose tissue and 
skeletal muscle.

Yuri Yamashita, 
Satoshi Nakada, 
Toshinori 
Yoshihara, 
Takeshi Nara, 
Norihiko Furuya, 
Takashi Miida, 
Nobutaka Hattori, 
Eri Arikawa-
Hirasawa. 

Scientific reports 10.1038/s41598-018-
25635-x

2018/5 8 1 7766 有 順天堂大学 H29

80 Time-course study of macrophage 
infiltration and inflammation in cast 
immobilization-induced atrophied muscle 
of mice.

Kawanishi N, 
Funakoshi T, 
Machida S

Muscle & Nerve 10.1002/mus.26061 2018/6 57 6 1006 1013 有 順天堂大学 H29

81 Endurance exercise training and high-fat 
diet differentially affect composition of 
diacylglycerol molecular species in rat 
skeletal muscle.

Noriaki 
Kawanishi, Kana 
Takagi, Hyeon-
Cheol Lee, Daiki 
Nakano, Toshiaki 
Okuno, Takehiko 
Yokomizo, 
Shuichi Machida. 

American journal of 
physiology. Regulatory, 
integrative and comparative 
physiology

10.1152/ajpregu.00371.2017 2018/6 314 6 892 901 有 順天堂大学 H29

82 Objectively Measured Physical Activity 
and Low Back Pain in Japanese Men. 

Hashimoto Y, 
Matsudaira K, 
Sawada SS, 
Gando Y, 
Kawakami R, 
Kinugawa C, 
Okamoto T, 
Tsukamoto K, 
Miyachi M, Naito 
H, Blair SN

J Phys Act Health 10.1123/jpah.2017-0085 2018/6 15 6 1 6 有 順天堂大学 H29

83 "Sound Image Reproduction based on 
Weighted Room Impulse Responses with 
Head-enclosed Back-surround 
Loudspeaker-array,"

Misaki Otsuka, 
Yukoh 
Wakabayashi,Tak
ahiro Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Journal of Signal 
Processing, Vol. 22

国内 2018/7 22 4 193 197 立命館大学 H30

84 ``Distance Control of Virtual Sound 
Source using Parametric and Dynamic 
Loudspeakers,''　Hawaii, USA,

Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

APSIPA 2018 国際 2018/11 1262 1267 立命館大学 H30

85 ``A Study on Audible Low-frequency 
Sound Emphasis Based on Multiplexed 
Double Sideband Modulation in Parametric 
Loudspeaker,'' , paper ID: 1595, Chicago, 
USA, 

Yusei Nakano, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2018 国際 2018/8 立命館大学 H30

86 ,``Multiple Sound Images Reproduction 
with Parametric Array Loudspeakers and 
Indirect Electrodynamic Loudspeakers,'', 
paper ID: 1513, Chicago, USA, 

Yoshinori Ogami, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2018 国際 2018/8 立命館大学 H30

87 ``Wearable Personal Audio-spot Design 
Based on the Collaboration of Bone 
Conduction Headphone and Parametric 
Loudspeakers,'', paper ID: 1594, Chicago, 
USA,

Toshihiro Fujii, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

 INTER-NOISE 2018 国際 2018/8 立命館大学 H30

88 ``Spectral Peak Noise Reduction with 
Frequency Modulated Carrier Wave for 
Parametric Loudspeaker,'' , paper ID: 
1596, Chicago, USA,

Kairi Mori, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2018 国際 2018/8 立命館大学 H30
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89 Effects of a progressive walking program 
for improving locomotive syndrome in 
elderly Japanese people: A single-arm 
intervention. 

Yohishara 
Toshinori, Ozaki 
Hayao, Nakagata 
takashi, Natsume 
Toshiharu, Kitada 
Tomohiro, 
Ishihara 
Yoshihiko, Deng 
Pengyu, Osawa 
Takuya, Ishibashi 
Masayoshi, 
Ishijima Muneaki, 
Kobayashi 
Hiroyuki, 
Machida Shuichi, 
Naito Hisashi

Journal of Physical 
Therapy Science

10.1589/jpts.30.1180 2018/9 30 9 1180 1186 有 順天堂大学 H30

90 リストバンド型加速度センサー付ライフロ
グレコーダを使った透析患者の身体活動
の評価.

濱田千江子, 野
原奈緒, 中田純
一郎, 鈴木祐介, 
町田修一, 内藤
久士, 中潟崇

日本透析医会雑誌 国内 2018 33 1 157 162 有 順天堂大学 H30

91 Electromyostimulation with blood flow 
restriction enhances activation of mTOR 
and MAPK signaling pathways in rat 
gastrocnemius muscles.
Applied physiology, nutrition, and 
metabolism = Physiologie appliquee, 
nutrition et metabolisme,

Natsume T, 
Yoshihara T, 
Naito H

Appl Physiol Nutr Metab
.

10.1139/apnm-2018-0384 2018/11 44 6 637 644 有 順天堂大学 H30

92 Collagen-derived X-Hyp-Gly-type 
tripeptides promote differentiation of 
MC3T3-E1 pre-osteoblasts.

Taga Y, 
Kusubata M, 
Ogawa-Goto K, 
Hattori S, Funato 
N

J. Funct. Foods https://doi.org/10.1016/j.jff.2
018.05.017

2018 46 456 462 有 ニッピ H30

93 Characterization of angiotensin-
converting enzyme inhibitory activity of 
X-Hyp-Gly-type tripeptides: importance 
of collagen-specific prolylhydroxylation.

Taga Y, 
Hayashida O, 
Ashour A, Amen 
Y, Kusubata M, 
Ogawa-Goto K, 
Shimizu K, 
Hattori S

J. Agric. Food Chem 10.1021/acs.jafc.8b03648 2018 66 8737 8743 有 ニッピ H30

94 Safety Evaluation of Collagen Peptide 
Ingestion ―Randomized, Placebo—
controlled, Double—blind, Parallel—group 
Trial―. 

Kuwaba K, 
Koyama YI, 
Hayashida O, 
Kusubata M, 
Takara T, 
Tsukada Y

Jpn Pharmacol Ther (薬理
と治療)

国内 2018 46 1859 1870 ニッピ H30

95 Speech Quality Improvement with Bit-
rate Extension using Spectral Gain 
Enhancement,

Haonan Wang 
and Takanobu 
Nishiura

Acoustical Science and 
Technology

2020/1 41 1 411 412 有 立命館大学 R1

96 可変型気体層レンズを用いたパラメトリッ
クスピーカの最大復調距離制御

藤井 敏弘, 有吉 
輝, 中山 雅人, 
西浦 敬信

電子情報通信学会論文誌 2019/12 J102
-A

12 299 309 有 立命館大学 R1

97 Virtual Sound Source Construction Based 
on Radiation Direction Control Using 
Multiple Parametric Array Loudspeakers,'

Yoshinori Ogami, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

The Journal of the 
Acoustical Society of 
America

10.1121/1.5123139 2019/8 146 2 1314 1325 有 立命館大学 R1

98 Derivative of Instantaneous Frequency 
for Voice Activity Detection using Phase-
based Approach

Binh Thien 
Nguyen, Yukoh 
Wakabayashi, 
Takahiro 
Fukumori and 
Takanobu 
Nishiura

 APSIPA-ASC 2019 2019/11 1168 1172 有 立命館大学 R1

99 Acoustic Space-Sharing Based on Bass 
Tempo Synchronization with Parametric 
Loudspeakers and Subwoofer

Naoto Shimada, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

IEEE 8th Global 
Conference on Consumer 
Electronics

2019/10 870 873 有 立命館大学 R1

100 High Attenuated Audio-Beam Based on 
Near-Focused Sideband Wave with 
Parametric Array Loudspeakers

Makoto 
Shimokata, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

IEEE 8th Global 
Conference on Consumer 
Electronics

2019/10 866 869 有 立命館大学 R1

101 Virtual Bass Enhancement Based on 
Harmonics Control Using Missing 
Fundamental in Parametric Array 
Loudspeaker

Yuting Geng, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

INTER-NOISE 2019 2019/6 有 立命館大学 R1

102 Sleep Stage Estimation Method Using a 
Camera for Home Use

Teruaki 
NOCHINO,Yuko 
OHNO,Takafumi 
KATO,Masako 
TANIIKE,Shima 
OKADA 

Springer, Biomedical 
Engineering Letters

10.1007/s13534-019-
00108-w

2019/4 9 2 257 265 有 立命館大学 R1

103 睡眠中の体動は何を語る？ 岡田志麻，後野
光覚

Progress in Medicine 2019/12 39 20 有 立命館大学 R1

104 動画による非接触体動計測 岡田志麻，家門
優光，後野光覚

医療機器学 2020/2 19 1 50 56 有 立命館大学 R1

105 Sex differences in forkhead box O3a 
signaling response to hindlimb unloading in 
rat soleus muscle.

Yoshihara T, 
Natsume T, 
Tsuzuki T, 
Chang SW, 
Kakigi R, Sugiura 
T, Naito H.

J Physiol Sci. 10.1007/s12576-018-0640-
6.

2019/3 69 2 235 244 有 順天堂大学 R1
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106 Association between Locomotive 
Syndrome and blood parameters in 
Japanese middle-aged and elderly 
individuals: A cross-sectional study.

Yoshihara T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Kitada T, Ishihara 
Y, Sawada S, 
Ishibashi M, 
Kobayashi H, 
Machida S, Naito 
H.

BMC Musculoskelet Disord 10.1186/s12891-019-2480-
9.

2019/3 20 1 104 有 順天堂大学 R1

107 Vitamin C deficiency causes muscle 
atrophy and a deterioration in physical 
performance.

Takisawa S, 
Funakoshi T, 
Yatsu T, Nagata 
K, Aigaki T, 
Machida S, 
Ishigami A.

Scientific Reports 10.1038/s41598-019-
41229-7.

2019/3 9 1 4702 有 順天堂大学 R1

108 Energy expenditure of a single sit-to-
stand movement with slow versus normal 
speed using the different frequency 
accumulation method. 

Nakagata T, 
Yamada Y, 
Hatamoto Y, 
Naito H. 

Medicina (Kaunas) 10.3390/medicina55030077 2019/3 55 3 77 有 順天堂大学 R1

109 Generation of bioactive prolyl-
hydroxyproline (Pro-Hyp) by 
oraladministration of collagen hydrolysate 
and degradation of
 endogenous collagen

Sato K., Jimi S., 
Kusubata M.

Int J Food Sci. https://doi.org/10.1111/ijfs.1
4145

2019/5 54 6 1976 1980 有 ニッピ R1

110 Exercise preconditioning attenuates hind 
limb unloading-induced gastrocnemius 
muscle atrophy possibly via the 
HDAC4/Gadd45 axis in old rats.

Yoshihara T, 
Tsuzuki T, 
Chang SW, 
Kakigi R, Sugiura 
T, Naito H.

Exp Gerontol. 10.1016/j.exger.2019.04.010. 2019/7 122 34 41 有 順天堂大学 R1

111 Age-related changes in histone 
modification in rat gastrocnemius muscle 
 
 endogenous collagen

Yoshihara 
Toshinori, 
Machida Shuichi, 
Tsuzuki 
Takamasa, Kakigi 
Ryo, Chang 
Shuo-wen, 
Sugiura Takao, 
Naito Hisashi 

EXPERIMENTAL 
GERONTOLOGY

10.1016/j.exger.2019.110658 2019/10 125 1 110658 有 順天堂大学 R1

112 A nationwide observational study of 
locomotive syndrome in Japan using the 
ResearchKit: The Locomonitor study 
 

Yoshimura 
Yusuke, Ishijima 
Muneaki, 
Ishibashi 
Masayoshi, Liu 
Liz, Arikawa-
Hirasawa Eri, 
Machida Shuichi, 
Naito Hisashi, 
Hamada Chieko, 
Kominami Eiki 

JOURNAL OF 
ORTHOPAEDIC SCIENCE

https://doi.org/10.1016/j.jos.
2019.08.009

2019/11 24 6 1094 1104 有 順天堂大学 R1

113 Sex-specific differences in rat soleus-
muscle signaling pathway responses to a 
bout of horizontal and downhill running.

Yoshihara T, 
Chang SW, 
Tsuzuki T, 
Natsume T, 
Kakigi R, Sugiura 
T, Naito H.

J Physiol Biochem 10.1007/s13105-019-
00712-5.

2019/11 75 4 585 595 有 順天堂大学 R1

114 Metabolic equivalents of body weight 
resistance exercise with slow movement 
in older adults using indirect calorimetry.

Nakagata T, 
Yamada Y, Naito 
H. 

Appl Physiol Nutr Metab 10.1139/apnm-2018-0882. 2019/11 44 11 1254 1257 有 順天堂大学 R1

115 Effects of Progressive Walking and Stair-
Climbing Training Program on Muscle Size 
and Strength of the Lower Body in 
Untrained Older Adults 
 

Ozaki Hayao, 
Nakagata 
Takashi, 
Yoshihara 
Toshinori, Kitada 
Tomoharu, 
Natsume 
Toshiharu, 
Ishihara 
Yoshihiko, Deng 
Pengyu, 
Kobayashi 
Hiroyuki, 
Machida Shuichi, 
Naito Hisashi 

JOURNAL OF SPORTS 
SCIENCE AND MEDICINE

https://www.researchgate.ne
t/publication/337907464

2019/12 18 4 722 728 有 順天堂大学 R1

116 Decrescent intensity training 
concurrently improves maximal anaerobic 
power, maximal accumulated oxygen 
deficit, and maximal oxygen uptake.

Ozaki H, Kato G, 
Nakagata T, 
Nakamura T, 
Nakada K, Kitada 
T, Katamoto S, 
Naito H.

Physiol Int. 10.1556/2060.106.2019.32 2019/12 106 4 355 367 有 順天堂大学 R1

117 Prolyl-hydroxyproline, a collagen-derived  
 dipeptide, enhances hippocampal cell 
proliferation, which leads to     
antidepressant-like effects in mice.

Nogimura D., 
Mizushige T., 
Taga Y., Nagai A., 
Shoji S., Azuma 
N., Kusubata M.,   
Adachi SI., 
Yoshizawa F., 
Kabuyama Y.

FASEB J. 10.1096/fj.201902871R 2020/3 有 ニッピ R1

118 EVALUATION OF A MULTI-WAY 
PARAMETRIC ARRAY LOUDSPEAKER 
BASED ON MULTIPLEXED DOUBLE 
SIDEBAND MODULATION

 Yuting Geng, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

APSIPA-ASC 2020 2020/12 409 415 有 立命館大学 R2

119 Acoustic Space-Sharing with Multiple 
Parametric Array Loudspeakers for Daily 
Sports and Exercise

Shiori Sayama, 
Yoshinori Ogami, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Forum Acusticum 2020 2020/12 2343 2349 有 立命館大学 R2

120 Spectral Peak Noise Reduction Based on 
Frequency-Modulated Carrier Wave with 
Temporal Adaptation for Parametric Array 
Loudspeaker

Kohei Asahi, 
Kairi Mori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Forum Acusticum 2020 2020/12 2333 2340 有 立命館大学 R2
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121 Audible Sound Enhancement Based on 
Carrier with Periodic Square-Wave for 
Parametric Loudspeaker

Kohei Asahi, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

IEEE 9th Global 
Conference on Consumer 
Electronics

2020/10 39 42 有 立命館大学 R2

122 Treatment of spontaneous anterior 
interosseous nerve palsy

Kodama N, Ando 
K, Takemura Y, 
Imai S

J Neurosurg 10.3171/2018.11.JNS181609 2020/4 132 4 1243 1248 有 立命館大学 R2

123 Effects of malalignment and disease 
activity on osteophyte formation in knees 
of rheumatoid arthritis patients

Okumura N, 
Kawasaki T, 
Kubo M, Yayama 
T, Mimura T, 
Kumagai K, 
Maeda T, Imai S

J Orthop Surg 10.1177/2309499020911852 2020/4 28 1 1 8 有 立命館大学 R2

124 Denosumab Therapy for Giant-cell Tumor 
of the Lumbar Spine: A Case Report and 
Immunohistochemical Examination

Yayama T, Mori 
K, Nakamura A, 
Mimura T, Imai S

J Orthop Case Rep 10.13107/jocr.2020.v10.i02.1
706

2020/3-4 10 2 76 79 有 立命館大学 R2

125 Muscle Size and Strength of the Lower 
Body in Supervised and in Combined 
Supervised and Unsupervised Low-Load 
Resistance Training. 

Hayao Ozaki, 
Shuji Sawada, 
Takuya Osawa, 
Toshiharu 
Natsume, 
Toshinori 
Yoshihara, 
Pengyu Deng, 
Shuichi Machida, 
Hisashi Naito

Journal of sports science & 
medicine

2020/11 19 4 721 726 有 順天堂大学 R2

126 Perlecan Facilitates Neuronal Nitric Oxide 
Synthase Delocalization in Denervation-
Induced Muscle Atrophy. 

Satoshi Nakada, 
Yuri Yamashita, 
Shuichi Machida, 
Yuko Miyagoe-
Suzuki, Eri 
Arikawa-
Hirasawa

Cells https://doi.org/10.3390/cells
9112524

2020/11 9 11 2524 有 順天堂大学 R2

127 ################################# Risa Nozaki, 
Yung-Li Hung, 
Kana Takagi, 
Daiki Nakano, 
Takako Fujii, 
Noriaki 
Kawanishi, 
Takeshi 
Okamoto, 
Shuichi Machida

Biomedical research 
(Tokyo, Japan)

10.2220/biomedres.41.139 2020/01 41 3 139 148 有 順天堂大学 R2

128 Noncontact Measurement for 
the Autonomic Nervous System Through 
RGB Camera

Ryohei Tsuji,  
Shima Okada,  
Tianyi Wang

Proceedings of 2021 IEEE 
3rd Global Conference on 
Life Sciences and 
Technologies

2021/03/09 60 61 有 有 立命館大学 R2

129 Ischiofemoral impingement between the 
ischium and the posterior facet of the 
greater trochanter: A case report.

Mimura T, 
Shibata K, 
Tamura S, 
Okumura N, 
Kumagai K, 
Maeda T, Mori K, 
Imai S

J Orthop Sci 10.1016/j.jos.2018.08.029 2021/5 26 3 500 504 有 滋賀医科大学 R3

130 Good Postoperative Flexion Angle 
Improves Knee Function and 
Improvement of Flexion Angle Increases 
Patient Satisfaction After Total Knee 
Arthroplasty

Kubo M, Maeda 
T, Kumagai K, 
Amano Y, 
Kawasaki T, Imai 
S

J Arthroplasty 10.1016/j.arth.2021.04.040 2021/9 36 9 3137 3140 有 滋賀医科大学 R3

131 Consideration of differences in drug 
usage between young-onset and elderly-
onset rheumatoid arthritis with target of 
low disease activity

Kumagai K, 
Okumura N, 
Amano Y, 
Yayama T, 
Mimura T, Maeda 
T, Kubo M, Mori 
K, Barrett-Jolley 
R, Imai S

Mod Rheumatol 10.1080/14397595.2021.1883
251

2021/11 31 6 1094 1099 有 滋賀医科大学 R3

132 アドバンスドキャリアによるパラメトリックス
ピーカの音圧改善と周波数ピーク雑音低
減

旭 浩平, 森 海
里, 中山 雅人, 
西浦 敬信

電子情報通信学会論文誌
(D)

2021/4 J104
-D

4 186 197 有 立命館大学 R3

133 The 30-s chair stand test can be a useful 
tool for screening sarcopenia in elderly 
Japanese participants

Shuji Sawada, 
Hayao Ozaki, 
Toshiharu 
Natsume, 
Pengyu Deng, 
Toshinori 
Yoshihara, 
Takashi 
Nakagata, 
Takuya Osawa, 
Yoshihiko 
Ishihara, 
Tomoharu 
Kitada, Ken 
Kimura, Nobuhiro 
Sato, Shuichi 
Machida, Hisashi 

BMC Musculoskeletal 
Disorders

10.1186/s12891-021-
04524-x

2021/7 22 1 639 有 順天堂大学、東海
大学

R3

134 Serum albumin levels as a predictive 
biomarker for low-load resistance training 
programs’ effects on muscle thickness in 
the community-dwelling elderly Japanese 
population: interventional study result

Shuji Sawada, 
Hayao Ozaki, 
Toshiharu 
Natsume, Daiki 
Nakano, Pengyu 
Deng, Toshinori 
Yoshihara, 
Takuya Osawa, 
Hiroyuki 
Kobayashi, 
Shuichi Machida, 
Hisashi Naito

BMC Geriatr 10.1186/s12877-021-
02403-7

2021/8 18 21 464 有 順天堂大学、東海
大学、立命館大学

R3
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135 Site-Specific Muscle Loss in the 
Abdomen and Anterior Thigh in Elderly 
Males with Locomotive Syndrome

Toshiharu 
Natsume, Hayao 
Ozaki, Takashi 
Nakagata, 
Toshinori 
Yoshihara, 
Tomoharu 
Kitada, Yoshihiko 
Ishihara, Pengyu 
Deng, Takuya 
Osawa, Shuji 
Sawada, Hiroyuki 
Kobayashi, 
Shuich Machida, 
Hisashi Naito

J Sports Sci Med. 10.52082/jssm.2021.635 2021/9 20 4 635 641 有 順天堂大学、東海
大学

R3

136 Heterogeneity of eye drop use among 
symptomatic dry eye individuals in Japan: 
large-scale crowdsourced research using 
DryEyeRhythm application.

Eguchi A, 
Inomata T, 
Nakamura M, 
Nagino K, 
Iwagami M, Sung 
J, et al.

Jpn J Ophthalmol. 10.1007/s10384-020-
00798-1. Epub 2021 Jan 7.

2021 65 2 271 281 有 順天堂大学 R3

137 Smartphone-based digital phenotyping for 
dry eye toward P4 medicine: a 
crowdsourced cross-sectional study.

Inomata T, 
Nakamura M, 
Sung J, 
Midorikawa-
Inomata A, 
Iwagami M, Fujio 
K, et al. 

NPJ Digit Med. 10.1038/s41746-021-
00540-2.

2021/12 4 1 171 有 順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑪-3　その他著作物（総説、書籍など）

No
著作物
の種別

論文表題 著者名 記載誌名 DOI 発行年月 巻 号
掲載ページ

(始)
掲載ページ

(終)
査読有無 国際共著

発表機関
（参画機関のみ）

備考
（課題番号等）

年度

1 書籍   機能性ペプチドの開発最前線 楠畑雅、有原圭
三 監修

ニッピ H27

2 雑誌コラ
ム

伸縮性に優れた導電材料を用いた生体
情報計測ウェアの開発

国内 東洋紡 H29

3 書籍 森本翔太,伸縮性に優れたフィルム状導
電性機能素材COCOMIの開発,WEB 
Journal アクトライエム

国際 東洋紡 H29

4 書籍 磯貝 悠美子,伸縮性のある導電素材を
用いた生体情報計測ウエア開発～シミュ
レーション技術の活用～,人間生活工学
誌

国内 東洋紡 H29

5 総説 Ozaki H, Abe T, Machida S, Naito H. 
Progressive training model for muscle 
hypertrophy and strength gain. Adv. 
Exerc. Sports Physiol. 23: 1-7, 2017. 

国際 順天堂大学 H29

6 総説 町田修一. サルコペニアおよびロコモティ
ブシンドロームの評価方法と介護予防の
ための運動プログラムの開発. 日本慢性
看護学会誌, 11: 24-27, 2017.

国内 順天堂大学 H29

7 総説 町田修一, 大野佳南子. 月経周期とパ
フォーマンスにおける基礎研究. 臨床婦
人科産科, 71: 606-612, 2017.

国内 順天堂大学 H29

8 書籍 西浦敬信, "遮音・吸音材料の開発、評
価と騒音低減技術," (株)技術情報協会, 
ISBN:978-4-86104-719-0, July 2018.

国内 立命館大学 H30

9 書籍 楠畑　雅，桑葉くみ子　
コラーゲンペプチド－免疫系への効果に
ついて－　
Functional Food Research 14 2018

国内 順天堂大学 H30

10 書籍 楠畑 雅 
骨および関節とコラーゲン摂取 
　　
月刊　FOOD Style21 3月号　Vol.22 No.3 
　2018

国内 順天堂大学 H30

11 書籍 ”まちのようにキャンパスをつくりキャンパ
スのようにまちをつかう”

日本建築学会
（武田史朗が編
著メンバー）

ISBN: 978-4-8189-4003-1 2453/1/20 全171頁 執筆担当：
p88-p93

有 立命館大学 R1

12 総説 ”イギリス自然葬地と日本における
自然葬地デザインの可能性”

武田史朗 公園緑地 2453/1/21 80 4 9 12 無 立命館大学 R1

13 その他 立命館大学びわこ・くさつキャンパス フロ
ンティアアベニュー

大貫真樹・武田
史朗・石浦邦章

日本造園学会 作品選集 2453/1/21 15 119 120 有 立命館大学 R1

14 総説 フィルム状ストレッチ性導電素材と生体
情報計測ウェアへの応用

森本翔太 成形加工 2452/10/20 東洋紡 R1

15 総説 スマートウェアの開発と社会実装に向け
た取り組み

豊吉 巧也, 塩澤 
成弘

ヒューマンインタフェース学
会誌

- 2453/1/20 21 4 4 9 無 立命館大学 R1

16 総説 サルコペニア予防・改善のための運動と
栄養の組み合わせ.

町田修一, 田中
智美

日本スポーツ栄養研究誌 1905/7/11 12 3 11 無 順天堂大学 R1

17 総説 ジュニア選手の栄養学的サポート 町田修一, 田中
智美

臨床スポーツ医学 1905/7/11 37 1 24 29 無 順天堂大学 R1

18 総説 運動と骨格筋のミトコンドリアダイナミク
ス

中野大輝, 町田
修一

順天堂スポーツ健康科学
研究

1905/7/11 9 3 97 103 無 順天堂大学 R1

19 総説 運動生理学からみたエネルギー代謝と
スポーツ競技の特性

沢田秀司, 町田
修一

臨床栄養 1905/7/11 134 2 159 165 無 順天堂大学 R1

20 総説 運動能力はどのように衰えるのか 内藤久士 リクルートWorks 2452/10/15 153 22 24 無 順天堂大学 R1

21 総説 Sex-related adaptation to disuse-
induced skeletal muscle wasting

Yoshihara T, 
Naito H.

Biomed J Sci Tech Res 10.26717/BJSTR.2019.14.00
2546 

1905/7/11 14 有 順天堂大学 R1

22 その他 The locomonitor study Yoshimura Y, 
Ishijima M, 
Ishibashi M, Liu 
L, Arikawa-
Hirasawa E, 
Machida S. 
Naito H, 
Hamada C, 
Kominami E.

Juntendo Med J 10.14789/jmj.2019.65.JMJ18
-R17

1905/7/11 65 1 58 63 有 順天堂大学 R1

23 総説 Role of astaxanthin supplementation in 
prevention of disuse muscle atrophy: A 
Review.

Yoshihara T, 
Sugiura T, 
Shibaguchi T, 
Naito H.

The J Phys Fit Sport Med 10.7600/jpfsm.8.61 1905/7/11 8 2 61 71 有 順天堂大学 R1

24 総説 パラメトリックスピーカアレーを用いた放
射方位制御に基づく3D音像ホログラム
の構築

西浦 敬信 超音波TECHNO 2021/01 69 74 無 立命館大学 R2

25 書籍 衣服の快適性追求から生まれたウェアラ
ブルデバイス－フィルム状導電素材
"COCOMIｮ"を用いた衣服型生体情報計
測装置の開発－

前田郷司　他 スマートテキスタイルの最
新動向 シーエムシー出版

2021/4/1 45 55 無 東洋紡 R3

26 総説 ロコモニタープロジェクト ―スマートフォ
ンで測定した活動量データによる運動習
慣の継続的・客観的モニタリング

吉村 祐輔, 劉 
立足, 金子 晴
香, 町田 修一, 
濱田 千江子, 平
澤 恵理, 内藤 
久士, 石島 旨章

臨床雑誌整形外科 1905/7/13 72 6 570 575 有 順天堂大学 R3

27 総説 ロコモニタープロジェクト ―スマートフォ
ンで測定した活動量データによる運動習
慣の継続的・客観的モニタリング―

吉村 祐輔, 劉 
立足, 金子 晴
香, 平澤 恵理, 
内藤 久士, 石島 
旨章

整形・災害外科 1905/7/13 64 11 1361 1369 有 順天堂大学 R3

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）
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28 総説 モバイルヘルスから収集した医療ビッグ
データを用いたデータ駆動型解析による
ドライアイに対するP4 Medicineの実現

猪俣武範 日本の眼科 1905/7/13 92 1 無 順天堂大学 R3

29 総説 ドライアイ用スマホアプリによる新しい医
療ビッグデータの収集 P4 Medicineの実
現に向けて

猪俣武範 Medicina 1905/7/13 58 6 850 854 無 順天堂大学 R3

30 総説 Cross-hierarchical Integrative Research 
Network for Heterogenetic Eye Disease 
Toward P4 Medicine

Inomata T, Sung 
J, Nakamura M, 
Iwagami M, 
Okumura Y, 
Fujio K, et al

Juntendo Medical Journal 1905/7/13 有 順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑫-1　発表（口頭発表）

No 発表者 タイトル 学会名等 場所 年月日
発表機関

（参画機関のみ）
備考

（課題番号等）
年度

1 Shohei 
Masunaga, 
Daisuke Ikefuji, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura, 

Listening Area Expansion of Reflective Audio 
Spot with Curved-type Parametric

Proc. NCSP2014  Hawaii, USA 2014/3/1 立命館大学 H25

2 益永翔平，生
藤大典，中山
雅人，西浦敬
信

曲面型パラメトリックスピーカを用いた壁面反射
型オーディオスポットの拡大

日本音響学会2014年春季研究
発表会

日本大学駿河台
キャンパス

2014/3/10 立命館大学 H25

3  Daisuke 
Ikefuji, Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura and 
Yoichi 
Yamashita

`Fundamental Study of Moving Sound Image 
Design with Curved-Type Parametric 
Loudspeaker

7th Forum Acusticum 2014 
(FA2014)

Krakow, Poland 2014/9/8 立命館大学 H26

4 生藤大典，中
山雅人，西浦
敬信，山下洋
一,

`` 曲面型パラメトリックスピーカによる移動音像
の構築 ,'' 

 日本音響学会2014年秋季研究
発表会, 2-P-49

2014/9/1 立命館大学 H26

5 生藤大典, 中
山雅人, 西浦
敬信, 山下洋
一,

`` 曲面型パラメトリックスピーカを用いた移動音
像構築手法の提案 ,''

 信学技報, vol.114, no.112, 
EA2014-7, pp.13-18, 

2014/6/1 立命館大学 H26

6 大井、小林、
磯貝、野々
村、石丸

ＦＥＭによる変形する人体への着衣シミュレー
ション

計算力学講演会 岩手大学 2014/11/22 東洋紡株式会社 H26

7 畑本敬博，松
村耕平，
Roberto 
Lopez-
Gulliver，野間
春生

移動感覚の生成におけるキーフレーム画像から
の全方位動画像生成技術の研究

第19回日本バーチャルリアリティ
学会大会

名古屋大学 2014/9/17 立命館大学 H26

8 Lee J, 
Shiozawa N, 
Sakaue Y, 
Okunoo A, 
Makikawa M.

Development of an elastic electrocardiogram 
electrode for heart rate monitoring during 
normal daily activities

ライフエンジニアリング部門シン
ポジウム2014

金沢大学 2014/9/17 立命館大学 H26

9 山口純・武田
史朗・安田優

「ネットワークバッファを用いた道路連結性の評
価手法の提案」，，第55号・計画系（大阪）,581-
584,2015

『日本建築学会近畿支部研究報
告集』

口頭 1905/7/7 立命館大学 H27

10 佐藤建・山口
純・武田史朗

「VR空間における指示代名詞による3次元空間
の領域文節に空間の「限定性」が与える影
響」，，第55号・計画系（大阪）,165-168,2015

『日本建築学会近畿支部研究報
告集』

口頭 1905/7/7 立命館大学 H27

11 正木亨・山口
純・武田史朗

「歩行意欲および歩行実績に近隣環境条件が与
える影響に関する研究-草津市野路地及び野路
東を対象として−」，，第55号・計画系（大
阪）,585-588,2015

『日本建築学会近畿支部研究報
告集』

口頭 1905/7/7 立命館大学 H27

12 Shinya Komori, 
Daisuke Ikefuji, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama, and 
Takanobu 
Nishiura

`Localization on Spatial Sound Image with 
Multiple Parametric Loudspeakers,'' 

NCSP 2016,  Hawaii, USA 2016/3/ 立命館大学 H27

13 Shinya Komori, 
Ryosuke 
Uemura, 
Daisuke Ikefuji, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura,

 ``AUDIO-SPOT with Flexible Parametric 
Loudspeaker,''

 ICASSP 2016  Shanghai, China 2016/3/ 立命館大学 H27

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）
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14 Daisuke Ikefuji, 
Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura and 
Yoichi 
Yamashita

``Robust sound image localization for moving 
listener with curved-type parametric 
loudspeaker,''

APSIPA ASC 2015  Hong Kong, 
China

2015/12/ 立命館大学 H27

15 Shinya Komori, 
Daisuke Ikefuji, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

``Reshaped Audible Area with Flexible 
Parametric Loudspeaker,''

WESPAC2015  Singapore 2015/12/ 立命館大学 H27

16 Daisuke Ikefuji, 
Tadashi 
Matsui, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura and 
Yoichi 
Yamashita

``Audio Spot Expansion Based on Separating 
Emission with Multiple Curverd-type Parametric 
Loudspeakers,'' 

WESPAC2015 Singapore 2015/12/ 立命館大学 H27

17 権義哲 生体情報計測ウェア用フィルム状ストレッチ性導
電素材『COCOMI®』の開発

関西コンバーティングものづくり
研究会

2016/4/22 東洋紡株式会社 H28

18 石丸園子 生体情報計測用スマートセンシングウェア  SEMIジャパンセミナー 東京 2016/7/21 東洋紡株式会社 H28

19 石丸園子 生体情報計測ウェア用フィルム状ストレッチ性導
電素材「COCOMI(心美）」

 ”未来へのバイオ技術" 勉強会
バイオインダストリー協会　

東京 2016/9/13 東洋紡株式会社 H28

20 石丸園子 「スマートテキスタイルの現状と可能性 」「生体
情報計測用≪スマートセンシングウェア≫」 

CEATECH 東京 2016/10/5 東洋紡株式会社 H28

21 石丸園子 生体情報計測用素材”COCOMI”について 第56回公開講演会(繊維技術)
日本技術士会近畿本部

2016/10/28 東洋紡株式会社 H28

22 権義哲 Smart Clothes Using Stretchable Conductive 
Paste

第31回生体・生理工学シンポジ
ウム

大阪 2016/11/3 東洋紡株式会社 H28

23 石丸園子 ストレッチャブル導電ペーストを使ったスマートセ
ンシングウェア

応用電子物性分科会　１月研究
例会

2017/1/30 東洋紡株式会社 H28

24 石丸園子 Smart Clothes Using Stretchable Conductive 
Pastem

9th Textile Bioenginnering and 
Information Symposium

香港 2016/7/14 東洋紡株式会社 H28

25 石丸園子 Smart Clothes Using Stretchable Conductive 
Paste

7th OE-A Asian Working Group 
Meeting

2017/2/14 東洋紡株式会社 H28

26 Masato 
Nakayama, 
Ryosuke 
Konabe, 
Takahiro 
Fukumori and 
Takanobu 
Nishiura, 

``Near-sound-field Propagation Based on 
Individual Beam-steering for Carrier and 
Sideband Waves with Parametric Array 
Loudspeaker,

' IEEE APSIPA ASC 2016, Paper 
ID: 275,

 Jeju Island, 
Korea,

2016/12/1 立命館大学 H28

27 Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura, 

``Three-dimensional Sound Field Reproduction 
Based on Spatial Fusion of Carrier and 
Sideband Waves with Parametric Array 
Loudspeaker,''

 the 5th Joint Meeting of the 
Acoustical Society of America 
and the Acoustical Society of 
Japan, p.3311

, Hawaii, USA, 2016/11/1 立命館大学 H28

28 Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura and 
Noboru 
Nakasako, 

``Acoustic Distance Measurement Based on 
Phase Interference between Transmitted and 
Reflected Waves

,'' the 5th Joint Meeting of the 
Acoustical Society of America 
and the Acoustical Society of 
Japan, p.3007

, Hawaii, USA 2016/11/1 立命館大学、近畿
大学

H28
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29 Shinya Komori, 
Nana 
Hasegawa, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Stereophonic Reproduction Based on Multi-
beam-forming with Curved-type Parametric 
Array Loudspeaker

the 5th Joint Meeting of the 
Acoustical Society of America 
and the Acoustical Society of 
Japan

Hawaii, USA 2016/11/1 立命館大学 H28

30 Kirara 
Ariyoshi, 
Takuya 
Kimura, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Sound Quality Improvement Based on Weighted 
AM/FM Modulations for Parametric 
Loudspeaker

the 5th Joint Meeting of the 
Acoustical Society of America 
and the Acoustical Society of 
Japan

Hawaii, USA 2016/11/1 立命館大学 H28

31 Ryosuke 
Uemura, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

A Study on Near-field Sound Propagation 
Based on Delay-filtering for Carrier and 
Sideband Waves Using Curved-type Parametric 
Loudspeaker

ICA 2016  Buenos Aires, 
Argentina

2016/9/1 立命館大学 H28

32 Ryosuke 
Uemura, 
Tomoyuki 
Wada, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Reverberation Design Based on Acoustic 
Parameters for Reflective Audio-spot System 
with Parametric and Dynamic Loudspeakers

 ICA2016 Buenos Aires, 
Argentina

2016/9/1 立命館大学 H28

33 Ishihara Y, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishibashi M, 
Kuwata H, 
Miyazaki Y, 
Ikuta N, 
Machida S, 
Naito H

Effects of 5-month exercise intervention on 
the locomotive and cognitive function in elderly 
with locomotive syndrome. 
 

2nd Asian conference for Frailty 
and Sarcopenia,

 Aichi 2016/11/1 順天堂大学 H28

34 Natsume T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

The characteristics of lower body muscle size 
and functions in elderly people at the early 
stage of locomotive syndrome. 

2nd Asia Conference for Frailty 
and Sarcopenia,

 Aichi 2016/11/1 順天堂大学 H28

35 Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H

. Lower body muscle size, strength, and quality 
in elderly Japanese men and women. 

2nd Asian Conference for Frailty 
and Sarcopenia

 Aichi 2016/11/1 順天堂大学 H28

36 Yoshihara T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

Differences between locomotive syndrome 
classifications by two functional tests and 
evaluation of the training effects of a 
progressive walking program in elderly people. 

2nd Asian Conference for Frailty 
and Sarcopenia

 Aichi 2016/11/1 順天堂大学 H28

37 Kitada T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

Effect of low-load resistance training on muscle 
and gait function in resistance-untrained 
elderly individuals

 10th International Conference 
on Strength Training

Kyoto 2016/12/1 順天堂大学 H28
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38 Natsume T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

Resistance exercise attenuates locomotive 
syndrome risk in older adults

10th International Conference 
on Strength Training

Kyoto 2016/12/1 順天堂大学 H28

39 Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H.

 Comparison of the effects of moderate-
intensity walking and body mass-based 
resistance training on lower body muscle size 
and function in elderly individuals. 

10th International Conference 
on Strength Training

Kyoto 2016/12/1 順天堂大学 H28

40 Yoshihara T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H.

 Effects of long-term strength training on the 
prevention of locomotive syndrome in elderly 
people.

10th International Conference 
on Strength Training

Kyoto 2016/12/1 順天堂大学 H28

41 尾崎隼朗, 中
潟崇, 吉原利
典, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士.

漸進的なウォーキングプログラムは中高齢者の
下肢筋厚及び筋力を増加させる. 

第23回日本健康体力栄養学会 兵庫 2016/3/1 順天堂大学 H28

42 吉原利典, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤 久士. 

ウォーキングプロラムがロコモティブ・シンドロー
ムの改善に及ぼす効果

第23回日本健康体力栄養学会 兵庫 2016/3/1 順天堂大学 H28

43 北田友治, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士

 脈拍計装着の有無が高齢者におけるウォーキ
ング中の脈拍数管理に及ぼす影響

. 第23回日本健康体力栄養学会 兵庫 2016/3/1 順天堂大学 H28

44 石原美彦, 石
崎聡之, 石崎
順子, 浜野学, 
根岸輝彦, 町
田修一, 内藤
久士

 6ヶ月間の運動教室が高齢者の身体機能に及
ぼす影響. 

第71回日本体力医学会大会 岩手 2016/9/1 順天堂大学 H28

45 尾崎隼朗, 中
潟崇, 吉原利
典, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士. 

膝伸展筋群の筋サイズ及び筋力の加齢変化と
ロコモ度別評価

第3回サルコペニア・フレイル研
究会研究発表会

 愛知 2016/11/1 順天堂大学 H28

46 尾崎隼朗, 中
潟崇, 吉原利
典, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士

 膝伸展筋群の筋サイズ及び筋力の加齢変化と
ロコモ度別評価.

 第3回サルコペニア・フレイル研
究会研究発表会

愛知 2016/11/1 順天堂大学 H28

47 尾崎隼朗, 中
潟崇, 吉原利
典, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士.

 膝伸展筋群の筋サイズ及び筋力の加齢変化と
ロコモ度別評価

 第3回サルコペニア・フレイル研
究会研究発表会,

 愛知 2016/11/1 順天堂大学 H28

48 多賀祐喜、楠
畑雅、後藤希
代子、服部俊
治

「ショウガ根茎由来酵素で分解したコラーゲンペ
プチドからのhydroxyproline含有環状ペプチドの
生成とその血中への吸収性」

日本農芸化学会関東支部2016
年度支部大会

ニッピ H28
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49 上村 亮介, 福
森 隆寛, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

キャリア波と側帯波の多重アレー処理による室
内反射低減型パラメトリックスピーカシステムの
検討

電子情報通信学会 第31回信号
処理シンポジウム

Osaka 2016/11/1 立命館大学 H28

50 有吉 輝，福森 
隆寛，中山 雅
人，西浦 敬信

気体層レンズを用いたパラメトリックスピーカの
再生領域制御の検討

 日本音響学会2017年春季研究
発表会

2017/3/1 立命館大学 H28

51 上村 亮介，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

フレキシブルパラメトリックスピーカを用いた振幅
変調波の空中波面合成に基づく室内反射低減
型オーディオスポット

日本音響学会2017年春季研究
発表会

2017/3/1 立命館大学 H28

52 大上 佳範, 福
森 隆寛, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

キャリア波増幅用パラメトリックスピーカを用いた
高音圧オーディオスポットの構築

電子情報通信学会関西支部学
生会第22回学生会研究発表講
演会, 若手研究者交流研究発表
会

2017/2/1 立命館大学 H28

53 有吉 輝，福森 
隆寛，中山 雅
人，西浦 敬信

近距離エリア再生用スピーカ ～気体層レンズを
用いた復調距離制御～

日本音響学会関西支部第19回
若手研究者交流研究発表会

2016/12/1 立命館大学 H28

54 小森 慎也, 福
森 隆寛, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

分散パラメトリックスピーカアレイを用いた空中
音像における音像知覚領域の制御

電気関係学会関西連合大会  Osaka 2016/11/1 立命館大学 H28

55 有吉　輝，福
森　隆寛，中
山　雅人，西
浦　敬信

二酸化炭素層の伝播によるパラメトリックスピー
カの復調距離制御の検討

 日本音響学会2016年秋季研究
発表会

2016/9/1 立命館大学 H28

56 小森 慎也，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

フレキシブルパラメトリックスピーカを用いた放射
特性再現に基づく空中音像の構築

日本音響学会2016年秋季研究
発表会

2016/9/1 立命館大学 H28

57 Yoshinori 
Ogami

Weighted Double Sideband Modulation for 
Parametric Loudspeaker

 Ritsumeikan IEEE English 
Presentation Competition 2016

 Shiga 2016/10/1 立命館大学 H28

58 Yuhei Kamei, 
Shima Okada

Classification of Forearm and Finger Motions 
Using Electromyogram and Arm-Shape-
Changes

38th Annual International 
Conference of the IEEE 
Engineering in Medicine and 
Biology Society,Proceedings

Oland,USA 近畿大学 H28

59 Yutaro 
Mitsumata,Tak
ahiro 
Kobayashi, 
Shima Okada

Simultaneous Measurement System for EMG 
and Forearm-Muscle Shape Changes Using 
Conductive fabric

38th Annual International 
Conference of the IEEE 
Engineering in Medicine and 
Biology Society

Oland,USA 近畿大学 H28

60 濱田遼平，岡
田志麻

睡眠深度推定のための生体情報処理に関する
研究

第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

61 後野光覚，加
藤隆史，松澤
重行，谷池雅
子，岡田志麻

睡眠指標による睡眠可視化のための統計解析 第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

62 来海公哉，岡
田 志麻

Kinect v2を用いたヒトの微妙変化センシング 第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

63 黒津明日大，
岡田志痲

P300を用いた起床直後の脳機能の評価 第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

64 島正典，岡田
志麻

加速度センサを用いた歩行計測によるリハビリ
テーションプロセスの評価

第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

65 小林敬宏，岡
田志麻

静電容量結合を用いたウエアラブルな筋電計測
装置の開発

第55回日本生体医工学会大会 富山 近畿大学 H28

66 若尾 あすか, 
松村 耕平, 
Lopez-Gulliver
 Robert, 野間 
春生

ショッピングモールにおけるグループ来訪者にお
互いの気持ちの理解を促進するための買い周り
行動振り返りの試み

情報処理学会、第 171回 ヒュー
マンコンピュータインタラクション
研究会

2017/1/23 立命館大学 H28

67 鈴木 真生, 松
村 耕平, 
Lopez-Gulliver
 Robert, 野間 
春生

歩行の習慣づけにむけた歩数と外的要因の関
係性の解析

情報処理学会、第 171回 ヒュー
マンコンピュータインタラクション
研究会

2017/1/23 立命館大学 H28
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68 大槻 涼, 杉山 
治, 鈴木 真生, 
松村 耕平, 多
田 昌裕, 野間 
春生, 黒田 知
宏

複数の活動量計のセンサデータの差異を吸収
する活動識別法の提案

第61回システム制御情報学会研
究発表講演会

2017/5/23 立命館大学、京都
大学、近畿大学

H28

69 大槻 涼, 鈴木 
真生, 松村 耕
平, 杉山 治, 
多田 昌裕, 野
間 春生, 黒田 
知宏

歩行習慣獲得を支援するシステムの開発に向け
たユーザの行動解析

24th Workshop on Interactive 
Systems and Software

2016/12/14 立命館大学、京都
大学、近畿大学

H28

70 若尾 あすか, 
松村 耕平, 
Roberto 
Lopez-
Gulliver, 野間
春生

ショッピングモールにおけるグループ来訪者の連
続的な気持ちの調査

IPSJ　HCI170 & UBI52 共同開催 
研究会

2016/10/24 立命館大学 H28

71 伊賀 尚美, 若
尾 あすか, 鈴
木 真生, 松村 
耕平, 野間 春
生

ショッピングモールにおける大人と子どもの 目的
の不一致を解決するためのゲームの提案

ヒューマンインタフェースシンポジ
ウム

2016/9/7 立命館大学 H28

72 富高 宗一郎, 
松村 耕平, 
Roberto 
Lopez-
Gulliver, 野間
春生

VR空間を利用した野球打撃練習システムの開
発 : 投球軌道の関数化によるシミュレータの改
善 

電子情報通信学会　マルチメディ
ア・仮想環境基礎研究会（MVE）

2016/6/2 立命館大学 H28

73 Smart Clothes Using Stretchable Conductive 
Pastem

9th Textile Bioenginnering and 
Information Symposium

2016/7/14 立命館大学 H28

74  Smart Clothes Using Stretchable Conductive 
Paste

7th OE-A Asian Working Group 
Meeting /Joint OE-
A/JEITA/JAPERA Meeting

2017/2/14 立命館大学 H28

75 Kirara 
Ariyoshi, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura

Range Control of Maximum Demodulation 
Distance in Parametric Loudspeaker Using 
Flexible Acoustic-lens

電子情報通信学会応用音響研
究会

University of 
Auckland, New 
Zealand

2017/12/1 立命館大学 H29

76 Zhuan Zuo, 
Takahiro 
Fukumori, 
Masato 
Nakayama, 
Takanobu 
Nishiura

HRTF Personalization Based on Pinna Shape 
Estimation with Handy Three-dimensional 
Scanner

電子情報通信学会応用音響研
究会

University of 
Auckland, New 
Zealand

2017/12/1 立命館大学 H29

77 中野 友聖，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

パラメトリックスピーカにおける両側波帯多重変
調方式による音質改善の検討

電子情報通信学会応用音響研
究会

東北大学、仙台 2017/8/9 立命館大学 H29

78 大上 佳範，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

マルチパラメトリックアレイスピーカを用いた音像
ホログラムにおける空中音像の提示性能の評価

電子情報通信学会応用音響研
究会

東北大学、仙台 2017/8/9 立命館大学 H29

79 有吉 輝，福森 
隆寛，中山 雅
人，西浦 敬信

多層気体層レンズを用いたパラメトリックスピー
カの指向性形成における音質評価

日本音響学会2018年春季研究
発表会

日本工業大学、
埼玉

2018/3/13 立命館大学 H29

80 大上 佳範，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

パラメトリックスピーカアレーを用いた残響制御
に基づく複数音像構築の検討

日本音響学会2018年春季研究
発表会

日本工業大学、
埼玉

2018/3/13 立命館大学 H29

81 有吉 輝，福森 
隆寛，中山 雅
人，西浦 敬信

パラメトリックスピーカの復調距離制御のための
気体層レンズの多層化による狭指向性形成の
検討

日本音響学会2017年秋季研究
発表会

愛媛大学、松山 2017/9/25 立命館大学 H29

82 松村耕平, 鈴
木真生, 杉山
治 and 野間春
生

歩行の習慣づけにむけた歩数と外的要因の関
係性の分析

第8回横幹連合コンファレンス 1905/7/9 立命館大学 H29

83 黒田知宏, 野
間春生, 多田
昌裕, 杉山治 
and 松村耕平

ながはま健康ウォークが見据える未来, 行動変容と社会システム 2, 第4
回行動変容と社会システム研究
会

1905/7/9 立命館大学 H29

⑫-1口頭発表   29/54



（別紙２）

84 大槻涼, 杉山
治, 鈴木真生, 
松村耕平 ,多
田昌裕

複数の活動量計のセンサデータの差異を吸収
する活動識別法の提案

システム制御情報学会研究発表
講演会講演論文集, システム制
御情報学会

1905/7/9 立命館大学 H29

85 大槻涼, 杉山
治, 松村耕平, 
多田昌裕, 野
間春生, 黒田
知宏

深層学習を用いた医療機器に表示される数値
の認識モデルの提案

第5回「JAMI医用知能情報学研
究会-JSAI医用人工知能研究
会」合同研究会,

1905/7/10 立命館大学 H29

86 大槻涼, 杉山
治, 松村耕平, 
多田昌裕, 野
間春生, 黒田
知宏

健康推進イベント運用のための歩数計読み取り
システム開発の試み

情報処理学会 第80回全国大会 1905/7/10 立命館大学 H29

87 権 義哲 伸縮性に優れた導電材料を用いた生体情報計
測ウェアの開発

第18回ナノテク高機能テキスタイ
ル基盤技術研究会

信州大学 2017/7/14 東洋紡 H29

88 権 義哲 Smart Clothing Using Stretchable Conductive 
Paste

ICFPE 2017（9月5日～7日） 韓国 2017/9/5 東洋紡 H29

89 権 義哲 Wearable Smart Devices realized by textile 
integrated technologies

 IEC/TC124 plenary meeting at 
Seoul

韓国 2017/9/18 東洋紡 H29

90 森本翔太 Smart Clothing Using Stretchable Conductive 
Film “COCOMI®”

京都スマートシティエキスポ2017 京都 2017/9/29 東洋紡 H29

91 権 義哲 衣服圧シミュレーション技術を用いたスマートセ
ンシングウェア®の電極配置設計

2017 SIMULIA Community 
Conference Japan

東京 2017/10/11 東洋紡 H29

92 森本翔太 フィルム状ストレッチ性導電素材を用いた生体情
報計測ウェア

第41回先端繊維素材研究委員
会講演会

京都 2017/12/1 東洋紡 H29

93 清水祐輔 伸縮性導電素材COCOMIとスマートセンシング
ウェアの可能性

龍谷大学　龍谷エクステンション
センター

滋賀 2018/2/26 東洋紡 H29

94 権 義哲 快適性評価技術およびフィルム状ストレッチ性導
電素材COCOMI®の紹介

第１０回『技術の横展開講座』 滋賀 2018/2/15 東洋紡 H29

95 Itaka T, 
Tomizawa Y, 
Agemizu K, 
Inoue K, Aruga 
S, Machida S. 

ACTN3 gene polymorphism may play a role to 
determine the duration of judo matches.

22nd annual congress of the 
European College of Sport 
Science

 Essen, Germany 2017/7/5 順天堂大学 H29

96 Kamba M, 
Naito H, Ozaki 
H, Machida S. 

Effect of pedal force and cadence on pedal 
force effectiveness and gross efficiency during 
cycling.

22nd annual congress of the 
European College of Sport 
Science

 Essen, Germany 2017/7/5 順天堂大学 H29

97 Pengyu D, 
Ozaki H, 
Toshiharu N, 
Dajiang L, 
Machida S, 
Naito H.

Correlates of preschools children's objectively 
measured physical activity, physical fitness 
levels and morphological development of 
muscle: a cross-sectional study.

22nd annual congress of the 
European College of Sport 
Science

 Essen, Germany 2017/7/5 順天堂大学 H29

98 大澤拓也, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 北田友
治, 鄧鵬宇, 町
田修一, 内藤
久士.

BMIおよび体脂肪率で分類された中高齢男女に
おけるロコモ度・体力的特性. 

第16回日本体育測定評価学会 大分 2017/3/5 順天堂大学 H29

99 小野寺由美
子，朽木勤，
北濃成樹，塙
智史，甲斐裕
子，永松俊
哉，町田修
一．

座位・身体活動の置き換えと体格との関連． 第36回日本臨床運動療法学会
学術集会

大阪 2017/9/2 順天堂大学 H29

100 中潟崇, 山田
陽介, 町田修
一, 田村好史, 
内藤久士.

自体重を用いたレジスタンス運動中のエネル
ギー消費量.

第72回日本体力医学会大会 愛媛 2017/9/16 順天堂大学 H29

101 石原 美彦, 尾
崎 隼朗, 棗 寿
喜, 石田 真大, 
井口 祐貴, 吉
村 雅文, 町田　
修一, 内藤 久
士.

サッカーが高齢男性における下肢骨格筋の形態
及び機能に及ぼす影響.

第72回日本体力医学会大会 愛媛 2017/9/16 順天堂大学 H29
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102 小野寺由美子, 
朽木勤, 北濃
成樹, 塙智史, 
甲斐裕子, 永
松俊哉, 町田
修一.

高齢者における座位行動時間とストレスとの関
連

第72回日本体力医学会大会 愛媛 2017/9/16 順天堂大学 H29

103 沢田秀司, 大
澤拓也, 尾崎
隼朗, 吉原利
典, 棗寿喜, 鄧
鹏宇, 中潟崇, 
石原美彦, 北
田友治, 町田
修一, 内藤久
士. 

ロコモ度テストを中心とした体力測定の項目間
の関連には男女差がある.

第5回日本介護福祉・健康づくり
学会大会

岐阜 2017/11/11 順天堂大学 H29

104 瀧千波，塩澤
成弘，木村哲
也

ウェアラブルセンサのスポーツ健康科学分野で
の応用可能性

第56回日本生体医工学会大会 宮城県仙台市 2017/5/4 立命館大学、神戸
大学

H29

105 大槻涼 健康促進イベント運用のための歩数計読み取り
システム開発の試み

情報処理学会全国大会 神奈川 2018/3/15 立命館大学 H29

106 大槻涼 深層学習を用いた医療機器に表示される数値
の認識モデルの提案

第5回「JAMI医用知能情報学研
究会-JSAI医用人工知能研究
会」合同研究会

神奈川 2018/3/5 立命館大学 H29

107 大槻涼 複数の活動量計のセンサデータの差異を吸収
する活動識別法の提案

第61回システム制御情報学会研
究発表講演会

京都 2017/5/23 立命館大学 H29

108 中野 友聖, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

両側波帯多重変調方式に基づくマルチウェイパ
ラメトリックスピーカの検討

日本音響学会2019年春季研究
発表会

電気通信大学 2019/3/5 立命館大学 H30

109 大上 佳範，中
山 雅人，西浦 
敬信

パラメトリックスピーカを用いた仮想音像構築に
おける放射方位知覚の検討

日本音響学会2018年秋季研究
発表会

大分大学 2018/9/12 立命館大学 H30

110 多賀祐喜、林
田治、楠畑
雅、後藤希代
子、服部俊治

生姜プロテアーゼを用いて作製したコラーゲン
加水分解物とその特徴的なトリペプチドX-Hyp-
GlyのACE阻害活性

第72回日本栄養・食糧学会大会 岡山 2018/5/11 ニッピ H30

111 深井尚子 花王のシニア研究 第５０回洗浄に関するシンポジウ
ム記念大会

東京 2018/8/30-
31

花王 H30

112 沢田秀司, 尾
崎隼朗, 棗寿
喜, 鄧鹏宇, 吉
原利典, 中潟
崇, 大澤拓也, 
石原美彦, 北
田友治, 木村
憲, 町田修一, 
内藤久士.

30秒椅子立ち上がりテストはロコモの予測に有
用である. 
   第73回日本体力医学会大会, 福井, 2018年9
月8日

  第73回日本体力医学会大会, 
福井, 2018年9月8日

福井, 2018年9月
9日

2018/9/8 順天堂大学 H30

113 沢田秀司, 尾
崎隼朗, 棗寿
喜, 邓鹏宇, 吉
原利典, 大澤
拓也, 中潟崇, 
石原美彦, 北
田友治, 町田
修一, 内藤久
士. 

中高齢者の30秒椅子立ち上がりテスト中におけ
るパフォーマンスの特徴. 
   第5回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 
東京, 2018年11月発表予定

 第5回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

東京 2018/11/10 順天堂大学 H30

114 吉村祐輔 ロコモニタープラス®� 　― 日本初の
ResearchKitプロジェクトによるロコモティブシンド
ロームの大規模研究と予防啓発活動

第3回IoMTサミット 東京 2018/12/8 順天堂大学 H30

115 下方 誠, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

分割側帯波の距離焦点形成によるパラメトリック
アレースピーカ近傍再生の検討

第32回 回路とシステムワーク
ショップ

東京電機大 2019/8/23 立命館大学 R1

116 佐山 史織, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

パラメトリックアレースピーカにおける復調波の
共鳴点制御に適したフェーズドアレー法の検討

第32回 回路とシステムワーク
ショップ

東京電機大 2019/8/23 立命館大学 R1

117 島田 波音, 岩
居 健太, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカを用いたサラウンドシステ
ムにおけるマルチチャネル分配に基づく音質補
償の検討

令和元年電気関係学会関西連
合大会

大阪府立大学 2019/11/30 立命館大学 R1

118 矢野修治, 大
槻涼, 杉山治, 
松村耕平, 多
田昌裕, 野間
春生, 黒田知
宏

健康促進イベントにおける歩行量可視化アプリ
へのアクセスとユーザの歩行量の関係解析の試
み

第63回システム制御情報学会研
究発表講演会 (SCI’19)

大阪 2019/5/22 立命館大学 R1
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119 村田明子、　
武田史朗

公園デザイン様式「ストックホルムスタイル」の特
徴と確立の経緯

2019年度日本建築学会　近畿支
部研究発表会

大阪保健医療大
学

2019/6/23 立命館大学 R1

120 松宮周平、村
田明子、 武田
史 朗

民学間連携施設によるびわこ文化公園都市の
再編 成

日本建築学会　2019年度大会建
築デザイン発表会

金沢工業大学 2019/9/6 立命館大学 R1

121 松田麗央、AN 
Wenting、村田
明子、武田史
朗

農とレクリエーションを取り入れたエコロジカルイ
ンフラストラクチャの提案　―亀岡市における流
域空間デザイン－

日本建築学会　2019年度大会建
築デザイン発表会

金沢工業大学 2019/9/5 立命館大学 R1

122 山中梢子、村
田明子、武田
史朗

東山慈照寺庭園における遮蔽縁分析をとおした
展示空間設計手法の提案

日本建築学会　2019年度大会建
築デザイン発表会

金沢工業大学 2019/9/5 立命館大学 R1

123 村田優美子、
村田明子、武
田史朗

自転車交通空間の再編による居場所としての駅
空間の計画淡路駅および周辺地域を対象として

日本建築学会　2019年度大会建
築デザイン発表会

金沢工業大学 2019/9/6 立命館大学 R1

124 森本翔太 フィルム状ストレッチ性導電素材を用いた生体情
報計測ウェアとその活用

エレクトロニクス実装学会JIEP
ワークショップ

静岡 2019/10/24 東洋紡（株） R1

125 小松陽子 快適性評価を活用した機能性材料の用途展開 繊維･高分子機能加工第120委
員会 第131回講演会

大阪 2019/11/1 東洋紡（株） R1

126 権 義哲 感覚計測技術および生体情報計測ウェアの開
発

 繊維技術講座 東京 2019/2/7 東洋紡（株） R1

127 Chinami Taki, 
Naruhiro 
Shiozawa, 
Tetsuya 
Kimura

Trial-to-trial peak-force variability is 
associated with muscle activity pattern during 
repeated maximal plantar flexions

SICE Life Engineering 
Symposium 2019 and ECTI 
Biomedical Engineering

Bangkok, Thai 2019/8/24 立命館大学 R1

128 Daisuke Goto, 
Chinami Taki, 
Minori 
Nakatani, 
Takuya 
Toyoshi, Sima 
Okada, 
Naruhiro 
Shiozawa

Development of under-wear type device for 
electrocardiograph measurement

SICE Life Engineering 
Symposium 2019 and ECTI 
Biomedical Engineering

Bangkok, Thai 2019/8/24 立命館大学 R1

129 今井晋二 広範囲断裂における境界領域の治療戦略の変
遷

第11回日本関節鏡・膝・スポーツ
整形外科学会

札幌市 2019/6/14 滋賀医大学 R1

130 今井晋二 関節痛由来のロコモティブシンドロームと運動器
リハビリテーション

第56回日本リハビリテーション医
学会学術集会

神戸市 2019/6/15 滋賀医大学 R1

131 田中智美、多
賀祐喜、金子
晴香、石島旨
章、平澤（有
川）恵理、田中
啓友、水野一
乘、楠畑雅、
服部俊治

コラーゲン由来糖鎖修飾ヒドロキシリジンの新規
変形性関節症バイオマーカーとしての評価

第51回日本結合組織学会学術
大会

東京 2019/5/31-
6/1

ニッピ、順天堂大
学

R1

132 金子晴香、石
島旨章、田中
智美、多賀祐
喜、平澤 (有
川)恵理、田中
啓友、水野一
乘、楠畑雅、
服部俊治

変形性膝関節症新規バイオマーカー・コラーゲ
ン由来糖鎖修飾ヒドロキシリジンの有効性評価：
診断能の検討

第34回日本整形外科学会 基礎
学術集会

横浜 2019/10/17
-18

ニッピ、順天堂大
学

R1

133 桑葉くみ子 コラーゲンペプチド摂取による健康増進 Healthplex & Nutraceutical China 
2019

上海 2019/6/19-
21

ニッピ R1

134 中野大輝, 町
田修一

筋肥大刺激がミトコンドリア分裂因子の細胞内
局在に与える影響

第27回日本運動生理学会 広島 2019/8/1 順天堂大学 R1

135 谷津智史, 船
越智子, 滝野
有花, 町田修
一, 石神昭人

骨格筋再生におけるビタミンCの役割. 第92回日本生化学会大会 横浜 2019/9/18-
20

順天堂大学 R1

136 中野大輝, 洪
永豊, 町田修
一

事前の筋肥大が不活動による萎縮筋におけるミ
トコンドリアダイナミクスに及ぼす影響,

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1
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137 熊谷仁, 染谷
由希, 吉岡将
輝, 宮本恵里, 
崔英珠, 寶川
美月, 中村美
幸, 河村剛光, 
鈴木宏哉, 町
田修一, 内藤
久士, 前田清
司, 福典之

性ホルモン関連遺伝子多型と骨格筋ミオシン重
鎖アイソフォームの関連

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1

138 沢田秀司, 尾
崎隼朗, 棗寿
喜, 鄧鵬宇, 吉
原利典, 大澤
拓也, 町田修
一, 内藤久士

介入前の下肢筋力レベルは自体重軽負荷ト
レーニングの効果に影響しない

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1

139 沢田秀司, 財
部芳崇, 大野
佳南子, 宮﨑
祐, 桑田勇人, 
棗寿喜, 佐藤
信紘, 町田修
一, 内藤久士

30秒椅子立ち上がりテストは75歳以上の高齢者
の移動能力を評価する上で有用な指標である

第6回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

新潟 2019/11/9-
10

順天堂大学 R1

140 鄧鵬宇, 石原
美彦, 棗寿喜, 
沢田秀司, 石
崎聰之, 石崎
順子, 町田修
一, 内藤久士.

運動教室に3年間連続して参加した高齢者の日
常身体活動の縦断的変化.

第6回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

新潟 2019/11/9-
10

順天堂大学 R1

141 耿 毓庭, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカにおける調波構造のスペ
クトル傾斜制御に基づく音質改善

日本音響学会2021年春季研究
発表会

online 2021/3/12 立命館大学 R2

142 佐山 史織, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

直線型パラメトリックスピーカアレーを用いた復
調波の波面合成に基づく焦点音源形成の実環
境評価

日本音響学会2021年春季研究
発表会

online 2021/3/10 立命館大学 R2

143 下方 誠, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカにおける復調過程の逐次
シミュレーションによる復調音の可視化

日本音響学会2021年春季研究
発表会

online 2021/3/10 立命館大学 R2

144 清水祐輔 生体センシング材料と抗ウィルス素材の紹介 令和２年度 第２回メディカル・
ウェルネスデバイス分科会

オンライン 2020/9/4 東洋紡 R2

145 清水祐輔 生体情報計測のためのフィルム状導電素材と評
価技術

CSJ化学フェスタ オンライン 2020/10/22 東洋紡 R2

146 表 雄一郎 スポーツウェアの機能性について(機能性素材
からE-テキスタイルまで)

 SPE日本支部　講演会「オリン
ピック・パラリンピックを支える機
能性材料」

オンライン 2020/10/29 東洋紡 R2

147 前田郷司 E-Textilesの可能性を探る （パネルディスカッ
ション） 

SEMICON Japan 2020 オンライン 2020/12/11 東洋紡 R2

148 前田郷司 衣服型ウェアラブル/Eテキスタイルデバイスの
開発事例と要求特性・国際標準化

AndTechセミナー ウェアラブルデ
バイスなどの適用に向けたフレキ
シブル・ストレッチャブル性を持つ
伸縮性材料の開発と信頼性向上

オンライン 2020/11/27 東洋紡 R2

149 森本翔太 フィルム状導電素材を用いた衣服型ウェアラブ
ルデバイスとその活用

一般社団法人エレクトロニクス実
装学会

オンライン 2020/12/25 東洋紡 R2

150 今井晋二 リバース型人工肩関節置換術（RSA）の最前線
と近未来の展望　－JAPANデータとJAPANスト
ラティジー－

第３５回日本整形外科学会基礎
学術集会

オンライン 2020/10/15 滋賀医大 R2

151 服部正一，林
崎智和，野間
春生，柳田康
幸

クラスターデジタル空気砲による渦輪生成安定
化のための流路分岐形状検討

第26回 香り・味と生体情報研究
会

オンライン開催 2021/3/3 立命館大学 R2

152 待田航太朗，
小川牧葉、林
崎智和，柳田
康幸、野間春
生

クラスターデジタル空気砲による香り提示機能
の検証

第26回 香り・味と生体情報研究
会

オンライン開催 2021/3/3 立命館大学 R2

153  T. Toyoshi, M. 
Manno, K. 
Masuda, D. 
Goto, N. 
Miyamoto, Y. 
Wada, and N. 
Shiozawa

Knee flexion angle measurement in pedaling 
motion by Integrated dot centroid tracking 
method

Life Engineering Symposium 
2020(LE 2020)

オンライン 2020/12/2 立命館大学 R2
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154 Goto D, 
Manno M, 
Wang T, Koda 
T, Miyamoto 
N, Toyoshi T, 
Okada S, 
Shiozawa N

Development of under-wear type for 
electrocardiogram Measurement System.

IEEE LifeTech 2021. e101, Nara 2021/3/11 立命館大学 R2

155 豊吉巧也，万
野真伸，増田
一太，後藤大
輔，宮本成
生，和田義
孝，塩澤成弘

積分ドット重心追跡法によるペダリング動作にお
ける膝関節屈曲角度計測

LE symposium 2020 オンライン（東京） 2020/12/3 立命館大学 R2

156 宮本成生, 塩
澤成弘

「鍼感が循環器系及び自律神経系に与える影響
について -1分毎の変化に着目して- 」

自動制御学会
ライフエンジニアリング部門シン
ポジウム2020

オンライン 2020/12/3 立命館大学 R2

157 宮本成生, 塩
澤成弘

「Is the Deqi Feeling Different for Each Type?」 The International Research 
Conference
International Conference on 
Traditional and Complementary 
Medicine

オンライン 2021/1/18 立命館大学 R2

158 水野　佑哉，
岡田　志麻，
家門　優光，
王　天一，牧
川　方昭

バイタルデータアート化システムの開発 第８回日本看護理工学会 オンライン 2020/10/24 立命館大学 R2

159 王　天一,1岡
田　志麻，家
門 優光, 松本　
大誠, 水野　佑
哉, 齋藤　萌
美, 多和田　智
祐, 塩澤 成弘, 
牧川　方昭

Withコロナ時代にオンラインフィットネスシステム
の開発と検証

第８回日本看護理工学会 オンライン 2020/10/24 立命館大学 R2

160 今井晋二 腕神経叢解剖に基づく新規鏡視下ラタルジェ手
術の開発とその実際

第13回日本関節鏡・膝・スポーツ
整形外科学会

オンライン 2021/6/18 滋賀医大学 R3

161 耿 毓庭, 王 浩
南, 中山 雅人, 
西浦 敬信

マルチフェーズドアレーを用いたパラメトリックス
ピーカにおけるビーム制御

電子情報通信学会応用音響研
究会

Online 2021/7/15 立命館大学 R3

162 Yuna Harada, 
Kenta Iwai, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

3-D sound field reproduction with reverberation 
control on surround sound system by combining 
parametric and electro-dynamic loudspeakers

INTER-NOISE 2021 Online 2021/8/5 立命館大学 R3

163 耿 毓庭, 王 浩
南, 中山 雅人, 
西浦 敬信

パラメトリックスピーカにおける位相反転キャリア
波を用いたビーム幅制御の検討

日本音響学会2021年秋季研究
発表会 

Online 2021/9/10 立命館大学 R3

164 原田 優菜, 王 
浩南, 岩居 健
太, 中山 雅人, 
西浦 敬信

パラメトリック・ダイナミックスピーカを用いた直間
比制御に基づく明瞭音像の構築

日本音響学会2021年秋季研究
発表会 

Online 2021/9/10 立命館大学 R3

165 Yuting Geng, 
Haonan Wang, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

NARROW-EDGED BEAMFORMING USING 
MASKED PARAMETRIC ARRAY 
LOUDSPEAKERS

APSIPA-ASC 2021 東京 2021/12/15 立命館大学 R3

166 Yuna Harada, 
Naoto 
Shimada, 
Haonan Wang, 
Kenta Iwai, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

SHARP-SOUND-IMAGE CONSTRUCTION 
METHOD USING MULTICHANNEL SOUND 
SYSTEM WITH OPTIMAL PARAMETRIC 
LOUDSPEAKER ARRANGEMENT

APSIPA-ASC 2021 東京 2021/12/15 立命館大学 R3

167 前田 郷司 ウェアラブルデバイス開発の歴史と国際標準化 繊維機械学会講演会 オンライン 2021/7/9 繊維機械学会 R3
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168 前田 郷司 衣服型ウェアラブルデバイス（E-Textiles）の開
発と応用、国際標準化

エレクトロニクス実装学会 ヘルス
ケアエレクトロニクス研究会

オンライン 2021/7/12 エレクトロニクス実
装学会

R3

169 権　義哲 フィルム状導電素材COCOMI®を用いたウェアラ
ブルセンシング

第４２回関西繊維セミナー オンライン 2021/10/8 繊維学会関西支
部

R3

170 前田 郷司 E-Textilesの可能性を探る。 JPCAショー2021　第一回E-
Txtiles展　オンラインセミナー

オンライン 2021/10/27
-29

JPCA R3

171 森本 翔太  Toyobo‘s Comfort Evaluation Technology & 
Flexible Conductive Material for Wearable 
Technology

　E-Textile World Tour オンライン 　2021/12/1 IPC R3

172 沢田 秀司，ト
ウ 鵬宇，吉原 
利典，町田 修
一，内藤 久士.

オンライン運動教室における効果評価指標の検
証

第76回日本体力医学会 オンライン開催 2021/9/17-
19

順天堂大学 R3

173 後藤大輔，万
野真伸，塩澤
成弘

睡眠中の心電図計測が可能なスマートウェアの
開発

第60回日本生体医工学会大会 Online 2021/6/15 立命館大学 R3

174 後藤大輔，原
井悠貴，増田
葉月，万野真
伸，岡田志
麻，塩澤成弘

外部発熱による影響を受けない眼瞼温度センサ
の開発

計測自動制御学会ライフエンジ
ニアリング部門シンポジウム2021

Online 2021/9/3 立命館大学 R3

175 万野真伸 立ち上がり動作における大腿部の機構特性 計測自動制御学会ライフエンジ
ニアリング部門シンポジウム2021

Online 2021/9/4 立命館大学 R3

176 万野真伸，塩
澤成弘

効率的な自転車クランク長の検討 計測自動制御学会ライフエンジ
ニアリング部門シンポジウム2021

Online 2021/9/4 立命館大学 R3

177 万野真伸 一関節筋と二関節筋の筋力評価における計測
姿勢の検討

第36回ライフサポート学会大会 Online 2021/9/17 立命館大学 R3

178 後藤大輔，増
田葉月，万野
真伸，岡田志
麻，塩澤成弘

温度制御が可能なホットアイマスクでの加温によ
る眼瞼裏の温度比較

生体医工学会シンポジウム2021 Online 2021/9/18 立命館大学 R3

179 Tianyi Wang Development of Music Interactive Online 
Fitness System

第60回日本生体医工学会大会 Online 2021/6/15-
17

立命館大学 R3

180 王天一 オンラインフィットネスシステム「Biosignal Art」の
開発と検証：COVID-19の流行初期に学んだ教
訓

日本医療情報学会看護学術大
会　看護理工学会共同企画ワー
クショップ

Online 2021/7/31 立命館大学 R3

181 沢田 秀司，鄧 
鵬宇，吉原 利
典，木村 憲，
佐藤 信紘，町
田 修一，内藤 
久士

通常歩行速度1.4m/s以下および最大歩行速度
1.9m/s以下はロコモのリスクがある

第8回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

千里ライフサイエ
ンスセンター

2021/11-6-
7

順天堂大学 R3

182 沢田 秀司，鄧 
鵬宇，吉原 利
典，木村 憲，
佐藤 信紘，町
田 修一，内藤 
久士

30秒椅子立ち上がりテストを用いたロコモ評価
基準の検討

第29回日本健康体力栄養学会
大会

Online 2022/2/22 順天堂大学 R3

183 沢田 秀司，劉 
振岳，吉原 利
典，鄧 鵬宇，
町田 修一，内
藤 久士

双方向通信によるオンライン運動教室は生活機
能および精神的健康度の改善に有用である

第9回日本介護予防・健康づくり
学会大会

Online 2022/3/5-6 順天堂大学 R3

184 Inomata T  Smartphone-Based Digital Phenotyping for Dry 
Eye Towards P4 Medicine: a Crowdsourced 
Cross-Sectional Study. KCC, Award Lecture

The 27th Annual Meeting of 
Kyoto Cornea Club

Online 2021/11/19 順天堂大学 R3

185 Inomata T New medical big data for Dry Eye Toward P4 
Medicine: Crowdsourced research using mobile 
health

Asia Dry Eye Summit 2021 Online 2021/11/6 順天堂大学 R3
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186 梛野 健, 猪俣 
武範, 中村正
裕, 奥村 雄一, 
藤尾 謙太, 赤
崎 安序, 村上 
晶

層別化アルゴリズムを用いたドライアイの多様な
症状の層別化

第75回日本臨床眼科学会 Online 2021/10/29 順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑫-2　発表（ポスター発表）

No 発表者 タイトル 学会名等 場所 年月日
発表機関

（参画機関のみ）
備考

（課題番号等）
年度

1 森 海里，福森 
隆寛，中山 雅
人，西浦 敬信

パラメトリックスピーカにおける周波数変調キャリ
アに基づく周波数ピーク雑音低減に適した変調
パラメタの検討

電子情報通信学会応用音響研
究会

ホテルミヤヒラ、
石垣

2018/3/19 立命館大学 H29

2 左 傳， 福森 
隆寛， 中山 雅
人， 西浦 敬信

3D耳介モデルを用いた耳介の立体形状推定に
基づく頭部伝達関数の個人化

日本音響学会2017年秋季研究
発表会

愛媛大学、松山 2017/9/25 立命館大学 H29

3 大上 佳範，福
森 隆寛，中山 
雅人，西浦 敬
信

パラメトリックスピーカアレイを用いた音像ホログ
ラムにおける音像構築位置の制御

日本音響学会2017年秋季研究
発表会

愛媛大学、松山 2017/9/25 立命館大学 H29

4 Kondo Y, 
Takisawa S, 
Noda Y, 
Machida S, 
Aigaki T, 
Ishigami A.

Vitamin C Deficiency Leads to Skeletal Muscle 
Atrophy and Muscle Fiber Transformation.

International Association of 
Gerontology and Geriatrics 2017

San Francisco, 
California, USA

2017/7/23 順天堂大学 H29

5 Chang SW, 
Yoshihara T, 
Chen YH, Lin 
MH, Machida 
S, Naito H.

Relationship between locomotive syndrome and 
physical characteristics of community-dwelling 
elderly Taiwanese people. 

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

6 Ishihara Y, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishibashi M, 
Sato N, 
Hirasawa E, 
Ikuta N, 
Machida S, 
Naito H.

Effects of 12-month exercise intervention on 
the physical and cognitive function in elderly 
with locomotive syndrome.

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

7 Nakagata T, 
Yamada Y, 
Machida S, 
Naito H.

Energy expenditure of resistance exercise using 
body weight with slow movement. 

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

8 Natsume T, 
Yoshihara T, 
Tsuzuki T, 
Machida S, 
Naito H.

The effects of physical inactivity on 
neuromuscular electrical stimulation-induced 
mTOR and MAPK signaling activation in rat 
skeletal muscle.

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

9 Osawa T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Kitada T, 
Ishihara Y, 
Pengyu D, 
Machida S, 
Naito H.

Effects of 6-month walking program and 1-year 
detraining on locomotive syndrome risk stages 
and walking ability in middle-aged and elderly 
Japanese people: a case report.

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

10 Ozaki H, 
Nakagata T, 
Yoshihara T, 
Osawa T, 
Natsume T, 
Ishihara Y, 
Kitada T, 
Pengyu D, 
Machida S, 
Naito H.

Effects of sex on muscle hypertrophy and 
strength gain induced by body mass-based 
resistance training in older adults.

The 3rd Congress, International 
Academy of Sportology,

Tokyo, Japan 2017/10/14 順天堂大学 H29

11 尾崎隼朗, 中
潟崇, 吉原利
典, 北田友治, 
棗寿喜, 石原
美彦, 石橋雅
義, 町田修一, 
内藤久士.

ウォーキングおよび階段昇降運動が下肢の筋
厚・筋力と身体機能に与える影響.

第18回日本健康支援学会 東京 2017/3/9 順天堂大学 H29

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

⑫-2ポスター発表   37/54



（別紙２）

12 中潟崇, 尾崎
隼朗, 吉原利
典, 大澤拓也, 
棗寿喜, 石原
美彦,北田友
治, 町田修一, 
内藤久士.

自体重レジスタンス運動と郵送型支援システム
を用いた運動プログラムが中高齢者のロコモ度
に及ぼす影響.

第18回日本健康支援学会 東京 2017/3/9 順天堂大学 H29

13 大澤拓也, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 北田友
治, 鄧鵬宇, 町
田修一, 内藤
久士.

ロコモティブシンドロームの予防・改善を目的とし
た18か月間の運動教室の介入効果.

第18回日本健康支援学会 東京 2017/3/9 順天堂大学 H29

14 中潟崇, 尾崎
隼朗, 吉原利
典, 大澤拓也, 
棗寿喜, 石原
美彦,北田友
治, 町田修一, 
内藤久士.

ウォーキングまたは自体重レジスタンス運動が
中高齢者の身体組成および血液マーカーに及
ぼす影響.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

15 吉原利典, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 棗寿喜, 北
田友治, 石原
美彦, 大澤拓
也, 石橋雅義, 
町田修一, 内
藤久士.

ロコモティブ・シンドロームに関連する血液パラ
メータの探索.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

16 北田友治, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 大澤拓
也,鄧鵬宇, 石
橋雅義, 町田
修一, 内藤久
士.

中高齢者における体重支持指数と身体機能テス
トの関係.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

17 鄧鵬宇，尾崎
隼朗，中潟
崇，吉原利
典，石原美
彦，棗寿喜，
北田友治，大
澤拓也，石橋
雅義，町田修
一，内藤久士.

中高齢者における日常身体活動とロコモティブ
シンドロームの関連性.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

18 大澤拓也, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 北田友
治, 邓鹏宇, 町
田修一, 内藤
久士.

ロコモ度により自体重レジスタンス運動の効果
は異なる.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

19 石原美彦, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 北田
友治, 大澤拓
也, 鄧鵬宇, 石
橋雅義, 町田
修一, 内藤久
士.

中高齢者における日常身体活動とロコモティブ
シンド ロームの関連性.

第24回健康体力栄養学会大会 東京 2017/3/11 順天堂大学 H29

20 大澤拓也, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 石原
美彦, 北田友
治, 鄧鵬宇, 沢
田秀司, 町田
修一, 内藤久
士. 

40cm高の台から片脚立ち上がりができる人とで
きない人の身体的特性. 

第4回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

京都 2017/10/14 順天堂大学 H29

21 石原美彦, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
棗寿喜, 北田
友治, 大澤拓
也, 鄧鵬宇, 石
橋雅義, 町田
修一, 内藤久
士.

日常身体活動が中高齢者の筋厚と筋機能に及
ぼす影響.

第4回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

京都 2017/10/14 順天堂大学 H29
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22 阿南伶、北川
学、髙橋直
暉、谷口翔、
梅田茉依、小
川万結、宮本
恵美、村木
萌、棗寿喜、
都築孝允、尾
崎隼朗、町田
修一、内藤久
士.

筋電気刺激と温熱刺激を組み合わせたトレーニ
ングが膝伸展筋群の筋厚と筋力に及ぼす影響.

第6回日本トレーニング指導学会
大会,

東京 2017/12/16 順天堂大学 H29

23 多賀祐喜、楠
畑雅、後藤希
代子、服部俊
治

質量分析を用いたコラーゲン特異的翻訳後修飾
分析法の開発

第65回質量分析総合討論会 つくば 2017/5/17 ㈱ニッピ H29

24 多賀祐喜、田
中啓友、楠畑
雅、濱田千江
子、後藤希代
子、服部俊治

コラーゲン特異的カルバミル化産物
hydroxyhomocitrullineの同定とそのコラーゲン架
橋形成への影響

第49回日本結合組織学会学術
集会

三重 2017/6/16 ㈱ニッピ、順天堂
大学

H29

25 多賀祐喜、田
中啓友、楠畑
雅、濱田千江
子、後藤希代
子、服部俊治

コラーゲン特異的カルバミレーションとそのコ
ラーゲン架橋形成への影響

2017年度生命科学系学会合同
年次大会

神戸 2017/12/6 ㈱ニッピ、順天堂
大学

H29

26 M. Nakatani, N. 
Shiozawa

Measurement of Electrocardiogram in Water 
with the Shirt-Type Electrocardiogram 
Electrode

The IEEE Conference on 
Biomedical and Health 
Informatics (BHI) 2018

Las Vegas, 
Nevada, USA

2018/3/5 立命館大学 H29

27 M. Shinohara, 
N. Shiozawa

Vertical Jump Measurement Method in Physical 
Fitness Test Using Smartphone Acceleration 
Sensor

The IEEE Conference on 
Biomedical and Health 
Informatics (BHI) 2018

Las Vegas, 
Nevada, USA

2018/3/5 立命館大学 H29

28 D. Goto, N. 
Shiozawa

Development of Textile Electrodes for EMG 
Measurement During Walk and Run

The IEEE Conference on 
Biomedical and Health 
Informatics (BHI) 2018

Las Vegas, 
Nevada, USA

2018/3/5 立命館大学 H29

29  3.Ryo　Otsuki When should the health promotion agent 
recommend the user to walk? - Approach for 
searching an appropriate walking pattern for the 
user –

5th International Conference on 
Human Agent Interaction

Bielefeld, 
Germany

2017/10/17 立命館大学 H29

30 大上 佳範, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

パラメトリックスピーカアレーを用いた音源の向
きと放射特性を模擬した仮想音源の構築

日本音響学会2019年春季研究
発表会

電気通信大学 2019/3/5 立命館大学 H30

31 大塚 美咲, 西
浦 敬信

22.2マルチチャンネル音響におけるベクトル合成
を用いたインパルス応答生成に基づく仮想音像
の構築

日本音響学会2019年春季研究
発表会

電気通信大学 2019/3/5 立命館大学 H30

32 藤井 敏弘, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

気体層レンズを用いたパラメトリックスピーカの
復調距離制御におけるレンズ幅と復調距離の評
価

日本音響学会2019年春季研究
発表会

電気通信大学 2019/3/5 立命館大学 H30

33 耿 毓庭, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

ミッシングファンダメンタル現象に基づくパラメト
リックスピーカの低域強調の検討

日本音響学会2019年春季研究
発表会

電気通信大学 2019/3/5 立命館大学 H30

34 藤井 敏弘，大
上 佳範，中野 
友聖，中山 雅
人，西浦 敬信

骨伝導ヘッドホンとパラメトリックスピーカを用い
た開放型ウェアラブル音響再生システムの検討

日本音響学会2018年秋季研究
発表会

大分大学 2018/9/12 立命館大学 H30

35 森 海里，大上 
佳範，中野 友
聖，中山 雅
人，西浦 敬信

周波数変調キャリアを用いたパラメトリックス
ピーカの周波数ピーク雑音低減

日本音響学会2018年秋季研究
発表会

大分大学 2018/9/12 立命館大学 H30

36 西浦敬信 空間シェアリング 超異分野学会 ベルサール新宿
グランド

2019/3/8 立命館大学 H30

37 吉村 祐輔, 石
島 旨章, 石橋 
雅義, 平澤 恵
理[有川], 町田 
修一, 内藤 久
士, 金子 和夫, 
木南 英紀

ResearchKitアプリ「ロコモニター」を用いた日本
全国の青壮年期のロコモ有病率調査

第91回日本整形外科学会学術
総会

神戸 2018/5/24 順天堂大学 H30

38 沢田秀司 「ロコモの総合健康診査」確立に向けた開発と社
会実装, 
第1回COI学会, 大阪, 2018年10月発表予定

第1回COI学会 大阪 2018/10/25 順天堂大学 H30
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39 尾崎隼朗, 沢
田秀司, 棗寿
喜, 邓鹏宇, 吉
原利典, 大澤
拓也, 中潟崇, 
石原美彦, 北
田友治, 佐藤
信紘, 町田修
一, 内藤久士.

後期高齢女性では握力を筋厚で除した値が低
下する. 
 第5回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 東
京, 2018年11月発表予定

 第5回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

東京 2018/11/ 順天堂大学 H30

40 棗寿喜, 齋藤
アンネ優子, 尾
崎隼朗, 中潟
崇, 吉原利典, 
石原美彦, 北
田友治, 鄧鵬
宇, 大澤拓也, 
沢田秀司, 町
田修一, 内藤
久士

肺癌に罹患している高齢者のロコモ度について. 
   第5回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 
東京, 2018年11月発表予定

第5回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

東京 2018/11/ 順天堂大学 H30

41 沢田秀司, 尾
崎隼朗, 棗寿
喜, 鄧鵬宇, 吉
原利典, 大澤
拓也, 中潟崇, 
石原美彦, 北
田友治, 町田
修一, 内藤久
士.

中高齢者の30秒椅子立ち上がりテスト中におけ
るパフォーマンスの特徴

第5回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

東京 2018/11/ 順天堂大学 H30

42 尾崎隼朗, 沢
田秀司, 棗寿
喜, 鄧鹏宇, 大
澤拓也, 吉原
利典, 町田修
一, 内藤久士.

監視下と非監視下を組み合わせた軽負荷レジス
タンストレーニングが中高齢者の筋サイズ・筋力
と身体機能に及ぼす影響. 

第6回日本介護予防・健康づくり
学会大会

東京 2018/11/17 順天堂大学 H30

43 尾崎隼朗，沢
田秀司，鄧鹏
宇，棗寿喜，
吉原利典，大
澤拓也，町田
修一，内藤久
士

軽負荷レジスタンストレーニングによる中高齢者
のロコモ改善効果に性差はあるか

第26回日本健康体力栄養学会
大会

東京 2019/3/ 順天堂大学 H30

44 鄧鵬宇，尾崎
隼朗，沢田秀
司，棗寿喜，
吉原利典，大
澤拓也，町田
修一，内藤久
士.

ロコモティブシンドローム（ロコモ）予防・改善を
狙いとする運動教室に参加した高齢者における
1年後の身体機能および歩行機能の特徴

第26回日本健康体力栄養学会
大会

東京 2019/3/ 順天堂大学 H30

45 棗寿喜，尾崎
隼朗，沢田秀
司，鄧鹏宇，
吉原利典，大
澤拓也，町田
修一，内藤久
士

ロコモティブシンドロームと判定された高齢者で
は大腿前面と腹部の筋サイズが低下している

第26回日本健康体力栄養学会
大会

東京 2019/3/ 順天堂大学 H30

46 沢田秀司，尾
崎隼朗，棗寿
喜，鄧鹏宇，
吉原利典，中
潟崇，大澤拓
也，石原美
彦，北田友
治，町田修
一，内藤久士

30秒椅子立ち上がりテストは経時的な歩行能力
変化の評価においても有用である

第26回日本健康体力栄養学会
大会

東京 2019/3/ 順天堂大学 H30

47 森 海里, 旭 浩
平, 中山 雅人, 
西浦 敬信

周波数変調キャリアを用いたパラメトリックス
ピーカの時間変動追従型周波数ピーク雑音低
減

日本音響学会2020年春季研究
発表会

埼玉大学 2020/3/17 立命館大学 R1

48 藤井 敏弘, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

骨導パラメトリックスピーカにおけるFM変調波の
位相制御に基づく復調音圧の改善

日本音響学会2020年春季研究
発表会

埼玉大学 2020/3/17 立命館大学 R1

49 下方 誠, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカのための逐次音線追跡法
に基づく復調音の可視化

日本音響学会2020年春季研究
発表会

埼玉大学 2020/3/17 立命館大学 R1

50 耿 毓庭, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカを用いたミッシングファンダ
メンタルに基づく音楽再生音の強調

日本音響学会2020年春季研究
発表会

埼玉大学 2020/3/17 立命館大学 R1

51 森 海里, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカの周波数ピーク雑音抑圧
における変調パラメタの最適化

日本音響学会2019年秋季研究
発表会

立命館大学 2019/9/4 立命館大学 R1

52 佐山 史織, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

パラメトリックスピーカにおける振幅変調波のア
レー制御に基づく復調波共鳴点制御

日本音響学会2019年秋季研究
発表会

立命館大学 2019/9/4 立命館大学 R1
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53 耿 毓庭, 中山 
雅人, 西浦 敬
信

パラメトリックスピーカの高調波歪みを利用した
ミッシングファンダメンタルに基づく音圧改善

日本音響学会2019年秋季研究
発表会

立命館大学 2019/9/4 立命館大学 R1

54 藤井 敏弘, 中
山 雅人, 西浦 
敬信

骨導超音波を用いた復調音受聴に適した変調
方式の検討

日本音響学会2019年秋季研究
発表会

立命館大学 2019/9/4 立命館大学 R1

55 小松陽子 衣服型電極を使用したイヌの心拍計測 日本消費科学会年次大会 奈良 2019/6/29 東洋紡（株） R1

56 小松陽子 Measurement of Dog's Heart Rate using Dog 
Wear with Electrodes.

快適性とスマートテキスタイル国
際シンポジウム2019

奈良 2019/9/6 東洋紡（株） R1

57 Wonyoung 
Jeong

Development of Smart Fitness Wear Embedded 
with Surface Electromyography Electrodes and 
Validity Evaluation of Muscle Activity 
Measurements

快適性とスマートテキスタイル国
際シンポジウム2019

奈良 2019/9/6 韓国KITECH R1

58 Mai Shinohara, 
Takuya 
Toyoshi, 
Naruhiro 
Shiozawa

Fatigue Reduction in Jumping Motion using 
Kinesio Taping

IEEE EMBC 2019 Berlin, Germany 2019/7/25 立命館大学 R1

59 Hirotaka 
Matsumoto, 
Shima Okada, 
Naruhiro 
Shiozawa, 
Masaaki 
Makikawa

Sleep Stage Prediction Model by using 
Electrocardiogram Measured by Smart Wear in 
Field Test

IEEE EMBC 2019 Berlin, Germany 2019/7/26 立命館大学 R1

60 Takuya 
Toyoshi, 
Naruhiro 
Shiozawa

Characteristic Evaluation of Flexible Film 
Material for a Wearable Device by Ima

IEEE EMBC 2019 Berlin, Germany 2019/7/26 立命館大学 R1

61 Minori 
Nakatani, 
Keisuke 
Yamamoto, 
Daisuke Goto, 
Takuya 
Toyoshi, 
Chinami Taki, 
Naruhiro 
Shiozawa

Development of Swimwear-Type Electrode for 
Electrocardiogram Measurement under the 
Water

IEEE EMBC 2019 Berlin, Germany 2019/7/26 立命館大学 R1

62 米田真悟、中
島亮、永井宏
和、今井晋二

リバース型人工肩関節全置換術におけるBIOの
短期臨床成績比較

第46回日本肩関節学会 長野市 2019/10/25 滋賀医大学 R1

63 谷津智史, 船
越智子, 滝沢
晶子, Jaewon 
Lee, 永田喜三
郎, 相垣敏郎, 
町田修一, 石
神昭人. 

ビタミンCの欠乏は骨格筋の萎縮と運動機能の
低下を引き起こす

日本基礎老化学会第42回大会 仙台 2019/6/6-8 順天堂大学 R1

64 川西範明, 町
田修一

加齢に伴うマウス骨格筋のDNAメチル化の変動 日本基礎老化学会第42回大会 仙台 2019/6/6-8 順天堂大学 R1

65 谷津智史, 船
越智子, 滝野
有花, 町田修
一, 石神昭人.

骨格筋再生に及ぼすビタミンC不足の影響 日本筋学会第5回学術集会 東京 2019/8/2-3 順天堂大学 R1

66 中野大輝, 洪
永豊, 町田修
一

筋萎縮に伴うミトコンドリア分裂の経時的な変化 日本筋学会第5回学術集会 東京 2019/8/2-3 順天堂大学 R1

67 黒坂裕香, 田
中智美, 越智
千里, 町田修
一

低栄養血液マーカは男子スポーツ選手の体組
成変化を説明するか?

日本スポーツ栄養学会第6回大
会

東京 2019/8/25 順天堂大学 R1

68 田中智美, 黒
坂裕香, 越智
千里, 小治健
太郎, 町田修
一

男子大学スポーツ選手の内臓脂肪面積と血液
性状との関係

日本スポーツ栄養学会第6回大
会

東京 2019/8/25 順天堂大学 R1

69 支磊, 棗寿喜, 
町田修一, 内
藤久士

異なる膝関節角度における膝伸展および屈曲筋
群の筋力発揮特性

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1
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70 洪永豊, 中野
大輝, 石道峰
典, 張碩文, 町
田修一

運動トレーニングによる筋肥大が骨格筋アクア
ポリンの発現特性に及ぼす影響

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1

71 黒坂裕香, 湊
久美子, 山内
秀樹, 町田修
一, 内藤久士.

過食性脂肪肝ラットの食事制限により低下した
肝脂肪酸結合タンパク質発現は運動により改善
される. 

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1

72 小野寺由美子, 
北濃成樹, 中
村有里, 朽木
勤, 町田修一

座位行動・身体活動時間の置き換えと中高齢者
の気分との横断的関連：isotemporal 
substitution モデルを用いた検討

第74回日本体力医学会 つくば 2019/9/19-
21

順天堂大学 R1

73 財部芳崇, 沢
田秀司, 宮﨑
祐, 大野佳南
子, 桑田勇人, 
佐藤信紘, 町
田修一, 内藤
久士

80代を中心とする高齢者での身体機能改善に
は週2回以上のレジスタンス運動の継続が重要
である

第6回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

新潟 2019/11/9-
10

順天堂大学 R1

74 23. 宮﨑祐, 財
部芳崇 , 沢田
秀司, 大野佳
南子, 桑田勇
人, 佐藤信紘, 
町田修一, 内
藤久士

自⽴型有料⽼人ホームにおける80〜90代で運
動教室への参加により身体機能の改善がみと
められた事例報告

第6回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

新潟 2019/11/9-
10

順天堂大学 R1

75 宮本成生，塩
澤成弘

「鍼感が循環器系及び自律神経系に与える影響
について」

日本生体医工学会　第59回 生
体医工学会大会

岡山（オンライン） 2020/5/25 立命館大学 R2

76 後藤大輔，宮
本成生，瀧千
波，豊吉巧
也，塩澤成弘

インピーダンス計測による衣類型呼吸モニタリン
グデバイスの開発

第59回日本生体医工学会 オンライン（岡山） 2020/5/26 立命館大学 R2

77 宮本成生 得気の再現性に関する基礎的探究 -刺入深度
と鍼感覚に着目して-

全日本鍼灸学会　第69回 公益
財団法人 全日本鍼灸学会学術
大会 京都大会

京都 2020/5/30 立命館大学 R2

78 宮本成生，塩
澤成弘

「鍼による得気が生理学的指標に及ぼす影響 -
心電図および筋電図を用いた基礎的探究- 」：
ポスター発表

日本東洋医学会
第71回 日本東洋医学会学術大
会

仙台 2020/6/12 立命館大学 R2

79 後藤大輔 生体電位と生体インピーダンスの同時計測可能
なスマートウェアの開発

第3回COI学術交流会 オンライン（仙台） 2020/7/2 立命館大学 R2

80 大竹諒、岡田
志麻

顔のRGB画像を用いた自律神経の活動評価 第3回COI学術交流会 オンライン 2020/7/3 立命館大学 R2

81 安藤厚生、児
玉成人、竹村
宜記、今井晋
二

右腸腰筋横紋筋肉腫に対する腸腰筋ならびに
大腿神経合併切除症例の術後歩行能力につい
て

第５３回日本整形外科学会骨・軟
部腫瘍学術集会

オンライン 2020/9/11 滋賀医大学 R2

82 後藤大輔，宮
本成生，豊吉
巧也，塩澤成
弘，

生体インピーダンスによる呼吸計測に適した印
加電流周波数の探索

生体医工学会シンポジウム2020 オンライン（青森） 2020/9/18 立命館大学 R2

83 宮本成生，後
藤大輔，塩澤
成弘

加速度センサを用いた小学生の縄跳び運動の
評価

生体医工学会シンポジウム2020 オンライン（青森） 2020/9/18 立命館大学 R2

84 宮本成生，後
藤大輔，塩澤
成弘

「加速度センサを用いた小学生の縄跳び運動の
評価」

生体医工学シンポジウム2020, 
④生体医工学会

オンライン 2020/9/18 立命館大学 R2

85 Goto D, 
Toyoshi T, 
Manno M, 
Okada S, 
Shiozawa N,

Development of a Wearable Device for 
Simultaneous Monitoring of ECG and Thoracic 
Impedance, Including Respiratory Information. 

BIOSTEC 2021. 51 Online Streaming 
(Portugal)

2021/2/12 立命館大学 R2

86 久保村尚樹, 
Denielsen 
Paulus, 大井
翔, 松村耕平, 
野間春生

歩行速度に合わせた速度を提示するアクティブ
トレッドミルの開発

インタラクション2021 オンライン開催 2021/3/10 立命館大学 R2
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87 小川 牧葉, 待
田 航太朗, 大
井 翔, 松村 耕
平, 柳田 康幸, 
野間 春生

クラスタデジタル方式空気砲の時間制御による
速度向上

インタラクション2021 オンライン開催 2021/3/10 立命館大学 R2

88 Yuting Geng, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

Evaluation on Parametric Array Loudspeaker 
with Virtual Bass Enhancer Utilized Harmonic 
Distortions

ICSV27 Online 2021/7/11 立命館大学 R3

89 Haonan Wang, 
Toshihiro Fujii, 
Masato 
Nakayama and 
Takanobu 
Nishiura

A Wearable Parametric Array Loudspeaker 
Demodulating inside Head

ICSV27 Online 2021/7/11 立命館大学 R3

90 Tianyi Wang Development of a Music Interactive Online 
Fitness System for Shoulder Press Exercise: 
Latest Update for Biosignal Art

2021 IEEE 10th Global 
Conference on Consumer 
Electronics (GCCE) (IEEE GCCE 
2021) 

Kyoto, Japan 2021/10/12 立命館大学 R3

91 大野 佳南子, 
沢田 秀司, 宮
﨑 祐, 桑田 勇
人, 吉原 利典, 
鄧 鵬宇, 佐藤 
信紘, 涌井 佐
和子, 内藤 久
士, 町田 修一

自立型高齢者住宅の入居者におけるロコモ度と
認知機能の関連性

第8回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

千里ライフサイエ
ンスセンター

2021/11/6-
7

順天堂大学 R3

92 劉 振岳，沢田 
秀司，吉原 利
典，鄧 鵬宇，
町田 修一，内
藤 久士

自体重レジスタンストレーニングを用いたオンラ
イン運動教室が中高齢者の下肢の身体機能に
及ぼす影響

第9回日本介護予防・健康づくり
学会大会

Online 2022/3/5-6 順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑫-3　発表（招待講演）

No 発表者 タイトル 学会名等 場所 年月日
発表機関

（参画機関のみ）
備考

（課題番号等）
年度

1 岡部周平,善本
哲夫

空間シェアリング技術の社会実装に向けた実証
実験

映像情報メディア学会2014年次
大会

大阪大学 2014/9/1 立命館大学 H26

2 Machida S. The Role of Dietary Protein in the Sarcopenia 
of Aging

ILSI Southeast Asia's seminar Thailand, May 2017. 順天堂大学 H29

3 町田修一 サルコペニア予防のための運動プログラムに骨
格筋の性差は考慮されるべきか？.

第72回日本体力医学会大会シン
ポジウム

松山 2017/9/16 順天堂大学 H29

4 町田修一  サルコペニアを細胞生物学的に理解するヒント 
－筋線維と筋サテライト細胞に着目して－.

第4回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

京都 2017/10/14 順天堂大学 H29

5 町田修一 ロコモ改善を目的とした自立型有料老人ホーム
での取組の実践報告.

第18回日本早期認知症学会学
術大会

東京 2017/10/14 順天堂大学 H29

6 野間 春生 運動誘導のためのICTの活用”みんなで一緒に
ながはま健康ウォーク”

第3回デジタルヘルスシンポジウ
ム

京都 2018/1/19 立命館大学 H29

7 権 義哲 東洋紡の衣服型ウェアラブルデバイスの電極お
よびセンサ用フィルム状導電性素材

Fiber Technology and Industry
（繊維技術と産業）

韓国 2018/8/31 東洋紡(株) H30

8 権 義哲 生体情報計測ウェアに適した機能性素材
「COCOMI®」とその活用事例

電子ペーパーとフレキシブル技
術の新展開

千代田区 2018/9/28 東洋紡(株) H30

9 権 義哲 ウェアラブル生体情報測定用素材「COCOMI®」 ウェアラブルデバイスにける配線
技術

新宿区 2018/10/18 東洋紡(株) H30

10 権 義哲 Toyobo's flexible conductive materials for　
physiological information measuring clothing

ISPO ACADEMY 韓国 2018/10/5 東洋紡(株) H30

11 森本　翔太 伸縮性に優れたフィルム状導電性素材を用いた
生体情報計測ウェア

プラスチック成形加工学会　第39
回講演会　「人間感覚計測とモノ
づくり」

大阪 2018/10/31 東洋紡(株) H30

12 権 義哲 Toyobo's Comfort Evaluation Technology & 
Flexible Conductive Material for Wearable 
Technology

Fibro Symposium 2019 京都 2019/2/16 東洋紡(株) H30

13 西浦敬信 空間シェアリング　～音で空間を分割/共有～ 近江金石会 大津プリンスホテ
ル

2019/2/6 立命館大学 H30

14 多賀祐喜 ショウガ根茎由来酵素で作製したコラーゲントリ
ペプチドからのヒドロキシプロリン含有環状ジペ
プチドの生成

第54回機能性食品用ペプチド研
究会

2018/9/1 ニッピ H30

15 沢田秀司 健康寿命延伸に向けた運動プログラムの開発と
社会実装

第26回日本健康体力栄養学会
大会シンポジウム

東京 2019/3/1 順天堂大学 H30

16 町田修一 
 

高齢者を対象としたレジスタンストレーニングの
効果を規定する要因とその分子機序

日本スポーツ栄養学会第５回大
会

京都  2018/7 順天堂大学 H30

17 町田修一 「寝たきりゼロ」を目指したロコモ予防運動プログ
ラム

第64回日本宇宙航空環境医学
会大会

千葉 2018/11/1 順天堂大学 H30

18 Shuichi 
Machida

Sex difference in sarcopenia: mechanisms and 
interventions

9th Federation of the Asian and 
Oceanian Physiological Societies 
Congress,

神戸 2019/3/29 順天堂大学 H30

19 町田修一 筋力アップで延ばす健康寿命 ～持続可能な活
力ある社会構築を目指して～

第53回日本成人病（生活習慣
病）学会学術集会

東京 2019/1/1 順天堂大学 H30

20 清水祐輔 衣服型ウェアラブルデバイスの開発と応用展開 第68回高分子学会年次大会 大阪 2019/5/29 東洋紡（株） R1

21 清水祐輔 Toyobo‘s Flexible Conductive Material for 
Wearable Technology

PREVIEW IN SEOUL 2019 韓国 2019/8/28 東洋紡（株） R1

22 権 義哲  Flexible Conductive Material “COCOMI®” for 
Biological Information Measuring Clothing

快適性とスマートテキスタイル国
際シンポジウム2019

奈良 2019/9/6 東洋紡（株） R1

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）
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23 清水祐輔 フィルム状導電素材を用いたスマートウェア 令和元年度ウェアラブルデバイ
ス研究会セミナー

新潟 2019/12/5 東洋紡（株） R1

24 権 義哲 Toyobo‘s Flexible Conductive Material for 
Wearable Technology

2019 Wearable Smart Device 
International Standard Forum

韓国 2019/4/26 東洋紡（株） R1

25 Wonyoung 
Jeong

Development of Smart Fitness Wear Embedded 
with Surface Electromyography Electrodes and 
Validity Evaluation of Muscle Activity 
Measurements

快適性とスマートテキスタイル国
際シンポジウム2019

奈良 2019/9/6 韓国KITECH R1

26 中田 章夫 衣服型ウェアラブルデバイスの紹介と生体情報
を利用した健康増進への取り組み

名古屋大学予防早期医療創成セ
ンター　第9回ワークショップ

名古屋 2020/1/31 ユニオンツール
（株）・東洋紡（株）

R1

27 塩澤成弘 事業概要と社会実装を目指した衣類型生体信
号計測デバイスに関する取り組み紹介

文部科学省私立大学研究ブラン
ディング事業 早稲田大学・立命
館大学・東京電機大学合同シン
ポジウム

慶應義塾大学 日
吉キャンパス

2019/9/14 立命館大学 R1

28 今井晋二 肩挙上困難の診断と治療　－スポーツ障害から
リハビリテーションまで－

第42回関節疾患懇話会 徳島市 2019/7/6 滋賀医科大学 R1

29 今井晋二 骨折後続発症としての肩挙上困難 第33回整形外科アップデートセミ
ナー

東京 2019/7/13 滋賀医科大学 R1

30 今井晋二 骨粗鬆症性上腕骨近位部骨折の診断と治療　
－リバース人工肩関節の可能性－

福井県整形外科医会講演会 福井市 2019/7/27 滋賀医科大学 R1

31 今井晋二 肩関節挙上困難の診断と治療 第29回西播磨整形外科医会学
術集会

姫路市 2019/8/31 滋賀医科大学 R1

32 今井晋二 関節リウマチと変形性肩関節症の病態と治療 第25回茨城リウマチ つくば市 2019/11/2 滋賀医科大学 R1

33 町田修一 第154回老年学・老年医学公開
講座

東京 2019/6/ 順天堂大学 R1

34 町田修一 サルコペニアにおける性差： メカニズムと運動介
入の効果

第38回日本臨床運動療法学会 新潟 2019/9/6 順天堂大学 R1

35 町田修一 一般財団法人日本食生活協会 
令和元年度食生活改善推進員
リーダー北陸・東海・近畿ブロック
研修会

京都 2019/10/ 順天堂大学 R1

36 町田修一 サルコペニアに伴う骨格筋内脂肪蓄積のメカニ
ズム

第6回日本サルコペニア・フレイ
ル学会大会

新潟 2019/11/10 順天堂大学 R1

37 町田修一 一般財団法人日本食生活協会 
令和元年度食生活改善推進員
リーダー中国・四国ブロック研修
会

広島 2019/12/ 順天堂大学 R1

38 今井晋二 肩関節痛のメカニズムと保存治療 第４８回日本関節病学会 オンライン 2020/10/31 滋賀医大 R2

39 今井晋二 上腕骨近位端骨折の診断と治療　－新リバース
人工肩関節使用基準の可能性－

OrthoSurgery Webセミナー in 富
山

オンライン 2020/12/3 滋賀医大 R2

40 今井晋二 肩関節周囲の解剖－鏡視下Latarjet手術とリ
バース人工関節のrevision手術に必要な解剖－

第１２回日本関節鏡・膝・スポー
ツ整形外科学会

神戸市 2020/12/17 滋賀医大 R2

41 王天一、岡田
志麻

Withコロナ時代にオンラインフィットネスシステム
の開発と検証

第１８８回医療情報システム研究
会

オンライン 2021/2/6 立命館大学 R2

42 西浦敬信 心地良さと快適さを追求する音響イノベーション 日本スポーツマネジメント学会第
13 回 大会特別講演

龍谷大学 2021/3/6 立命館大学 R2

43 今井晋二 上腕骨近位部骨折の新しい治療方針　－リバー
ス人工肩関節置換術の可能性－

Pain Management Forum WEB 
Seminar

オンライン 2021/3/8 滋賀医大 R2

44 今井晋二 骨粗鬆症性上腕骨近位部骨折の診断と治療　
－リバース人工肩関節の可能性－

第４７回昭整会大学支部総会、
昭整会合同総会

オンライン 2021/3/13 滋賀医大 R2

45 岡田志麻、王
天一、町田修
一、沢田秀
司、小川類

BiosignalArtの取り組み 第１１回日本腎臓リハビリテー
ション学会学術集会

オンライン 2021/3/20 立命館大学、順天
堂大学、東京芸術
大学

R2

46 今井晋二 一般診療で知っておくべき肩挙上困難の診断と
治療

第94回日本整形外科学会学術
総会

オンライン 2021/5/23 滋賀医科大学 R3
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47 今井晋二 肩偽性麻痺に対する手術療法の術式とリハビリ
テーション治療

第58回日本リハビリテーション医
学会学術集会

オンライン 2021/6/11 滋賀医科大学 R3

48 今井晋二 肩偽性麻痺に対する手術とリハビリテーション 第66回神戸大学整形外科同門
会　開講記念講演会

オンライン 2021/6/12 滋賀医科大学 R3

49 今井晋二 肩関節脱臼後障害と鏡視下ラタルジェ手術 第７回秋田県関節鏡・膝・スポー
ツ整形外科研究会

オンライン 2021/8/28 滋賀医科大学 R3

50 今井晋二 肩関節脱臼後障害とその治療 第１回博多肩関節研究会 オンライン 2021/9/14 滋賀医科大学 R3

51 前田 郷司 衣服型ウェアラブルデバイス（E-Textiles）の開
発と応用、フレキシブルエレクトロニクスを取り巻
く国際標準化

エレクトロニクス実装学会　ＭＥＳ
２０２１

オンライン 2021/9/22 東洋紡(株) R3

52 Shuji Sawada 
and Shuichi 
Machida

 Development and social implementation of an 
exercise program to prevent locomotive 
syndrome and sarcopenia in a super-aged 
society.

2021 International Conference 
on Future Healthcare and 
Economic Development

 Tainan 2021/9/23-
29

順天堂大学 R3

53 町田　修一 性差を考慮したサルコペニア予防対策：メカニズ
ムの解明と運動介入の現状と課題

第32回日本老年学会総会シンポ
ジウム

オンライン 2021/6/11-
13

順天堂大学 R3

54 猪俣武範 モバイルヘルスアプリで収集したビッグデータの
多階層横断的解析によるドライアイの多様性と
不均一性の解明

第38回眼腫瘍学会 オンライン 2021/9/5 順天堂大学 R3

55 猪俣武範 Society5.0時代の医療: モバイルヘルスを用いた
P4 Medicineの実現

第41回上越臨床眼科フォーラム オンライン 2021/7/30 順天堂大学 R3

56 Inomata T New medical big data for P4 Medicine: 
Crowdsourced research using mobile health

200th Ophthalmology seminars, 
Basir Eye Research Institute, 
Tehran, Iran.

オンライン 2021/7/11 順天堂大学 R3

57 猪俣武範 データ駆動型多階層横断的研究による眼疾患
に対するP4医療の実現

宮城先進医療研究会 オンライン 2021/6/21 順天堂大学 R3

58 猪俣武範 Society5.0時代の医療: モバイルヘルスを用いた
P4 Medicineの実現

静岡県東部眼科フォーラム オンライン 2021/5/27 順天堂大学 R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑫-4　発表（その他）

No 発表者 タイトル 学会名等 場所 年月日
発表機関

（参画機関のみ）

備考
（形式、課題番号

等）
年度

1 Kawanishi N, 
Naito H, 
Shuichi 
Machida S. .  , 
, 2015年5月

Role Of Toll-like Receptor 4 In Cast 
Immobilization-induced Muscle Atrophy

The American College of Sports 
Medicine 62th Annual Meeting

San Diego, USA 2015/5/ H27

2 Ozaki H, 
Natsume T, 
Abe T, 
Machida S, 
Naito H. 

Effect of neuromuscular electrical stimulation 
with blood flow restriction on muscle size and 
strength

The American College of Sports 
Medicine 62th Annual Meeting

San Diego, USA 2015/5/ H27

3 Kitada T, 
Kawai S, 
Nakamura A, 
Sakuma K, 
Machida S, 
Naito H. 

Lower Limb and Respiratory Muscle 
Oxygenation During 800-m Running

The American College of Sports 
Medicine 62th Annual Meeting

San Diego, USA 2015/5/ H27

4 Itaka T, 
Agemizu K, 
Aruga S, 
Machida S. 
Association 
between the 
IGF2/ACE 
genotype 
combination 
and judo 
status. 20th 
annual 
Congress of 
the European 
College of 
Sports 
Science, 
Malmo, 2015年
6月

Association between the IGF2/ACE genotype 
combination and judo status

20th annual Congress of the 
European College of Sports 
Science

Malmo, Sweden 2015/6/ H27

5 Yao N, Itaka T, 
Nishimura K, 
Koakutsu A, 
Hasegawa N, 
Machida S, 
Kimura H. 

The relationship between exercise of intensity 
and blood lactate concentration in running 
fitness with contact and without contact

20th annual Congress of the 
European College of Sports 
Science

Malmo, Sweden 2015/6/ H27

6 Pengyu D, 
Naito H. 

Longitudinal change in physical activity of 
children in Hunan, China

20th annual Congress of the 
European College of Sports 
Science

Malmo, Sweden 2015/6/ H27

7 Ishihara　Y, 
Naito H, 
Sakamoto A, 
Ozaki H, 
Yoshimura M.

Relationship between aerobic fitness and match 
activity profiles of Japanese young soccer 
referees

20th annual Congress of the 
European College of Sports 
Science

Malmo, Sweden 2015/6/ H27

8 Pengyu D, 
Ishihara Y, 
Naito H. . , , 
2015年9月

Physical activity of children and adolescents in 
medium city in China

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

9 Shouwen Z, 
Naito H. 

Changes in the physical fitness of Taiwanese 
school children in Japan: A cross-sectional 
study

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

10 Kakigi R, 
Watanabe M, 
Naito H, Iesaki 
T, Okada T. 

A bout of acute exercise attenuates cardiac 
dys-function after ischemia/ reperfusion in 
isolated rat heart

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

11 Suzuki K, 
Naito H, 
Govindasamy 
BALASEKARA
N, Jong Kook 
SONG, Yiing 
Mei LIOU, 
Dajiang LU, 
Bee Koon 
POH, Kallaya 
KIJBOONCHO
O, Stanley 
Sai-chuen 
HUI. 

Japanese adolescents are the most physically 
fit and active in East and Southeast Asia

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）
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12 Naito H, Fuku 
N, Zenpo H, 
Miyamoto-
Mikami E, 
Kikuchi N, 
Murakami H, 
Miyachi M. 

Polymorphism in the CNTF receptor gene is 
associated with elite Japanese endurance 
athlete status: a case-control study

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

13 Tsuzuki T, 
Yoshihara T, 
Ichinoseki-
Sekine N, 
Takamine Y, 
Kakigi R, 
Kobayashi H, 
Naito H. 

Effects of exercise before development of type 
2 diabetes on glucose and lipid metabolism 
remain partly following exercise cessation in 
OLETF rats

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

14 Sakamoto A, 
Naito H, Chow 
CM. 

Hyperventilation-induced respiratory alkalosis 
increases the number of repetitions able to be 
performed during resistance training

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

15 Takamine Y, 
Yoshihara T, 
Ichinoseki-
Sekine N, 
Naito H. 

Effects of treadmill running on bone density and 
strength in young mice

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

16 Itaka T, 
Agemizu K, 
Aruga S, 
Machida S. 

Association between the combination of 
ACTN3, ACE, IGF2 gene polymorphisms and 
judo status

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

17 Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Machida S, 
Naito H. 

The effect of the combination of increased 
physical activity with walking with blood flow 
restriction on leg muscle thickness and walking 
performance in older adults

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

18 Nakagata T, 
Ozaki H, 
Machida S, 
Ishibashi M, 
Naito H. 

The effects of exercise training combined 
increase physical activity with walking with 
blood flow restriction on locomotive syndrome 
risk test parameters in the elderly adults

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

19 Kitada T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

Effect of exercise intervention on locomotive 
syndrome in Japanese elderly

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

20 Ishihara Y, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Machida S, 
Naito H. 

Relationship between locomotive syndrome risk 
test parameters and physical activities in 
elderly people

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

21 Yoshihara T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Natsume T, 
Machida S, 
Naito H.

 Assessment of a University-Based Exercise 
Program for Locomotive and Metabolic 
Syndrome in the elderly people

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

22 Natsume T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Machida S, 
Naito H. 

Acute changes in blood lactate concentration, 
muscle thickness and strength after walking 
with blood flow restriction in older adults

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

23 Kimura Y, 
Kohsaka M, 
Machida S, 
Yanagiya T. 

The relationship between toe grip strength and 
physical fitness in elementary school children

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

24 Kawanishi N, 
Machida S. 

Role of pathogen sensor on inactivity-induced 
muscle atrophy

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27

25 Machida S. Aging skeletal muscle is associated with 
increased adipognesis and impaired inflammation

The 2nd Congress, International 
Academy of Sportology

Tokyo, Japan 2015/9/ H27
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26 Ozaki H, 
Nakagata T, 
Machida S, 
Naito H.

Effect of a combination of increased physical 
activity and walking with blood flow restriction 
on locomotive syndrome risk test scores in 
older adults

The 20th Shizuoka Forum on 
Health and Longevity

Shizuoka, Japan 2015/10/ (Poster 
Presentation 
Award)

H27

27 Kitada T, 
Ozaki H, 
Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Ishihara Y, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Machida S, 
Naito H. 

Effects of 6-month exercise intervention 
program on locomotive syndrome risk test 
scores in Japanese elderly

The 20th Shizuoka Forum on 
Health and Longevity

Shizuoka, Japan 2015/10/ (Poster 
Presentation 
Award)

H27

28 Ozaki H, 
Kitada T, 
Machida S, 
Naito H, 
Katamoto S

Cycling inhibits age-related decreases in 
muscle thickness of the lower extremities and 
maximum oxygen uptake

2015 ASICS Sports Medicine 
Australia Conference

Gold Coast, 
Australia

2015/10/ H27

29 Suzuki K, 
Naito H, 
Stanley Sai-
chuen Hui, 
Govindasamy 
Balasekaran, 
Jong Kook 
Song, Yiing 
Mei Liou, 
Dajiang Lu, 
Bee Koon Poh, 
Kallaya 
Kijboonchoo. 

School Sports Club Promotion Reduces 
Physically Unfit and Inactive Adolescents: The 
Asia-fit Study

2015 ASICS Sports Medicine 
Australia Conference

Gold Coast, 
Australia

2015/10/ H27

30 Sakamoto A, 
Naito H, Chow 
CM.

Hyperventilation-induced respiratory alkalosis 
increases the number of repetitions to be able 
to perform during resistance training

2015 ASICS Sports Medicine 
Australia Conference

Gold Coast, 
Australia

2015/10/ H27

31 Ozaki H, Ozaki 
M, Machida S, 
Naito H. 

The changes of muscle and subcutaneous fat 
thicknesses in an infant for a year after birth

International Symposium on 
Children and Adolescents: 
Fitness Levels and Active 
Lifestyles

Chiba, Japan 2015/11/ H27

32 Funakoshi T, 
Otsuka Y, 
Izomo T, 
Shibata H, 
Machida S. 

Quercetin inhibits the adipogenesis of muscle 
satellite cells

The 6th International 
Conference on Food Factors

Seoul, Republic 
of Korea

2015/11/ H27

33 張碩文, 吉原
利典, 高嶺由
梨, 町田修一, 
内藤久士.

不同時間點實施運動對於肌肉萎縮後恢復期的
自體吞噬(Autophagy)的影響、【日本語訳】筋萎
縮からの回復期における運動実施のタイミング
の違いがオートファジー関連タンパク質に及ぼす
影響

 2015年體育運動學術團體聯合
年會暨學術研討會、【日本語訳】
2015体育運動学術団体連合年
会・学会

台湾 2015/12/ H27

34 濱田千江子 クラウドを用いた腹膜透析患者への在宅管理支
援

第25回東京PD研究会 慶応義塾大学信
濃町キャンパス、
東京

2015/5/9 H27

35 濱田千江子, 
上松 智子, 発
田 陽子,中田 
純一郎,野原 
奈緒、山田 
芳、狩野 俊
樹、毎熊 政
行、青木 竜
弥、富野 康日
己

クラウドを用いた腹膜透析患者への在宅管理支
援

第60回日本透析医学会学術総
会

パシフィコ横浜、
神奈川

2015/06/26
－6/28

H27

36 内藤久士 特別講演「温熱負荷と骨格筋」 第80回日本温泉気候物理医学
会総会・学術集会.

長野県 2015/6/ H27

37 柿木亮, 吉原
利典, 尾崎隼
朗, 関根紀子, 
内藤久士

筋収縮様式がヒト骨格筋のタンパク質合成関連
シグナル伝達に及ぼす影響

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

38 尾崎隼朗, 棗
寿喜, 柿木亮, 
小林裕幸, 町
田修一, 内藤
久士. . 第23回
日本運動生理
学会大会, 東
京, 2015年7月

サイクリング運動の強度の違いが細胞内シグナ
ル伝達経路の活性化に及ぼす影響

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

39 張碩文, 吉原
利典, 高嶺由
梨, 町田修一, 
内藤久士. 

概日リズムによるラット骨格筋における細胞内シ
グナル伝達の変化

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27
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40 野﨑理沙, 川
西範明, 吉原
利典, 内藤久
士, 町田修一. 

繰り返し温熱負荷による骨格筋萎縮抑制効果に
は筋線維特異性が認められる

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

41 吉原利典, 柿
木亮, 関根紀
子, 高嶺由梨, 
棗寿喜, 張碩
文, 杉浦崇夫, 
町田修一, 内
藤久士. 

若年期の運動経験はマウス腓腹筋におけるアセ
チル化ヒストンH3発現を亢進させる

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

42 棗寿喜, 尾崎
隼朗, 吉原利
典, 柿木亮, 町
田修一, 内藤
久士. 

ヒト骨格筋に対する筋電気刺激が筋肥大に関わ
る細胞内シグナル伝達経路に及ぼす影響

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

43 亀岡舞, 尾崎
隼朗, 内藤久
士, 町田修一

月経周期の違いがレジスタンス運動後のコルチ
ゾール分泌応答に及ぼす影響

第23回日本運動生理学会大会 東京 2015/7/ H27

44 上水研一朗, 
位髙駿夫, 有
賀誠司, 町田
修一

柔道選手の筋力のトレーナビリティとACTN3遺
伝子多型の関連性について

日本武道学会大会第48回大会 東京 2015/9/ H27

45 古市真也, 北
田友治, 町田
修一, 内藤久
士

酸素摂取動態がスプリントエコノミーに及ぼす影
響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

46 野﨑理沙, 高
木香奈, 内藤
久士, 町田修
一

生薬の黄耆が廃用性筋萎縮に及ぼす影響 第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

47 川西範明, 野
﨑理沙, 内藤
久士, 町田修
一

ギプス固定誘導性の筋萎縮におけるTLR4の役
割

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

48 中潟崇, 町田
修一, 濱田千
江子, 石島旨
章, 平澤恵理, 
石橋雅義, 内
藤久士

日本人勤労者のロコモ予備軍の実態調査 -新
基準に基づいて

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

49 北田友治, 町
田修一, 内藤
久士

筋線維組成が最大走運動中の筋酸素化に及ぼ
す影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

50 亀岡舞, 尾崎
隼朗, 内藤久
士, 町田修一

月経周期および卵巣ホルモン濃度がレジスタン
ス運動後の骨格筋タンパク質分解に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

51 尾崎隼朗, 棗
喜寿, 小林裕
幸, 町田修一, 
内藤久士

サイクリング運動の強度の違いがレジスタンス
運動後のシグナル伝達経路の活性化に及ぼす
影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

52 都築孝允, 吉
原利典, 関根
紀子, 柿木亮, 
小林裕幸, 町
田修一, 内藤
久士

運動時の体温上昇の有無が2型糖尿病ラットの
骨格筋における糖代謝シグナル伝達系に与える
影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

53 張碩文, 吉原
利典, 高嶺由
梨, 町田修一, 
内藤久士

筋萎縮からの回復期における運動実施のタイミ
ングの違いが細胞内シグナル伝達に及ぼす影
響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

54 大野佳南子, 
尾崎隼朗, 亀
岡舞, 今井由
佳, 内藤久士, 
町田修一

月経周期の違いが膝伸展運動時の仕事量と筋
持久力に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

55 棗寿喜, 尾崎
隼朗, 吉原利
典, 柿木亮, 小
林裕幸, 町田
修一, 内藤久
士

筋電気刺激がヒト骨格筋におけるオートファジー
に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27
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56 柿木亮, 吉原
利典, 棗寿喜, 
関根紀子, 小
林裕幸, 町田
修一, 内藤久
士

タンパク質摂取がヒト骨格筋mTORシグナル伝
達に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

57 位髙駿夫, 上
水研一朗, 有
賀誠司, 町田
修一

柔道競技力を規定する候補遺伝子の探索-
CNTF、CNTFR、IL15Ra遺伝子の検討

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

58 小野寺由美子, 
朽木勤, 加藤
由華, 北川瑛
梨子, 町田修
一

仰臥位軽体操が不眠有訴者の感情・ストレス反
応に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

59 トウホウウ, 石
原美彦, 柳谷
登志雄, 内藤
久士

日本と中国の中規模都市における児童の身体
活動実態に関する研究

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

60 石原美彦, トウ
ホウウ, 井口
祐貴, 島嵜佑, 
吉村雅文, 内
藤久士

運動教室に参加する児童の身体活動量 第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

61 坂本彰宏, 内
藤久士

ハイパーベンチレーションはレジスタンス運動の
最大レップ数増加に有効

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

62 石田真大, 内
藤守,  内藤久
士, 杉山康司

アンチクッション付きポールがノルディックウォー
キング時の運動強度に与える影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

63 吉原利典, 柿
木亮,都築孝
允，張碩文, 棗
寿喜, 杉浦崇
夫, 内藤久士

若年期の運動習慣がラットヒラメ筋におけるヒス
トン修飾に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

64 中村智洋, 柿
木亮, 関根紀
子, 小林裕幸, 
佐久間和彦, 
内藤久士

男性短距離走者の骨格筋におけるACTN3タン
パク質発現量

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

65 高嶺由梨, 吉
原利典, 都築
孝允, 関根紀
子, 内藤久士

強制運動または高脂肪食摂取が成長期マウス
の発育状態に及ぼす影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

66 杉山康司, 白
井友加里, 祝
原豊, 朝倉徹, 
富田寿人, 辻
川比呂斗, 内
藤久士

スポーツ活動種目別にみた小、中学生の体力水
準の現状と課題

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

67 芝口翼, 杉浦
崇夫, 吉原利
典, 内藤久士, 
後藤勝正, 大
平充宣, 吉岡
利忠

筋損傷後の異なる温度刺激の組み合わせが再
生過程における筋衛星細胞の動態に及ぼす影
響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

68 杉浦崇夫, 芝
口翼, 吉原利
典, 内藤久士, 
後藤勝正, 吉
岡利忠

筋損傷後のアイシングと温熱刺激の組み合わせ
が回復過程におけるミオシン重鎖分子種に及ぼ
す影響

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

69 宇田宗弘, 川
崎広明, 飯泉
恭一, 重永綾
子, 馬場猛, 内
藤久士, 吉岡
利忠, 山倉文
幸

骨格筋で新たに見出された分子量の異なるα-
アクチンの細胞内局在の検討

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

70 駒野悠太, 三
浦裕, 藤原大
介, 内藤久士, 
中潟崇, 島田
和典, 代田浩
之

ウイルス感染防御機能を制御するプラズマサイ
トイド樹状細胞に及ぼす運動の影響

第26回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

神戸、兵庫 2015/11/ H27
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71 膳法浩史、福
典之、西田裕
一郎、桧垣靖
樹、内藤久
士、原めぐみ、
田中恵太郎

ミトコンドリア由来ペプチドMOTS-ｃアミノ酸置換
（K14Q)を生じさせるm.1382A>C多型と2型糖尿
病との関連

第15回日本ミトコンドリア学会年
会

福井 2015/11/19 H27

72 尾崎隼朗, 北
田友治, 棗寿
喜, 安部孝, 内
藤久士, 形本
靜夫

サイクリング運動は加齢による筋サイズと最大
酸素摂取量の低下を抑制する

第28回日本トレーニング科学会
大会

鹿児島 2015/11/ H27

73 位髙駿夫, 井
上康生, 宮崎
誠司, 町田修
一, 上水研一
朗

計量日と試合日の柔道選手の体水分均衡の特
徴

第26回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

神戸、兵庫 2015/11/ H27

74 尾崎隼朗, 亀
岡舞, 大野佳
南子, 今井由
佳, 町田修一, 
内藤久士

若年女性におけるスクワットジャンプ中の動作ス
ピード及びジャンプ高に月経周期のフェーズの
違いが与える影響

NSCAジャパンカンファレンス
2015

東京 2015/12/ H27

75 石島旨章, 中
潟崇,　町田修
一, 内藤久士, 
濱田千江子, 
石橋雅義, 平
澤恵理, 金子
晴香, 金子和
夫

ロコモ予備軍の日常生活活動度指標におけるリ
スク因子

第88回日本整形外科学会学術
総会

神戸、兵庫 2015/5/ H27

76 金子晴香, 石
島旨章, 石橋
雅義, 定月亮, 
羽田晋之介, 
劉立足, 木下
真由子, 
Anwarjan 
Yusup, 高澤祐
治, 池田浩, 金
子和夫

変形性膝関節症術前後の歩行解析を可能とし
た新規小型歩行解析装置の開発

第88回日本整形外科学会学術
総会

神戸、兵庫 2015/5/ H27

77 石島旨章 ロコモ原因疾患としての変形性膝関節症：臨床
症状と病態の連関

第28回日本臨床整形外科学会 山口 2015/7/ H27

78 石島旨章 ロコモティブシンドローム –概念から臨床判断値
設定まで

第70回日本体力医学会 和歌山 2015/9/ H27

79 多賀祐喜、金
子晴香、石島
旨章、平澤恵
理、田中啓
友、水野一
乗、楠畑雅、
服部俊治

「安定同位体標識コラーゲン加水分解物を用い
た血液、尿中コラーゲン由来成分の高精度定量
分析」

第47回日本結合組織学会学術
集会

ニッピ H27

80 多賀祐喜、楠
畑雅、後藤希
代子、服部俊
治

「発達期における腱I型コラーゲンでの3-
hydroxyprolineの顕著な増加」

第38回日本分子生物学会年会・
第88回日本生化学会大会 合同
大会

ニッピ H27

81 田中孝英PL、
伊坂忠夫RL

若き研究者へのエール 第３回COI学術交流会 オンライン 2020/07/02
-03

立命館大学 トークセッション
登壇

R2

82 茜灯里 ポストCOIの若手のキャリアパスについて 第６回COI２０２１会議 立命館大学 2022/3（予
定）

COI全18拠点 パネルディスカッ
ション

R3
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COIプログラム　終了報告書　別紙2　活動実績一覧

拠点名：

⑬　受賞

No 受賞名 主催（表彰団体名） 受賞者氏名 受賞者所属機関 受賞年月日 URL 備考 年度

1 ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト
2016　
グランプリ（経済産業省）

経済産業省 H27

2 第22回日本健康体力栄養学会 日本健康体力栄養学会  1.中潟崇, 町田 
修一, 濱田千江
子, 石島旨章, 平
澤恵理, 石橋雅
義, 内藤久士. 優
秀賞受賞

順天堂大学 2015 日本人勤労者を対象と
したロコモティブシンド
ロームの実態調査

H27

3  The 20th Shizuoka Forum on Health and 
Longevity：Poster Presentation Award

 The 20th Shizuoka Forum on 
Health and Longevity

 2.Ozaki H, 
Nakagata T, 
Machida S, Naito 
H

順天堂大学 2015/10  Effect of a 
combination of 
increased physical 
activity and walking 
with blood flow 
restriction on 
locomotive syndrome 
risk test scores in 
older adults.

H27

4 The 20th Shizuoka Forum on Health and 
Longevity：Poster Presentation Award

The 20th Shizuoka Forum on 
Health and Longevity

 3.Kitada T, Ozaki 
H, Nakagata T, 
Ishibashi M, 
Ishihara Y, 
Yoshihara T, 
Natsume T, 
Machida S, Naito 
H

順天堂大学 2015/10 H27

5 第28回回路とシステムワークショップ 電子情報通信学会 小森慎也 立命館大学 2016 H28

6 平成27年度信号処理若手奨励賞 電子情報通信学会 小辺亮介 立命館大学 2016 H28

7 Excellent Award IEEE Kansai Section 大上 佳範 立命館大学 2016 H28

8 奨励賞 日本音響学会関西支部 有吉輝 立命館大学 2016 H28

9 支部長賞　学生会奨励賞 電子情報通信学会関西支部 大上 佳範 立命館大学 2016 H28

10 2016年度学生奨励賞 情報処理学会　ヒューマンコン
ピュータインタラクション研究会

若尾あすか 立命館大学 2016 H28

11 ヒューマンインタデースシンポジウム2016　
優秀プレゼンテーション賞

ヒューマンインタフェース学会 伊賀尚美 立命館大学 2016 H28

12 繊研合織賞　ニューフロンティア賞：「ホー
スコール」

繊研新聞 東洋紡㈱、㈱Anicall 2016 H28

13 功労賞 日本組織結合学会 服部俊治 ㈱ニッピ 2016 H28

14 大高賞 日本組織結合学会 多賀祐喜 ㈱ニッピ 2016 H28

15 日本音響学会第16回（2017年秋季研究発
表会）学生優秀発表賞

日本音響学会 有吉輝 立命館大学 2018.3 H29

16 電子情報通信学会関西支部長賞 第23回
学生会奨励賞

電子情報通信学会関西支部 藤井 敏弘 立命館大学 2018.3 H29

17 電子情報通信学会関西支部長賞 第23回
学生会奨励賞

電子情報通信学会関西支部 中津 龍星 立命館大学 2018.3 H29

18 日本音響学会関西支部奨励賞 日本音響学会関西支部 大上 佳範 立命館大学 2017.12 H29

19 Challenge Award from IEEE Kansai 
Section Student Activities Committee

IEEE関西支部 大塚美咲 立命館大学 2017.10 H29

20 Challenge Award from IEEE Kansai 
Section Student Activities Committee

IEEE関西支部 有吉輝 立命館大学 2017.10 H29

21 日本音響学会第15回（2017年春季研究発
表会）学生優秀発表賞

日本音響学会 若林 佑幸 立命館大学 2017.9 H29

22 平成28年電気関係学会関西連合大会 奨
励賞

電気学会関西支部 水野 智之 立命館大学 2017.4 H29

23 平成28年電気関係学会関西連合大会 奨
励賞

電気学会関西支部 小森慎也 立命館大学 2017.4 H29

24 最優秀賞 第24回日本健康体力栄養学会 吉原利典 順天堂大学 2017/3/11 H29

25 Best Poster Award 第3回国際スポートロジー学会 石原美彦 順天堂大学 2017/10/14 H29

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

⑬受賞   53/54



（別紙２）

26 優秀賞 第25回日本健康体力栄養学会 沢田秀司 順天堂大学 2018/3/3 H29

27 日立製作所基礎研究センタ賞 COI2021会議 岡田　志麻 立命館大学 2017/7/9 H29

28 日本音響学会第18回学生優秀発表賞 日本音響学会 森 海里 立命館大学 2019.3 H30

29 電子情報通信学会関西支部学生会支部
長賞（奨励賞）

電子情報通信学会関西支部 佐山 史織 立命館大学 2019.3 H30

30 電子情報通信学会関西支部学生会支部
長賞（奨励賞）

電子情報通信学会関西支部 鈴木 大夢 立命館大学 2019.3 H30

31 日本音響学会関西支部最優秀奨励賞 日本音響学会関西支部 進藤 広暉 立命館大学 2018.12 H30

32 日本音響学会関西支部奨励賞 日本音響学会関西支部 王 浩南 立命館大学 2018.12 H30

33 Best Presentation Award from IEEE 
Kansai Section Student Activities 
Committee

IEEE Kansai Section Haonan Wang 立命館大学 2018.11 H30

34 Excellent Award from IEEE Kansai 
Section Student Activities Committee

IEEE Kansai Section Toshihiro Fujii 立命館大学 2018.11 H30

35 Excellent Award from IEEE Kansai 
Section Student Activities Committee

IEEE Kansai Section Koichi Terano 立命館大学 2018.11 H30

36 Distinguished Speaker from WESPAC 
2018

Wespac Endo Shunsuke 立命館大学 2018.11 H30

37 Distinguished Speaker from WESPAC 
2018

Wespac Yutao Zhang 立命館大学 2018.11 H30

38 優秀賞 第26回日本健康体力栄養学会 鄧鵬宇 2019.3 H30

39 日本音響学会第19回学生優秀発表賞 日本音響学会 藤井 敏弘 立命館大学 2019/9/5 テーマ３ R1

40 日本音響学会第19回学生優秀発表賞 日本音響学会 大上 佳範 立命館大学 2019/9/5 テーマ３ R1

41 Excellent Award IEEE Kansai Section Student 
Activities Committee

Shiori Sayama 立命館大学 2019/10/11 テーマ３ R1

42 日本音響学会関西支部優秀奨励賞 日本音響学会関西支部 佐山 史織 立命館大学 2019/11/30 テーマ３ R1

43 日本音響学会関西支部最優秀奨励賞 日本音響学会関西支部 鄭　凱歌 立命館大学 2019/11/30 テーマ３ R1

44 日本音響学会第19回学生優秀発表賞 日本音響学会 耿 毓庭 立命館大学 2020/3/17 テーマ３ R1

45 JOS best paper award 日本整形外科学会 吉村祐輔 順天堂大学 2019/12/19 JOS best paper award R1

46 令和元年電気関係学会関西連合大会 奨
励賞

電気学会関西支部 吉田 敦史 立命館大学 2020/04/17 R2

47 令和元年電気関係学会関西連合大会 奨
励賞

電気学会関西支部 吉岡 真呂理 立命館大学 2020/04/17 R2

48 優秀ポスター賞 第3回COI学術交流会 大竹諒、岡田志
麻

立命館大学 2020/7/3 R2

49 日本音響学会関西支部優秀奨励賞 日本音響学会関西支部 島田 波音 立命館大学 2020/12/5 R2

50 学生論文特集秀逸論文 電子情報通信学会論文誌D 旭 浩平, 森 海
里, 中山 雅人, 
西浦 敬信

立命館大学 2021/4/1 https://search.ieice.org/bin/open_
access_paper.php?journal=JD&lang
=J

R3

51 第8回日本サルコペニア・フレイル学会大
会 優秀演題

第8回日本サルコペニア・フレ
イル学会

沢田秀司 順天堂大学 2021/11 R3

52 計測自動制御学会ライフエンジニアリング
部門学生奨励賞

計測自動制御学会 後藤大輔 立命館大学 2021/9/5 https://www.sice.or.jp/org/le-
symposium/2021/

R3

53 Sliver Prize IEEE GCCE2021 Excellent 
Demo!Award

2021 IEEE 10th Global 
Conference on Consumer 
Electronics (GCCE) (IEEE 
GCCE 2021)

Tianyi Wang, 
Masamitsu 
Kamon, Shima 
Okada, Yurie 
Kondo, Naruhiro 
Shiozawa, 
Masaaki 
Makikawa 

Ritsumeikan 
University

2021/10/14 R3

54 最優秀発表賞受賞 第29回日本健康体力栄養学会
大会

沢田 秀司，鄧 鵬
宇，吉原 利典，
木村 憲，佐藤 信
紘，町田 修一，
内藤 久士

順天堂大学 2022/2/22 R3

55 2020年度近藤記念医学財団学術奨励賞 一般財団法人 近藤記念医学
財団

猪俣武範 順天堂大学 2021/1 R3

⑬受賞   54/54



COIプログラム　終了報告書　別紙3　参画機関一覧

拠点名：

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

1 立命館大学 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

2 順天堂大学 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

3 滋賀医科大学 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

4 東海大学 － － － － － － － － ★

5 オムロンヘルスケア株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 東洋紡株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

7 パナソニック株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 大和ハウス工業株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 HOS株式会社 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 株式会社ウェルネスメディカル研究所 － － － － － ● ● ● ●

11 株式会社ニッピ. ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 株式会社東急不動産 － － ● ● ● ● ● ● ●

13 株式会社デンケン － － － － － － － ● ●

14 近畿大学 ★ ★ ★ ★ ★ － － － －

15 大阪産業大学 － － － － － ★ － － －

16 株式会社日立製作所 ● ● ● ● ● ● － － －

17 大日本印刷株式会社 － － ● ● － － － － －

18 花王株式会社 － － ● ● ● ● ● ー －

19 東郷町施設サービス株式会社 － － － － ● ● ● ● －

20 JAXA ● ● － － － － － － －

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

No. 機関名

参画形態
　　★　　　　　：受託機関として参画
　　●　　　　　：受託機関ではないが、研究開発実施場所として参画
　　○　　　　　：上記以外で参画
　　－　　　　　：参画なし
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COIプログラム　終了報告書　別紙5　研究開発テーマと個別研究開発課題の関係一覧

拠点名：

番号 テーマ名 番号 課題名 実施機関

①-1 スマートウェア事業化 立命館大学、東洋紡

①-2 スマートウェア機能検証モデルの開発 立命館大学、東洋紡

①-3
スマートウェア機能検証モデルの開発、製品化に向けた機能向上、製品アプリ
ケーション開発

立命館大学、東洋紡、HOS、オムロンヘルスケア

①-4 スマートウェア技術の事業化 立命館大学、東洋紡、HOS、オムロンヘルスケア

①-5 運動誘導システム事業化 立命館大学

①-6 将来のCOI拠点を見据えた社会実装／研究開発体制の見直し／強化 立命館大学

①-7
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学

①-8 運動誘導／継続システムのマーケット調査・実装・実証実験 立命館大学

①-9
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学、ウェルネスメディカル研究所

②-1 空間シェアリング事業化 立命館大学、パナソニック、大和ハウス工業

②-2 スマートウェア機能検証のための空間シェアリング技術開発 立命館大学、パナソニック、大和ハウス工業

②-3 空間シェアリング技術開発
立命館大学、パナソニック、大和ハウス工業、デンケ
ン

②-4 空間シェアリング技術の事業化
立命館大学、パナソニック、大和ハウス工業、デンケ
ン

②-5 運動誘導システム事業化 立命館大学

②-6 将来のCOI拠点を見据えた社会実装／研究開発体制の見直し／強化 立命館大学

②-7
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学

②-8 運動誘導／継続システムのマーケット調査・実装・実証実験 立命館大学

②-9
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学、ウェルネスメディカル研究所

4.1

4.2

V1　『運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点』（中核：立命館大学）

終了報告書中の研究開発テーマ 包含する研究開発課題

スマートウェア技術による運動誘導継続

空間シェアリング技術による運動誘導継続

別紙5　1/2ページ



③-1 バイタルデータアート化システムによる運動誘導の事業化 立命館大学、順天堂大学、オムロンヘルスケア

③-2 バイオシグナルアート（旧バイタルデータアート化）技術の事業化 立命館大学、順天堂大学、オムロンヘルスケア

③-3 運動誘導システム事業化 立命館大学

③-4 将来のCOI拠点を見据えた社会実装／研究開発体制の見直し／強化 立命館大学

③-5
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学

③-6 運動誘導／継続システムのマーケット調査・実装・実証実験 立命館大学

③-7
社会実装／研究開発体制の確立・強化、運動誘導／継続システムのマーケッ
ト調査・実装・実証実験

立命館大学、ウェルネスメディカル研究所

④-1 COI拠点成果の医学的実装推進
順天堂大学、立命館大学、東洋紡、HOS、パナソニッ
ク、大和ハウス工業、オムロンヘルスケア

④-2 COI拠点成果の医療施設展開推進
順天堂大学、立命館大学、東洋紡、HOS、パナソニッ
ク、大和ハウス工業、オムロンヘルスケア

④-3 ロコモ発症予防事業 順天堂大学、日立製作所、花王、HOS、ニッピ

④-4 ロコモ（発症・進展）予防プログラム・技術開発 順天堂大学、日立製作所、花王、HOS、ニッピ

④-5 ロコモ進展予防事業 順天堂大学、日立製作所、花王、HOS、ニッピ

④-6 ロコモ予防－動き続けるシニア世代社会の実現
順天堂大学、日立製作所、東急不動産、東郷町施設
サービ

 バイオシグナルアート技術による運動誘導継続

拠点技術の医療施設展開推進とロコモ予防4.4

4.3

別紙5　2/2ページ
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用語集 

 

用語 説明 

スマートウェア 本拠点で独自に研究開発を行った生体情報を取得する下着様ウェ

アのこと。着るだけで心電図、呼吸、発汗、体温、関節角度の５つ

の項目を測定することができる。新規性は独自開発の導電ペースト

にある。水で濡らさなくても通電するため、不快に感じることなく

気軽に着用できる。また伸縮性にも優れており、身体の動きに合わ

せて電極が伸縮し着心地を損なわない。 

 

空間シェアリング 物理的な仕切りを使わずに、指向性のある超音波スピーカーの音

を用いて空間を分け同一空間を複数の人（グループ）でシェアしよ

うという新しい試み。それぞれ異なる目的、嗜好を持った人々が、

同じ空間で異なるアクティビティを実施しながらもお互いの存在・

活動を認知できる。用途範囲は広く、オフィス、学校、病院、商業

施設、家庭など様々な場面で活用されることが期待できる。 

 

超音波スピーカー パラメトリックスピーカー。超音波をつかうことで鋭い指向性を

持たせることができる音響システム。音は一定方向に直進するた

め、限られた範囲にいる人に選択的に音を届けることができる。 

 

ボイスピックアップマ

イクロホン技術 

喉集権の筋肉や皮膚の振動からつぶやき程度の声を拾い、AI で声

を拡張復元する技術。騒音下でも大声を出す必要が無くマスクを着

用したまま使用できるため、飛沫拡散を防止する。 

 

バイオシグナルアート  立命館大学、順天堂大学、東京藝術大学の研究者らによる技術×

スポーツ科学×芸術による研究プロジェクト。2017-2018 年 COI 若手

連携研究ファンドに端を発し（当時は「バイタルデータアート化シ

ステム」と呼ばれていた。）、運動時の筋電や心拍、身体の部位の

加速度、骨格情報等の生体情報を評価し、視覚的、聴覚的な芸術表

現でフィードバックする技術に基づく。 

アルゴリズム 問題を解くための数学的計算手順。算法ともいう。具体的には、

プログラミング言語を使って、問題の解決手順を記述したものを、

コンピューターのプログラムと呼ぶ。それを実行すると、有限時間

内に解が得られるものが正しいアルゴリズムである。 

 

ロコモ ロコモティブシンドロームの略。和名は運動器症候群。筋肉、

骨、関節、軟骨、椎間板などの運動器障害により移動機能が低下し

た状態のこと。ロコモになる可能性がある対象者は、ロコモ予備軍

と呼ばれる。ロコモが進行すると、要介護や寝たきりになるリスク

が高まる。 

 

ゲーミフィケーション  ゲームデザイン要素やゲームの原則をゲーム以外の物事に応用す

ることを。一般に、ユーザーエンゲージメントや組織の生産性、フ

ロー、学習、クラウドソーシング、従業員の採用および評価、使い

やすさなどを向上させるのに用いられる。 
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立命館大学スポーツ健

康コモンズ 

立命館大学びわこ・くさつキャンパス（BKC）の体育施設（体育

館、プールを含む）。学生や教職員だけでなく一般の使用も可能。

本拠点では、この施設に超音波スピーカーと動作解析カメラを導入

し、社会実装実験の場として利用している。HOS㈱が施設管理を担当

し、スマートウェアフィットネスの事業実証実験も実施している。 

 

Kruskal-Wallis 検定 サンプルが同じ分布に由来するかどうかを検定するためのノンパ

ラメトリック法。サンプルサイズが等しいか異なる 2つ以上の独立

したサンプルを比較するために使用される。 

 

バイオマーカー 人の身体の状態を客観的に測定し評価するための指標で、観察、診

断、治療に用いられる。非常に多様で分類の仕方も様々であるが、生

化学検査、血液検査、腫瘍(しゅよう)マーカーといった臨床検査値、

CT や MRI、PET などの画像診断データのほか、広い意味に捉えた場合

には体温や脈拍など日常の診察に使われるバイタルサインまでも含

む。 

 

 



センター･オブ･イノベーション（ＣＯＩ）プログラム
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参考資料：アウトリーチ活動集
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3/12 アクティブ・フォー・オール拠点シンポジウム 4
2/24 COI成果体験展示 4
2/1 サイエンスライティング講座（実践編）をzoom で配信 5
12/7 広報誌「Active」第7号、総集編発刊 5
11/13 草津市連携健幸都市づくりイベント出展 6
11/4 レイカディア大学連携イベント「ACTIVE５健幸体操講座・身体計測」開催 7
10/24 草津市連携事業ゲーム感覚で体感！食と運動の健幸体験チャレンジ開催 8
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9/18 イオンモール伊丹にてSDGsWeekイベント開催 10
5/6 キラリエ草津にてくさつ健幸ステーション運動体験イベントを開催 11
5/1 サイエンスライティング講座（入門編）を全6回zoom配信 12
2020年度
3/15 BiosignalArt プロモーション映像を作成 13
3/10 伊坂忠夫リサーチリーダーについて日本経済新聞に掲載 14
3/2 コロナ禍の高齢者に運動機能や認知機能の低下防止遠隔デイサービスを実施 15
2/20 滋賀県運動・スポーツ習慣化事業「買い物ウォーキングフェア」出展 16
2/8 東近江市役所「コロナに負けない健康づくり」展示 17
10/30 若手共創支援リーダー茜灯里先生『馬疫』日本ミステリー文学大賞新人賞受賞 18
10/18 滋賀県くすりと健康フェア出展 19
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8/17 スマートウェアの事業化内容に関する広報プロモーション 29
5/1 スポーツとSDGSの啓発イベント「エキスポーツ」の実施 30
2018年度
12/14 玉川小学校の小学生への指向性スピーカ体験イベント 31
12/1 サテライト拠点と中核拠点との協働活動の推進（グランフロント催事ほか） 31
11/10 草津市健幸フェア 32
9/1 文部科学省「情報ひろば」への出展および展示 32
8/30 広報誌「Active」4号の刊行 33
------ アクティブ・フォー・オール拠点広報誌の刷新 33
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2017年度
3/1 ロコモ予防・改善プログラムの提供 35
3/2 愛知県東郷町における空間シェアリング事業化に向けた実証試験 35
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3/4 メディカルジャパンへの出展 36
3/5 PLAZMAへの出展 37
3/6 玉川小学校小学生へのおえかきんでん体験イベント実施 37
3/7 運動誘導のための社会実装イベント 38
3/8 運動誘導のための親子運動イベント実施 38
3/9 成田空港におけるクリスマスイベントでの空間シェアリングの実現 39
3/10 サイエンスアゴラ出展 39
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10/1 挑戦したいを応援する運動フェスティバル開催 41
9/23 草津市健康フェア参加 42
9/23 シルクロード展における空間シェアリングの実現 42
8/31 JSTフェア出展 43
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2021年度

アクティブ・フォー・オール拠点シンポジウム
3/12（土）最終年度を迎えた本拠点の成果報告を行うシンポジウムを立命館

大学大阪いばらきキャンパスとZoomによるハイブリッド形式にて開催しました。
第一部ではプロジェクトリーダーと各テーマリーダー、サテライトリーダーか

ら事業化を目指し産学連携にて研究開発を進めてきた9年間の成果報告を行い、
第二部では、「2060年の活力ある未来に向けて―COIの展望と展開―」と題して
パネルディスカッションを行いました。

COI成果体験展示

2/24（木）本拠点で研究開発を行った運動誘導/継続プログラムを通じて収
集された生体信号などのテータを統合し、音楽表現に変換するシステムを開
発した。このシステムを中心にCOIの成果を体験できる展示場を立命館大学び
わこ・くさつキャンパスに設置した。2月のオープン以降、立命館大学の教職
員をはじめ地域の方々にも体験いただくことでCOIの成果の普及や運動誘導継
続のきっかけとする。
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2021年度

広報誌「Active」第7号、総集編発刊

当拠点で毎年刊行している情報誌「Active」のVol.7を発刊しました。COI最
終年度の今号は『アクティブ・フォー・オール拠点 9年の軌跡』と題して、
これまでの歩みを年表にまとめ、社会実装にフォーカスした内容としました。
また、2022年3月に9年分のActiveをまとめた「Active」総集編を発行。

サイエンスライティング講座（実践編）をzoom で配信

2/1（火）～「伝わる書き方」を科学的に分析することをテーマにzoom
ウェビナーにて日本全国から無料受講可能なサイエンスライティング講座
（実践編）を実施しました。開催は全6回、ナビゲーターに茜灯里、フリーラ
イター・ノンフィクションライター、小説家の4名をゲストに毎回45分の講義
で実施し、講義でゲスト講師が披露した文章術をまとめ、受講者に練習問題
を出題しました。最終日には受講者から寄せられた質問にゲスト講師が答え
ました。

5



草津市連携「健幸都市づくり」イベント出展 

11/13（土）草津市跡地公園de愛ひろばにて草津市が取り組む「健幸都市づく
り」の一環として「みんなの健幸フェア」に出展しました。本イベントは立命
館大学BKCスポーツ健康コモンズとして出展し、
スマートRバイク・ザ・ライドプログラム体験（COIアクティブ・フォー・
オール拠点事業）を来場者にご紹介を進めた。同プログラムを今後も実施いた
だくHOS様により、コオーディネーショントレーニング体験（本学スポーツ
健康科学部上田先生の研究成果）も合わせて実施した。本イベント全体の来場
者数は約500名、当プログラム体験者数は予約満席42名の方に体験いただきま
した。

2021年度
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レイカディア大学連携イベント「ACTIVE５健幸体操講座・身体計測」を
開催しました。 
 
11/4（木）立命館大学BKCキャンパスローム記念館にて地域のシニア大学「レイ
カディア大学」とACTIVE５健幸講座を開催し、その後身体計測を実施。「レイカ
ディア大学」との本取り組みは今回で３回目となり、６０代後半～８０代前半の
方、合わせて１８名の方にご参加いただきました。 
増田先生からはACTIVE５エクササイズのシニアバージョンから、５つの運動要素
をわかりやすくレクチャーいただき、ご自宅でも取り組める椅子を用いたスト
レッチ方法なども紹介いただきました。 
午後からの身体計測では認知機能を測るストループテストや体組成測定など１０
項目ほど実施し、結果を知ることでご自身の健康状態を把握いただきました。 
 
また、コロナ禍の間は、Webアプリ「BiosignarArt」体験コーナーをレイカディア
大学構内に一定期間設置させていただき、コロナ禍でもご自宅で取り組める運動
ツールの一つとしてご紹介させていただきました。  
 

2021年度
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2021年度

草津市連携事業「ゲーム感覚で体感！食と運動の健幸体験チャレン
ジ」開催
草津市は平成28年度から健幸都市づくりに取り組んでおり、その一環
として本拠点との連携イベントをイオンモール草津にて実施しました。
当拠点からはスマートウェア事業にて研究開発された運動プログラム
「スマートRバイク・ザ・ライド」を実施。装着したスマートウェアに
て計測されたデータにより、恐竜から逃げるゲーム性を実現したバイ
クプログラムとなっており、ご家族で楽しみながら運動されている姿
が印象的でした。

3歳～80歳と幅広い世代の方、約200名と多くの方にご参加いただき、
アンケート（109名回答）において『チャレンジされた健幸体験コンテ
ンツは「楽しかった」ですか』の設問に、強くそう思う（６６％）、
そう思う（３２％）と、「楽しかった」と感じた方が９８％で、楽し
い健幸体験プログラムを提供することができました。

当日の様子はケーブルテレビZTV（滋賀）にて放映されました。

8



テキストを入力

2021年度

グランフロントTheLab立命館ブースで音情報処理研究室（西浦研究
室）の展示がスタート

グランフロント大阪内にある「The Labアクティブラボ立命館ブー
ス」において、9月30日より情報理工学部 音情報処理研究室（西浦 敬
信教授）の展示がスタートしました。
西浦教授からのコメント：「糸電話」を糸ではなくレーザー光で実現
しました。紙コップに向かって話すだけで、通信機を使わずに遠くに
いる相手に声を伝えることができます。子供からお年寄りまで楽しん
で頂けると思いますので「糸なし糸電話」の実力をぜひご体感くださ
い。（立命館大学NEWS&TOPICSより引用）
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=2264
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2021年度

9/18(土)イオンモール伊丹にてSDGsWeekイベント開催
当拠点の研究成果より２つの運動コンテンツ【スマートRバイク・ザ・
ライド】【Biosignal Art（ウェブアプリ）】を多くの方に体験し
全国のイオンモールが「SDGsWeek」と題して地域ならではの取り組み
を実施しており、イオンモール伊丹では「気軽に！楽しく！SDGsに触
れる＆取り組める体験イベント」が開催されました。
当拠点からは【スマートRバイク・ザ・ライド】【バイオシグナルアー
ト（ウェブアプリ）】の体験コーナーを設置し、ファミリー層を中心
として多くの方に楽しく運動を体験いただきました。
「子供と一緒にできたのがとても嬉しかった。」
「ちょっときつかったけどまたやりたいです。楽しかったです。」
「これならスポーツをやっていない人でも続けることができると思
う。」など、参加者からたくさんの嬉しい感想を頂きました。
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2021年度

5月6日（木）キラリエ草津（市民総合交流センター）にてくさつ健幸ス
テーションにて運動体験イベントを開催
コロナ禍において立命館大学・順天堂大学・東京藝術大学の３学共同研究
により開発されたWEBアプリ「BiosignalArt」の体験や、スマートウェアを
着用したバイクフィットネス「スマートR・バイク・ザ・ライド」デモ体験
を実施し、場内には音で空間を分けるピンスポットオーディオ：指向性ス
ピーカーを設置し、当拠点から開発された３つの研究テーマを融合した運
動コンテンツの体験イベントとなりました。
「くさつ健幸ステーション」には、草津市の取り組み「健幸都市くさつ」
の実現に向けて、健康測定機器（体組成計・血圧計・握力計）や健康に関
する情報コーナーが設置されました。
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2021年度

サイエンスライティング講座（入門編）を5月より全6回にてzoom 配信
し全国から視聴いただきました。

「伝わる書き方」を科学的に分析することをテーマにzoomウェビナー
にて日本全国から無料受講、開催は全6回、毎回30分の講義＋質疑応答
にて実施されました。またYouTubeでは講義部分のみ見逃し配信を実
施、
受講登録者480名を超え、2022春にて【実践編】を実施予定しており
ます。
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2020年度

BiosignalArt プロモーション映像を作成しました。
立命館大学、順天堂大学、東京藝術大学の３大学にて共同開発した運動
誘導継続ウェブアプリ「Biosignal Art」のプロモーション動画を作成し
ました。「Biosignal Art」Webアプリではスクワットなどの運動・ト
レーニングの結果を点数や音楽表現でフィードバックが可能となり、
動画を拠点HP、SNS、学内インフォメーション施設や、各イベント出
展にて周知を進め、開発に携わった研究者や学生、COIプロジェクト
リーダーのインタビューから、アプリの魅力、研究開発の魅力をお伝え
しました。 https://youtu.be/1rpHUZ9W9iE
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伊坂忠夫リサーチリーダーについて日本経済新聞に掲載（2021年3月10日）
当拠点の伊坂忠夫RL(学校法人立命館副総長・立命館大学副学長)が3月10日

付け日本経済新聞に掲載され、スポーツ科学の特性やCOI拠点での研究の成果
である「楽しみながら知らず知らずのうちに運動できる仕掛け」について考
えを述べた。またKCAA(大学スポーツコンソーシアム関西) の会長を務める伊
坂RLはKCAAでの取り組みを通じたスポーツによる産官地との連携や今後の多
様性を重視した大学の在り方などについて触れ、これからの社会におけるス
ポーツの重要性を訴えた。

日本経済新聞デジタル掲載：
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOIK297X20Z20C21A1000000

2020年度
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2020年度

コロナ禍における高齢者の運動機能や認知機能の低下を防ぐため、遠隔デイ
サービスを実現するシステムの共同研究開始をプレスリリース（2021年3月2
日）

研究開発テーマ4のロコモ予防運動プログラムの開発チームは、コロナ禍に
おいて通所介護サービスの利用が困難な高齢者の運動機能や認知機能の低下
を防ぐ遠隔デイサービスの実現に向け、富士通株式会社と共同研究を2021年3
月2日から開始することをプレスリリースした。これまで、オンラインで心身
の状態を精緻に把握し、運動療法および芸術療法の提供から療法中の見守り
まで幅広い支援を可能にするシステムを開発し、今後は有効性を検証行い、
高齢者が遠隔で適切なサービスを継続的かつ安定的に受けられ、健康で幸福
な生活を送れる環境づくりに貢献することを目指している。

https://www.juntendo.ac.jp/news/20210302-01.html
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2020年度

滋賀県運動・スポーツ習慣化事業「買い物ウォーキングフェア」に出
展しました

2月20日（土）イオンモール草津にて滋賀県運動・スポーツ習慣化促進
事業～スポーツ庁補助事業～「買い物ウォーキングフェア」に出展し
ました。
コロナ禍において立命館大学・順天堂大学・東京藝術大学の３学共同
研究により開発されたWEBアプリ「BiosignalArt」の体験コーナーや
３分間のエクササイズ「ACTIVE5」DVD無償配布、拠点情報誌
「ACTIVE」の配布などをおこないました。
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2020年度

東近江市役所「コロナに負けない健康づくり」展示（2021年2月8日～2月19
日）

滋賀県東近江市福祉総合支援課より依頼があり、同市において健康の重要
性の啓発と健康寿命の延伸を促進するため、同課のロビー待合エリアにおい
て当拠点の取組のパネル展示を行った。また、同スペースのディスプレイで
ロコモティブシンドローム予防のための運動「ACTIVE5」のDVDを放映、当拠
点の発行する季刊誌「ACTIVE vol.6」を配布するなど、コロナに負けない健康
づくりの訴求を行った。
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2020年度

若手共創支援グループリーダーである茜灯里先生の著作『馬疫』が日本ミステリー
文学大賞新人賞を受賞しました。
COIで推進している科学と社会をつなぐ「科学コミュニケーション」を理系ミステリー
小説執筆という形で実践し、著作『馬疫』が日本ミステリー文学大賞新人賞を受
賞。若手研究者育成を目的としてサイエンスライティング講座を2021年春に入門
編を開催し、 2022年春では実践編開催を予定しております。

茜灯里公式サイト（https://akaneakari.com/）より
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2020年度

テレビ東京「トレンドたまご」にてバイオシグナルアートウェブアプリにつ
いて放映（2020年10月6日）

ウェブアプリ「バイオシグナルアート」について、テレビ東京「トレンド
たまご」にて放映された。テレビを視聴する人が多い時間帯の人気番組に取
り上げられたことから、この放映以降ウェブアプリへのアクセス数が増加し
た。

滋賀県くすりと健康フェア出展（2020年10月18日）
例年地域貢献として参加している当イベント（アルプラザ水口で開催）に、

本年は「ずっと健康、今だからできること」をテーマに出展をした。コロナ
禍の本年は運動を啓発するブースを出展し、来場者にロコモティブシンド
ローム予防のための運動「Active 5」のDVDと「くすりと健康」タオルを配布
した。また、ウェブアプリ「バイオシグナルアート」体験コーナーも設置し、
コロナ禍に開発された運動誘導継続アプリ「バイオシグナルアート」のアウ
トリーチも行った。
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2020年度

アクティブ・フォー・オール拠点情報誌「ACTIVE」Vol.6発行（2020年9月14
日）

当拠点で毎年刊行している情報誌「ACTIVE」のVol.6を発行した。COI終了ま
で残り2年となり、また、未曾有のコロナ禍に見舞われた直後の今号は『社会
実装への期待 ～ニューノーマルの新時代～』と題して、ニューノーマル時代
あるいはwith/afterコロナ時代へ向けた社会実装や研究開発にフォーカスした
内容とした。

イノベーションJAPAN2020出展（2020年9月28日～11月30日）
全国の大学等の技術シーズを一堂に集め企業へ紹介し、産学連携の推進、

技術移転のきっかけとなる場を提供することにより、産業活動の活性化を目
指す産学連携マッチングイベント、＜イノベーション・ジャパン＞（オンラ
イン開催）に出展した。例年展示会形式で行われる本イベントもコロナ禍に
よりオンライン開催へと変更されたが、ウェブならではの工夫を凝らし、映
像や画像を多用するなどして集客した。約2か月間の会期中、当拠点へのアク
セス数は1162人であった。学校・教育・研究機関からのアクセスが全体の
35.19 ％と大半を占め、続いて製造業（電気・電子・情報・通信関係）が
16.67 ％であった。
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2020年度

COI参画の学生が本学ウェブサイトに掲載
８月7日中核拠点立命館大学のウェブサイト「＋Rな人 withコロナ」にお

いて、ウェブアプリ「バイオシグナルアート」の開発に携わった理工学研究
科の家門優光さんが取り上げられた。

草津市玉川まちづくり健幸講座開講（2020年7月21日、8月18日））
当COI拠点の中核機関である立命館大学びわこ・草津キャンパスのある滋賀

県草津市の玉川地区において、ウェブアプリ「バイオシグナルアート」およ
びロコモ予防エクササイズ「」を用いた健幸講座を開講した。1日目の7月21
日は対面のみ、2日目の8月18日は対面とオンラインの併用により講座を実施
した。2日間の合計参加者は50代から80代の21名で、「アプリを利用し日頃の
運動不足を少しでも解消したい」、「施設に入居されている、日頃運動不足
の高齢者にレクレーションとして勧めてはどうか」などの評価や意見を得る
ことができた。
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2020年度

順大さくら筋活講座のプレスリリース（2020年7月10日）
研究開発テーマ4のロコモ予防運動プログラムの開発チームは、ロコモ予防

のための『筋活』ができる運動プログラムを開発し、ウェブサイト上で情報
発信を行うとともに、トレーニング映像などの限定コンテンツを閲覧できる
会員の募集を開始したことをプレスリリースした。

https://www.juntendo.ac.jp/news/20200710-01.html
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第3回COI学術交流会（2020年7月2日-3日）
第3回COI学術交流会がオンラインにて開催され、当拠点のリサーチリー

ダーであり、学校法人立命館の副総長である伊坂忠夫先生が、トークセッ
ションにおいて若手研究者に向け講演した。これまでイノベーションを起こ
し時代を切り拓いてきたのは若者であること、また、今後の未来社会を切り
拓く研究者像等について述べ、若手研究者へエールを送った。
本イベントではポスター展示も行われ、立命館大学理工学研究科の大竹諒さ
ん（生体工学研究室、指導教員：岡田志麻准教授）が優秀ポスター賞を受賞
した。発表タイトルは「顔のRGB画像を用いた自立神経系の活動評価」で、
COI若手連携研究ファンドにおいて立命館大学と大阪大学とが連携した研究
「ほぐして眠る：良質な睡眠・緊張回復のための刺激技術の開発～中医学的
刺激法の導入に関する研究」の成果である。大竹さんは顔面のRGB画像の
Green/Blue比の変化を用い、自律神経系活動の評価を行った。この研究では
特許を出願し、また、昨年度のJST新技術説明会において発表を行った。

2020年度
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コロナ禍において「ACTIVE 5」動画DVDを無料配布（2020年4月8
日）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い全国に緊急事態宣言が
発令される中、当COI拠点で開発した子供からシニアまで3世代が楽し
く運動できるプログラム「ACTIVE 5」動画DVDを無料配布した。当初
は50枚の予定であったが、ウェブサイトやSNSを通じた呼びかけに全
国からリクエストがあり、累計約700枚を配布した。

ウェブアプリ「バイオシグナルアート」のプレスリリース（2020年5月20
日）

研究開発テーマ3のバイタルデータアート化システムの開発チームの「自分
たちの研究成果で社会貢献できないか」という強い思いから、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の影響で運動不足に陥っている人々に向け、
ウェブアプリ「バイオシグナルアート」をリリースし、プレスリリースした。
本アプリ開発において、立命館大学はTechnology（運動解析技術開発）、順
天堂大学はSports（運動監修）、東京藝術大学はArt（音楽監修）を担当、そ
れぞれの研究者の強みを生かして、スクワットなどの運動・トレーニングを
点数や音楽表現に変換するシステムを完成させた。

2020年度
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産学官民連携施設での、運動を通じた身体学習プログラムの体験セミナーの
実施（2020年2月14日）

滋賀県草津市の産学官民交流施設「UDCBK」にて、HOS（旧東大阪スタジア
ム）の大橋知佳氏による「コオーディネーション能力について」と題した体
験セミナーを開催した。
コオーディネーション能力とは、与えられた運動課題の状況や運動の方略を、
目や耳などの感覚器官を含めた全身の運動器官で察知した上で、それらを適
切に制御することを担う能力のことである。このコオーディネーションの能
力の育成が、ジュニア期以降のすべての年代における有効な指導内容として
注目を集めているため、レクチャーのあと、親子一緒に参加できる遊び感覚
でのトレーニングを行った。トレーニングの後、立命館大学拠点の山田URA
より、「Active for All拠点」の解説が行われた。
産学官民が連携し「運動」をテーマに、実施者と参加者が一体となって取り
組むことができるスタートアップセミナーとなった。2020年4月以降も、引き
続きオンライン開催など取り入れ、数回に渡る体験型セミナーを実施した。

2019年度



環境総合展示会「エコプロ」への出展（2019年12月5～7日）
東京都 東京ビッグサイトにて開催された、アジアを代表する環境の総合

展示会「エコプロ2019」（以下、エコプロ）に、立命館学園創立120周年事業
の一環で、「SDGsの推進」および学園の「知の見える化」をテーマに大規模
な出展を行った。http://www.ritsumei.ac.jp/research/sdgs/ecopro2019/

立命館大学の展示は、「大学研究者と未来を 探求してみよう」と題した
ワークショップ、「100を超える研究をのぞいてみよう」と題した研究紹介、
「研究にもっと触れてみよう、体験してみよう」と題した特別展示、「20年
後も残したいもの」「20年後に無くなってほしいもの」と題した来場者との
ディスカッション、映像を通じた立命館学園の挑戦の紹介、そして学習とコ
ミュニケーションが生まれる空間設計、以上の6つを主眼に置いていた。
本COI拠点としては、西浦教授の開発物である指向性スピーカーの紹介や、橘
助教の「SDGsクッキング ～おいしくSDGsを学ぼう！～」と題したワーク
ショップを行った。このワークショップは立命館大学・京都大学・東北大
学・天草高校によるもので、ファシリテーターとして「STI for SDGsアワー
ド」受賞者6名に協力を仰ぎ、30分✕2回のワークショップを行った。1回15名、
計30名の参加者を得た。JSTは2020年もエコプロ出展を考えているということ
なので、「学生・若手 共創支援グループ」として協力準備を進めた。

2019年度
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「SPORTEC 2019」におけるスマートウェア及びフィットネスシステムの展示
（2019年11月21～23日）

大阪府のインテックス大阪にて開催された、スポーツ・健康産業の総合展
示会「SPORTEC 2019」において、スマートウェア、およびサイトビジットに
て実演したバイクフィットネスシステムの映像を展示した。（なお，このバ
イクフィットネスシステムについては、今後の知財化を予定しているため、
技術に関わるような箇所は展示しないように留意した。）

本COI拠点のアウトリーチとして活用するとともに、本COI拠点と同
様に動画を用いたフィットネスサービスを想定している企業や、アプリケー
ションから開発している企業について情報収集を行った。あくまで本展示会
のみについての所感であるが、アプリケーションを国外からライセンシング
されているケースが多かった。しかし、顧客意見をスピーディーに製品・
サービスに直結させるには、本COI拠点のような開発体制が有効であるように
思われる。業種によって適切な開発体制は異なると思われるので、この点に
ついて、本イベントのような場を活用して情報収集・精査をおこなった。

2019年度
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COIへの学生巻き込みの取り組み～健康による地域創生～（2019年10月20日）
本COI 立命館大学拠点 茜灯里（橘由里香）助教の取り組みの一環であり、

立命館大学・山形大学によるものである。
2019年10月20日に、健康による滋賀県の地域創生を目的としたイベント

「滋賀のくすりと健康フェア2019」に15人の大学院生が参加し、「ロコモ
チェック」・「ACTIVE 5（COI開発エクササイズ）」・「肩こりストレッチ
（学生開発ストレッチ）」・「バランスチェック（山形大学の開発したゲー
ム）」を行い、150人の参加者を得た。2020年度はコロナ禍であったが、地元
に貢献する健康イベントをパネル展示や運動不足予防にウェブアプリ紹介す
るなど行った。

サイエンスアゴラへの出展～COIへの学生巻き込みの取り組みの紹介～（2019
年11月15～17日）

東京都の「テレコムセンタービル」にて開催された、科学と社会について
の行政・科学者・事業者・メディア・市民の対話を促進することを目的とし
たプラットフォーム「サイエンスアゴラ」において、本COI拠点の茜灯里（橘
由里香）助教の取り組みを紹介した。

今回は立命館大学・北海道大学によるものであり、11月16日に「SDGsクッ
キング ～おいしくSDGsを学ぼう！～」と題したコーナーを設けた。SDGsの
観点から、学生15名がCOIシーズをゲーム形式で紹介したワークショップであ
る。ワークショップ参加者30名、見学者30名を得た。2020年度も「学生・若
手 共創支援グループ」に声をかけて参加者を募り、COI若手連携（共創形成
支援）チームにおいてオンライン出展を行った。

2020年度
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COIへの学生巻き込みの取り組み～食の観点から～（2019年9月22～23日、12
月17日）

2019年9月22日・23日、および12月17日に、北海道岩見沢市にて、町おこ
しに学生を巻き込むことを目的としたワークショップを、「SDGsに貢献する
食と農のワークショップin岩見沢」と題して開催した。

この学生巻き込みの試みは、本COI立命館大学拠点の橘由里香助教が、2019
年度COI若手連携ファンドに「大学生がプロデュースする複数COI拠点による
協働社会実装イベント『COI x SDGs produced by Students』の実現と方法論の構
築」と題して採択されたことに端を発するものである。このテーマは2019年8
月に、JSTのCOI若手活躍促進・支援活動の新体制・再編により、JST構造化
チーム直下の若手組織「学生・若手 共創支援グループ」に発展したことも
あり、後述するイベントを継続的・多発的に行っている。

本ワークショップは、立命館大学・立命館慶祥高校・北海道大学によるも
のであり、6名の高校生が岩見沢市の町おこしビジネスモデルの企画書を書き、
実際に観光協会やエンジェル投資家に見せて得たコメントを元に、再度討論
した。2020年度も同様の企画を行い、対象高校を広げた。

スマートウェアの事業化内容に関する広報プロモーション（2019年8月17日）
京都新聞の朝刊にて、京都新聞と神戸新聞の合同企画「スポ×ビズ新時代

（4）」にて、「スポーツ×テック 着るセンサーで体調管理」と題し、本
COI拠点のスマートウェアを紹介した小学校での実証試験の概要が紹介された。

このようなメディア掲載等のプロモーションは、スマートウェアの学校教
材事業のパートナー企業獲得へと繋がることが期待されるため、今後もこの
ような機会が得られるよう活動していく予定である。

2019年度
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スポーツとSDGSの啓発イベント「エキスポーツ」の実施（2019年5月）
スポーツの観点からSDGsを実現することを目的としたイベント「エキス

ポーツ」を、立命館大学びわこ・くさつキャンパスのスポーツ健康コモンズ
にて開催した。
「運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・
フォー・オール拠点」は、SDGsの3番目のゴール「すべての人に健康と福祉
を」と非常に親和性が高い。これを契機として、立命館大学のSDGs啓発を目
的とする学生団体「SUSTAINABLE WEEK実行委員会」と本イベントを企画する
流れとなった。本COI拠点とSUSTAINABLE WEEK実行委員会が共催する形で、滋
賀県・草津市・草津市教育委員会・関西SDGsプラットフォームに後援してい
ただき、複数の企業にも協賛いただいた。なお、開会式では、西嶋栄治滋賀
県副知事、橋川渉草津市長にご挨拶いただいた。
展示内容としては、「誰一人として取り残さない」というSDGsの誓約をス
ポーツの観点から実現すべく、親子連れ・高齢者・障がい者を対象として、
パラスポーツ体験コーナーや、COIの開発技術（空間シェアリング・バイタル
データのアート化）に関する体験コーナーおよびセミナー、そして順天堂大
学拠点の町田修一教授・沢田秀司博士研究員・学生の皆様による筋肉を維持
するための運動プログラムの体験コーナーを用意した。
当日の参加者は314人にのぼった。54人がアンケートに回答し、「SDGsにつ
いてよくわかったか」という問いについては5点満点中3.6点であったことか
ら、啓発面での工夫は今後必要であると考えられる。しかし「今後も運動を
したくなったか」については4.2点という点数であり、運動誘導・継続を促す
イベントとしては成功を収めることができたと考えている。
その後も、製品・サービスのマーケティングの場として活用することを兼ね
た産学官民交流の場として、このようなアウトリーチイベントを行った。

2019年度



サテライト拠点と中核拠点との協働活動の推進
共催した催事（平成27年12月1日グランフロント大阪「続かなかったあなた

へ」、平成29年10月1日立命館大学「運動フェスティバル」、平成28年12月9
日紀尾井カンファレンス「超スマートになるための健康イノベーション」、
平成29年10月1日「挑戦したいを応援する」運動フェスティバル、平成30年3
月23日のサテライト拠点での若手研究者を主体とした第1回拠点交流セミナー、
平成30年6月8日「人生100年時代を見据えた運動の生活カルチャー化への挑
戦」、平成31年3月25日の第2回拠点交流セミナー）の成果を踏まえ、中核拠
点との合同シンポジウム等を通じて開発技術シーズの社会実装を推進した。
また、平成27年度に順天堂大学サテライト拠点として立ち上げたウェブペー
ジ（URL：http://www.juntendo.ac.jp/coi/）において当事業の最新情報を発信し
た。トライアル拠点での活動が継続的かつ一貫して実施されている様子だけ
でなく、立命館拠点や関連する事業との協働活動や若手研究者の成果も発信
可能なように設計されており、主な活動をトピック記事として随時掲載した。
コホート研究拡充、他COI拠点との連携、社会連携・社会実装の進捗を発信し、
ロコモ予防のポータルサイトを目指した。その一環として、平成28年2月16日
にリリースしたiPhoneアプリ（ロコモニター）および平成30年５月の更新
（ロコモニタ―プラス）を掲載し、全国的かつ幅広い年代でのロコモ対策普
及をねらった。

玉川小学校の小学生への指向性スピーカ体験イベント（中核拠点）（2018年
12月14日）

草津市立玉川小学校の体験型講義「平成30年度立命館大学BKCスペシャル
授業」の一環として、指向性スピーカの紹介、および体験会を行った。
地域連携活動の一環として、教育機関との連携は、その後も継続して行った。

2019年度
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草津市健幸フェア（2018年11月10日）
滋賀県草津市の草津川跡地公園「de愛ひろば」にて、健康を増進すること

を目的とした体験イベント「健幸フェア」が開催され、本COI拠点のブースで
は、スマートウェアと「ACTIVE 5」を紹介するとともに、「ACTIVE 5」を踊っ
ている最中に振り付けを採点できるシステムも展示し、多くの市民に参加し
ていただいた。

文部科学省「情報ひろば」への出展および展示（2018年9月～12月）
文部科学省「情報ひろば」への展示として採択され、平成30年9月-12月の

期間、文部科学省の企画展示室にて、本COI拠点の開発技術（スマートウェ
ア・指向性スピーカー）を展示した。
これに併せて、11月30日（金）には、旧庁舎 1階 ラウンジにて、スマート
ウェア・筋電位を使ったIoT遊具「おえかきんでん」、指向性スピーカ、バイ
タルデータのアート化システムの体験イベントを実施した。

2019年度

32



広報誌「Active」4号の刊行（８月３０日）
本拠点が目指す社会像や技術に関して、一般の人々に分かりやすく伝える

ためのツールとして、拠点が目指す将来像・技術・これまでの取組み・イベ
ント情報などを掲載している拠点広報誌「Active」を発刊しているが、平成30
年度は4号を刊行した。
本研究広報誌は、本拠点が主催する様々な場で配布され、拠点の認知度を上
げるために活用された。

アクティブ・フォー・オール拠点広報誌の刷新
拠点が目指す社会像や技術を一般の人々に分かりやすく伝えるため、拠点

広報誌広報誌を発行しているが、第2フェーズの終了・事業化を遂行していく
にあたり、刷新した。
本拠点が主催する様々な場で配布し、拠点の認知度を上げるために活用を進
めた。

2019年度
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JSTフェア2018への出展（中核拠点－サテライト拠点） （2018年8月29～30
日）

東京都で開催されたJSTフェア2018に出展した。
スマートウェアによる体調管理システムのモデル、指向性スピーカ、ロコモ
予防サプリ、ロコモ予防アプリ「ロコモニタープラス」の展示を行った。
名刺交換を行った企業の中から数社と、打合せを継続し、産学連携を進めた。

2018年度
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ロコモ予防・改善プログラムの提供（サテライト拠点）
ロコモセンシング技術を用いてロコモ予備群を抽出し、ロコモ予防・改善

プログラムを提供し、その効果測定を検証するためのコホートを立ち上げた。
ロコモ度テストの低得点者を抽出し、ロコモ予備群に対する運動プログラム
による介入をH26年10月より開始した。運動プログラムの実施状況について
は、ライフレコーダ装着によって定量的に評価し、対象者にフィードバック
（見える化）した。介入3ヶ月もしくは6ヶ月後に、ロコモ度テストおよび血
液検査を実施し、運動プログラムの介入効果について評価する体制を整えた。
29年度において、27年度までに体系化したコホートで、ロコモ度テストと運
動プログラム（介入）を実施し、個人レベルでの行動変容を検証した。

愛知県東郷町における空間シェアリング事業化に向けた実証試験（中核拠
点）

サテライト拠点の参画企業である東郷町施設サービス株式会社とともに、
運動施設内において、本拠点の開発物である指向性スピーカを用いた空間
シェアリング技術の実現に向けた取り組みを行った。平成29年度前期は、ト
レッドミルに指向性スピーカを組み合わせ、走っている本人にだけ音が聞こ
えるような空間シェアリングを試行した。その結果、スピーカの音量の問題、
およびトレッドミルの上で走る足音の音量が大きく音が聞こえないという課
題を抽出した。この課題を基に、指向性スピーカとモニタを用いて、多方向
に向けてそれぞれ別の運動プログラムを同時に展開できる「サーキットト
レーニングシステム」を発案し、実際に実証試験を行った。結果、各方向に
音が聞こえ、それぞれ別の運動プログラムを実施できることを実証した。

2017年度
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イノベーションストリームKANSAI2018への出展（中核拠点）（2018年2月26
～27日）

大阪府のうめきた２期区域は、関西周辺の研究開発拠点や大学と、産業や
ユーザーが産学連携し、イノベーションが創成されるようなハブ機能の実現
をめざしている。平成30年2月26日-27日には、「イノベーションストリーム
KANSAI 2018 ～うめきた２期から未来へ～」と題したイベントが開催され、中
核拠点である立命館大学では、立命館グローバル・イノベーション研究機構
（R-GIROプログラム）、次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXTプロ
グラム）、女性の活躍推進を実現するダイバーシティと共に、COIに関して、
スマートウェア・空間シェアリング・運動誘導継続に関する技術紹介と、研
究者と各参画企業の実施内容を展示した。

メディカルジャパンへの出展（中核拠点）（2018年2月21～23日）
大阪府にて、医療IT、医療機器・設備、介護・看護製品、地域包括ケア、

先端医療技術に関わる製品・技術・サービスを紹介する医療の総合展「メ
ディカルジャパン大阪2018」に出展した。期間中を通して、スマートウェア
技術を紹介した。
また、空間シェアリング技術、および中核拠点にて空間シェアリングを実施
している施設「スポーツ健康コモンズ」を紹介した。

2017年度
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PLAZMAへの出展（中核拠点）（2018年2月19日）
東京都にて、「社会をデジタルアップデートする」をテーマに掲げたデジ

タルイノベーションイベント「PLAZMA」にて、筋電位をスマートセンシング
ウェアで測定し、音に変換する技術を紹介した。

玉川小学校の小学生へのおえかきんでん体験イベント（中核拠点）（2018年2
月15日）

草津市立玉川小学校の体験型講義「平成29年度立命館大学BKCスペシャル
授業」の一環として、スマートウェアを応用したゲーム技術「おえかきんで
ん」の紹介を行った。地域連携との一環として、教育機関との連携もその後、
促進した。

2017年度
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運動誘導のための親子運動イベント（中核拠点）（2017年12月24日、2018年
1月6～7日）

子供向けの運動プログラムを実施している際に親世代も運動に誘導するた
めのモデルを構築する目的で、空間シェアリングを用いた親子運動イベント
を実施した。

運動誘導のための社会実装イベント（中核拠点）（2018年1月20日）
地域における運動誘導イベントの実装を確立することを目的として、大阪

府茨木市の立命館大学OICに隣接する公園にて、参加費2000円を徴収して運動
イベントを開催した。指向性スピーカで空間シェアリングを行いつつ、フッ
トサルとスポーツホッケーを実施した。結果、18名(子供10名・親8名)が参加
した。

2017年度



成田空港におけるクリスマスイベントでの空間シェアリングの実現（中核拠
点）（2017年12月）

平成29年12月、千葉県成田空港において、㈱博報堂のプロジェクトチーム
「pages」がデザインしたクリスマスイベントにおいて、空間シェアリングを
実現した。株式会社竹尾の作成したクリスマスツリー周辺でのみ効果音が聞
こえるようにすることで、空港内の各種インフォメーションを阻害しない形
でクリスマスイベントを成立させた。この取り組みでは、日本の玄関口であ
る成田空港を演出するための新たな取り組みとなり、その後も協業体制を組
む基盤となった。

サイエンスアゴラへの出展（中核拠点）（2017年11月24～26日）
東京都お台場テレコムセンタービルにて開催されたサイエンスアゴラに出

展した。スマートウェア・おえかきんでんを紹介した。
企業だけではなく一般の参加者にも多くご来訪いただき，おえかきんでんを
体験していただいた。

2017年度
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COI2021（中核拠点）（2017年11月10日）
アクティブ・フォー・オール拠点のURAは、若手連携を目的としたCOI2021

にて司会を務め、円滑な拠点推進体制を支援した。研究リーダー・チーム
リーダーに相当するシニア研究者のリーダーシップのサポート以外にも、研
究開発に貢献する若手人材のフォロアーシップのサポートにも積極的に取り
組んでいる本拠点のURAの視点から、研究拠点の円滑な運営について他大学、
他拠点との意見交換を実施し、最終的には若手連携ファンド申請における重
要なネットワークとして活用することができた。

高齢者福祉施設「本能」での多世代交流イベントの実施（中核拠点）（2017
年11月4日）

京都市の高齢者福祉施設「本能」芝生広場にて、5世代交流イベントを開催
した。今回実施した多世代交流イベントでは、「つらい運動ではなく続けら
れる運動」という新たなニーズに応える事を目的に開発を進めている「振付
エクササイズ」およびACTIVE5を実施した。中核拠点の指向性スピーカを8台
置いた野外空間の中で、各世代が自分のパートを踊り合うことで、1歳児～
102歳までの参加者117名が自然な触れ合いを交えた楽しい相互間交流を実現
した。その後も地域住民を中心にして各々が自分の役割を得ながら継続的に
参加する事で、様々な世代の参加率の向上やQOLの実現を目指した。

2017年度



サテライト拠点と中核拠点との協働活動の推進（中核拠点・サテライト拠
点）

共催した催事（平成27年12月1日グランフロント大阪「続かなかったあなた
へ」、平成29年10月1日立命館大学「運動フェスティバル」、平成28年12月9
日紀尾井カンファレンス「超スマートになるための健康イノベーション」、
平成29年10月1日「挑戦したいを応援する」運動フェスティバル、平成30年3
月23日のサテライト拠点での若手研究者を主体とした拠点交流セミナー）の
成果を踏まえ、中核拠点との合同シンポジウム等を通じて開発技術シーズの
社会実装を推進した。また、平成27年度に順天堂大学サテライト拠点として
立ち上げたウェブページ（URL：http://www.juntendo.ac.jp/coi/）において当事
業の最新情報を発信している。トライアル拠点での活動が継続的かつ一貫し
て実施されている様子だけでなく、立命館拠点や関連する事業との協働活動
も発信可能なように設計されており、主な活動をトピック記事として随時掲
載している。コホート研究拡充、他COI拠点との連携、社会連携・社会実装の
進捗を発信し、ロコモ予防のポータルサイトを目指す。その一環として、平
成28年2月16日にリリースしたiPhoneアプリ（ロコモニター）およびその更新
版（ロコモニタ―プラス）を掲載し、全国的かつ幅広い年代でのロコモ対策
普及をねらった。

「挑戦したいを応援する」運動フェスティバル（運動コミュニティ形成を目
指した社会実装試験）（中核拠点・サテライト拠点）（2017年10月1日）

地域コミュニティにターゲットを置き、立命館大学びわこ・くさつキャン
パス「スポーツ健康コモンズ」を活用して、運動を通じたコミュニティの形
成を促す運動イベントを開催した。約100名の地域の方に参加頂き、空間シェ
アリング技術を活用した運動空間のシェアリングと、スマートウェアを活用
して、バイタルデータを確認しながらピラティスやウォーキングを実施した。
また、サテライト拠点も共同し、ロコモ診断も実施することで診断結果から
の運動誘導を体現した。
本イベントでは、運動だけでなく、産学連携を実施している企業と共に、健
康をテーマにした地域コミュニティの構築を試みた。これにより、地域との
連携がさらに強化され、地域の運動コミュニティ形成の一助となった。
参加者からは、「今後も続けてほしい」、「ロコモティブシンドローム度の
測定は、運動するきっかけになる」などの意見を頂いた。

2017年度
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草津市健康フェア（中核拠点）（2017年9月23日）
滋賀県草津市の草津川跡地公園「de愛ひろば」にて、健康を増進すること

を目的とした体験イベント「健幸フェア」が開催され、本COI拠点のブースで
は、スマートウェア、おえかきんでん、そしてACTIVE5を紹介した。

シルクロード展における空間シェアリングの実現（中核拠点）（2017年9月23
日～10月26日）

東京藝術大学の技術に基づき制作された、文化財の高精細復元・複製作品
を展示するシルクロード特別企画展「素心伝心 クローン文化財 失われた
刻の再生」にて、空間シェアリングを実現した。この本展示は東京藝術大学
との共同で実施したもので、超指向性スピーカをアナウンスだけでなく、美
術展示に活用する新たな試みであった。
釈迦三尊像からだけ念仏が聞こえてくる仕組みを東京藝術大学と共同で作成
した。また、展示会場内では、ラクダの足音を超指向性スピーカで再現した。

2017年度
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広報誌「Active」3号の刊行（中核拠点・サテライト拠点）
本拠点が目指す社会像や技術に関して、一般の人々に分かりやすく伝える

ためのツールとして、拠点が目指す将来像・技術・これまでの取組み・イベ
ント情報などを掲載している拠点広報誌「Active」を発刊しているが、平29年
度は3号を刊行した。本研究広報誌は、本拠点が主催する様々な場で配布され、
拠点の認知度を上げるために活用された。

JSTフェアへの出展（中核拠点・サテライト拠点）（2017年8月31日～9月1
日）

東京都で開催されたJSTフェアに出展した。本イベントでは、約100名の企
業との名刺交換を行った。その中から数社と打ち合わせを進め、産学連携を
進めた。

写真 写真
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竜王アウトレットにおける運動誘導・継続システム「てくピコ」の実施（中
核拠点）（2017年8月26～27日）

滋賀県の竜王アウトレットにて、親の買い物についてくる子供が楽しめる
ように、宝探しができるウォーキングSNSシステム「てくピコ」を実施した。
これにより、楽しむ中で知らず知らず運動してしまっている状況を創造した。

2017年度
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サマーアートジャパン2017におけるバイタルデータのアート化（中核拠点・
サテライト拠点）（2017年8月6日）

若手連携研究ファンドの活動の一環として、平成29年8月6日に東京都東京
藝術大学奏楽堂にて、スポーツ、芸術、科学を融合させて新たな創造の世界
を生み出すことをテーマとしたイベント「憂飼」にて、バイタルデータの
アート化を実施した。
バドミントン選手がステージ上で実際にバドミントンを行い、スマートウェ
ア技術で測定された筋電位データを音に変換し、それを自動演奏ピアノが奏
するという内容であった。参加者200名のうち93%から「満足だった」との回
答を得た。

日本科学未来館での展示（中核拠点）（2017年6月～11月）
6月から11月にかけて、東京都の日本科学未来館の特設展示コーナーにて、

『アクティブでいこう！ものぐさ→アスリート化計画』と題して、開発した
技術の紹介を行った。本展示でのコンセプトは、街の中で自然と運動してし
まうような街づくりと技術による仕掛けを日本科学未来館メディアラボで表
現した。おえかきんでんでは、「Co-Creation」から多世代交流へと導く仕掛
けとして、筋電図をもちいて参加者共同で街をつくるという内容を盛り込ん
だ。
指向性スピーカ技術による空間シェアリングを体験できる複数のコーナー、
スマートウェアによって計測した心拍データの提示、そしてスマートウェア
の測定技術によって計測した筋電位データを図形に変換し、複数人で同時に
協力して遊ぶゲーム技術「おえかきんでん」を提示した。
来場者数は3万人に上り、来場者数記録更新となった。

2017年度
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草津宿場祭り（中核拠点）（2017年4月30日）
第49回草津宿場まつりにて、体遊びのコーナーを設けるとともに、指向性

スピーカで別々の運動を同時に実行する「空間シェアリング」を紹介した。

2017年度



2016年度

超スマート」になるための健康イノベーション アクティブ・フォー・オール
拠点シンポジウム2016（2016年12月9日）

立命館大学・順天堂大学 アクティブ・フォー・オール拠点シンポジウム
2016 を開催した。「超”スマート”になるための健康イノベーション」という
テーマで、土井先生を基調講演のスピーカーにお招きし、「誰のために何の
ためにデータを集めるのか？」というテーマで基調講演を頂いた。また、各
研究開発チームからフェーズ１（2013-2015）までの研究開発成果の発表を実
施した。

スマートウェアと超指向性スピーカーを活用した運動誘導システムのプレス
リリース（2016年11月24日）

着るだけで心拍数を測れる「スマートウェア」と超音波スピーカーを組み
合わせ、運動中の人に運動強度の上げ・下げを音のテンポで指示するシステ
ム（写真）を開発した。心拍数が既定値を上回った場合、音のテンポを下げ
て運動を弱めるよう促すなど、個人に最適な運動のペースを提案できるシス
テムのプレスリリースを実施した。
本プレスリリースは約20 社から記者が参加した。

47
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5世代交流イベント（2016年11月3日）
11 月3 日（土）10 時―11 時半まで京都市の本能芝生広場で5 世代交流イベ

ントを開催した。今回実施した多世代交流イベントでは、「つらい運動では
なく続けられる運動」新たなニーズに応える事を目的に開発を進めている
「振付エクササイズ」を実施した。本拠点の指向性スピーカーを8 台置いた
野外空間の中で、各世代が自分のパートを踊り合うことで、1 歳児～102 歳ま
での参加者117 名が自然な触れ合いを交えた楽しい相互間交流を実現するこ
とが出来ました。エリアごとに分けられた空間で各世代が踊り合う事で全体
の一体感が生まれ、見学している人も元気をもらえるイベントとなった。そ
の後も地域住民の方を中心にして各々が自分の役割を得ながら継続的に参加
する事で、様々な世代の参加率の向上やQOL の実現を目指した。

リサーチ・アドミニストレーター協議会における口頭発表
アクティブ・フォー・オール拠点のURA はリサーチ・アドミニストレータ

協議会にて円滑な拠点推進体制に関する取り組みを発表した。本拠点では、
研究リーダー・チームリーダーに相当するシニア研究者のリーダーシップの
サポート以外にも、研究開発に貢献する若手人材のフォロアーシップのサ
ポートにも積極的に取り組んでいる。リサーチ・アドミニストレーター協議
会では、URA の視点から研究拠点の円滑な運営について拠点の変容の様子を
交えながら発表し、他大学、他拠点との意見交換を実施し、最終的には若手
連携ファンド申請における重要なネットワークとして活用することができた。



「挑戦したいを応援する」運動フェスティバル
（運動コミュニティー形成を目指した社会実装試験）

本研究開発成果の社会実装ターゲットは、地域コミュニティーにターゲッ
トを置き、新たに立命館大学びわこ・くさつキャンパスに竣工した「スポー
ツ健康コモンズ」を活用して、運動を通じたコミュニティーの形成を促す運
動イベントを開催した。挑戦したいを応援する運動イベントの参加者は200 
名の地域の方に参加頂き、空間シェアリング技術を活用した運動空間のシェ
アリングと、スマートウェアを活用して、バイタルデータを確認しながらピ
ラティスやウォーキングを実施した。
また、本イベントでは運動だけでなく、産学連携を実施している企業を共に
健康をテーマにした地域コミュニティーの構築を試みた。スポーツ庁の仙台
参事官にも来場頂き、最後までイベントを堪能していただいた。
また、順天堂大学も共同しロコモ診断も実施することで診断結果からの運動
誘導を体現した。来年度も本イベントを開催して予定であるが、地域との連
携をさらに強化し、地域の運動コミュニティー形成の一助とした。参加者か
らは、「今後も続けてほしい」「ロコモティブシンドローム度の測定は運動
するきっかけになる」などの意見を頂き、来年度も継続して続けていく。
一方サテライト拠点では、ロコモセンシング技術を用いてロコモ予備群を抽
出し、ロコモ予防・改善プログラムを提供し、その効果測定を検証するため
のコホートを立ち上げた。ロコモ度テストの低得点者を抽出し、ロコモ予備
群に対する運動プログラムによる介入をH26 年10 月より開始した。運動プロ
グラムの実施状況については、ライフレコーダ装着によって定量的に評価し、
対象者にフィードバック（見える化）した。介入3 ヶ月もしくは6 ヶ月後に、
ロコモ度テストおよび血液検査を実施し、運動プログラムの介入効果につい
て評価する体制を整えた。28 年度において、27 年度までに体系化したコホー
トで、ロコモ度テストと運動プログラムを実施し、個人レベルでの行動変容
を検証した。

2016年度
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アグリビジネス創出フェア
東洋紡株式会社の薄型導電ペーストを活用した、ホースコールをアグリビ

ジネス創出フェアに出展した。本イベントは、農業だけでなく畜産業を営む
企業や個人が参加していた。立命館大学と東洋紡株式会社の協働でブースの
運営を実施した。
一方、サテライト拠点では立命館大学拠点と協働活動を進めた。
共催した催事（2015 年12 月1 日グランフロント大阪「続かなかったあなた
へ」、2016年10月22 日立命館大学「運動フェスティバル」、2016年12 月9 日
紀尾井カンファレンス「超スマートになるための健康イノベーション」）の
成果を踏まえて、今年度もシンポジウム等を通じて開発技術シーズの社会実
装を推進した。また、2015年度に順天堂大学サテライト拠点として立ち上げ
たウェブページ（URL：http://www.juntendo.ac.jp/coi/）において当事業の最新
情報を発信した。トライアル拠点での活動が継続的かつ一貫して実施されて
いる様子だけでなく、立命館拠点や関連する事業との協働活動も発信可能な
ように設計されており、主な活動をトピック記事として随時掲載している。
コホート研究拡充や社会連携・社会実装の進捗を発信し、ロコモ予防のポー
タルサイトを目指す。その一環として、2016年2月16 日にリリースした
iPhone アプリ（ロコモニター）を掲載し、全国的かつ幅広い年代でのロコモ
対策普及をねらった。

2016年度

イノベーションジャパン・JST フェアへの出展(2016年8月25～26日)
イノベーションジャパン・JST フェアに出展した。本イベントでは、約100 

名の企業との名刺交換を行った。その中から数社と打ち合わせを進め、産学
連携を進めた。



2016年度

ACTIVE の創刊
本拠点が目指す社会像や技術に関して、一般の人々に分かりやすく伝える

ためのツールとして、拠点広報誌「Active」を発刊した。本研究広報誌では、
拠点が目指す将来像、技術、これまでの取組み、イベント情報などを掲載し
ている。広報誌は、本拠点が主催する様々な場で配布し、拠点の認知度を上
げるために活用を進めた。

EDGE プログラムとの協働によるイノベーション創出と人材育成
イノベーションの創出のため、積極的にグローバルアントレプレナー育成

事業（EDGE プログラム）との協働を実施した。初回は、株式会社村田製作所
との協働ワークショップに、アクティブ・フォー・オール拠点の若手研究者
が参加した。参加した学生は、情報理工、経営、スポーツ科学、大学職員の
チームで参加した。プログラムの中では、アイディアの創出方法や、
プロトタイピング、サイエンスコミュニケーションを体系的に学習した。
EDGE プログラムを受講した若手研究者は、本拠点でのアウトリーチ活動や拠
点推進のコアメンバーとして活動を進めた。

51



2016年度

52

オフィスでのテクペコチャレンジ
社会実装の一つとして、立命館大学リサーチオフィスにて「テクペコチャ

レンジ」を実施した。本プログラムは長浜健康ウォークで実施している内容
を働く世代の健康増進を目的に、オフィスバージョンにプログラムを変更し
た。多数の参加者からは「歩くことを意識して１０日間過ごすことができ
た」という声があった。その後はこのシステムを健保組合などに導入してい
くためにリエゾン活動を進めた。

スポーツ健康科学部国際シンポジウム(2016年5月10日)
立命館大学びわこ・くさつキャンパス インテグレーションコアに

て日本とデンマークの国際シンポジウムを開催した。
シンポジウムでは、デンマークの先端研究者と情報交換とCOI 技術の視察を
実施した。



サテライト拠点活動

サテライト拠点では立命館大学拠点と協働活動を進めた。
2015年12月1日にグランフロント大阪にて開催したシンポジウム、「続かな
かったあなたへ」、の結果を踏まえて、今年度もシンポジウムを開催する。
尚、当シンポジウムの結果の主なポイントは以下の通りである。
・健康長寿社会へむけたロコモティブシンドローム（ロコモ）対策の意義を
紹介。
・ロコモの予防に向けた最新の取組みを紹介。
・ロコモの見える化の重要性、そして、運動の方法だけでなく運動に対する
意識や文化を変えることの重要性が、昨年のシンポジウムに引き続き明示さ
れ、早期の社会実装にむけた期待としてうかがえた。
・アンケート回答では、76％（79/104人）の回答者がロコモを「聞いたこと
がある」と回答していたものの、必ずしもそのすべての人たちがロコモを正
しく理解している訳ではなかった。一般の人たちのロコモに対する関心と正
しい理解をより一層高めていくことが重要であることがうかがえた。また、
既存の評価技術との性能比較を希望するなど、具体的な協働活動を希望する
声もあった。

また、2015年度順天堂大学サテライト拠点としてウェブページを立ち上げた。
（URL：http://www.juntendo.ac.jp/coi/）
本ページはトライアル拠点での活動がサテライト拠点でも継続的にかつ一貫
して実施されている様子の提示をねらった。また、立命館拠点や関連する事
業との協働活動も発信可能なように設計されており、記事を随時掲載した。
コホート研究拡充や社会連携・社会実装の進捗を発信し、ロコモ予防のポー
タルサイトを目指した。

2015年度
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ロコモ予備群に対する運動プログラムによる介入

サテライト拠点では、ロコモセンシング技術を用いてロコモ予備群を抽出
し、ロコモ予防・改善プログラムを提供し、その効果測定を検証するための
コホートを立ち上げた。ロコモ度テストの低得点者を抽出し、ロコモ予備群
に対する運動プログラムによる介入を2014年10月より開始した。運動プログ
ラムの実施状況については、ライフレコーダ装着によって定量的に評価し、
対象者にフィードバック（見える化）した。介入3ヶ月もしくは6ヶ月後に、
ロコモ度テストおよび血液検査を実施し、運動プログラムの介入効果につい
て評価する体制を整えた。2015年度において、コホート体系化、ならびにロ
コモ度テストと運動プログラム検証の場策定の見通しを立てることができた。

その他の活動

2015年度は、中核拠点では研究成果の軸であるスマートウェアテクノロ
ジーと空間シェアリングテクノロジー、そしてサテライト拠点で開発された
ロコモ予防・改善のため運動プログラムなどの社会のニーズ掘り起こし策と
して、各種展示会での出展を積極的に実施した。また、実証実験の一環とし
て、「ナレッジキャピタルワークショップフェス2015夏（グランフロント大
阪）」，また「2015年大阪モーターショー（インテックス大阪）」に研究成
果を出展し，体感型のブースを設置し，今後の社会実装に向けたアウトリ
サーチとともに，今後の「楽しさ」の演出等に関するアイデア創出等のデー
タ収集を実施した。
地域の遊休あるいは低稼働率の公共施設及び屋外空間、スポーツ施設などで
も実装に向けたプレテストを実施した。参加者である本研究開発成果の受益
者も、「社会実装プレーヤー」として、実装の支持・共感を得る枠組み構築
を行なった。

2015年度
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試験的な取組の状況

本研究開発成果の社会実装ターゲットは、社会の「健康」に対する考え方
や枠組みを変えることにある。そのため、2013年度-2014年度は、スマート
ウェアの製品化以降を想定して、課題発見と現段階のシステム検証を目的に、
社会実装トライアル（実証実験）を２件実施し、2015年度は8月にグランフロ
ント大阪にて「ナレッジキャピタルワークショップフェス2015夏」への出展，
12月にインテックス大阪での「大阪モーターショー2015」に出展し，ともに
体験型ブーストとして「モビリティを利用した運動」に関する実証実験を実
施した。また，11月に「モビリティを利用した運動」と「ヨガ」による空間
シェアリング実装事件を兵庫県丹波市（丹波の森公苑）にて実施した。また、
内閣府指定の「滋賀健康創生特区」で協働する滋賀県との連携体制を強化し、
レファレンスモデル確立の土台形成を実施した。

2015年度



56

スマートウェアに求められる要求機能・性能検証

スマートウェアの開発において、導電性繊維および導電性ペーストの開発
を行った。それと並行して、シャツ内の配線、特に汗などの水分に対応した
配線技術の開発と、ペーストを施した生地の快適性の評価などを行っている。
次年度以降には、スマートウェアの生体信号情報の処理検証や生体情報を基
にした利用者へのフィードバックアプリケーションの検討などを行う予定で
ある。また、製品化に向けて、生体適合性・環境適合性検査を実施しなけれ
ばならないため、2019年度に製品化第１弾完成を目指した活動を行っていく。
スマートウェアの製品化以降を想定して、課題発見と現段階のシステム検証
を目的に、社会実装トライアル（実証実験）を２件実施した。スマートウェ
アは開発段階であるため、空間シェアリングおよび運動誘導の両システムに
関する検証に限定されたが、スマートウェアに求められる要求機能・性能に
ついての検証も同時に行った。
空間シェアリングでは、社会実装に向けて「音源のリアルタイム制御」に関
する技術面の強化を実施した。運動誘導システムでは、運動と多世代交流の
楽しさをリンクさせる仕組みの検討段階に入った。また、研究開発のター
ゲットであるシステム全体を「地域活性化」に結びつけ、より具体的な問題
解決型の社会実装に向けた計画を構想し、地方でのトライアルを実施した。

2015年度
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指向性スピーカーを設置し、トライアルイベントを実施
3月29・30日福井県今立郡池田町総合保健福祉センター「ほっとプラザ」
にて池田町青年団協力の元、本PJの大学（教員、大 学院生、学部学生）、企
業メンバーにて指向性スピーカーを設置し、トライアルイベントを実施した。

トライアルには高齢者運動サークル（50歳以上、計4名）、よさこいダンス
サークル （30代、計4名）、ちびっこ手話サークル（園児～小学校低学
年、計7 名）、池田町青年団（4名）が参加。健康増進のみならず、運
動を通じた多世 代交流のツールとしての可能性検証も目的とした多様
な年代層による 実証実験を実施した。トライアル体験後、感想や要望
など、実際の「声」を集め、社会実装に向けた課題抽出を実施。要望として、
音源のリアル タイム制御や運動インストラクターの必要性、が明らかになっ
た。 本課題解決は、第2回のトライアルにて対応を進めた。

2014年度



58

運動プログラムトライアル実施
5月16・17日、兵庫県丹波市 上久下地域づくりセンターにて、丹波市在住
の有志の協力もあり、幼児から高齢者までの多世代が参加した。

本トライアルは丹波新聞（2014年5月14日掲載）でも開催告知された。

3月開催したトライアル後、顕在化した課題への対応を実施、音源のリアルタ
イム制御について、録音音源よりも制約条件の厳しい、電子ピアノ 演
奏によるライブ音源の制御によって技術面強化をはかり、実験を実 施
した。運動インストラクターの必要について、前回同様に東大阪ス タ
ジアムのインストラクターによる指導に加え、立命館大学スポーツ 健
康科学部の学生フィットネスサークルが開発したプログラムを、学生自身が
現地にてインストラクターとして指導する実験を実施した。

2014年度
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社会実装計画に向けた強化策
（１）実装化コミッティの確立

トライアル実施前に、実装化コミッティを新たに構築した。実装化コ
ミッティは、PJ参加メンバー（大学研究者、企業）と大学院生、学部
学生で構成される。2013年度はトライアル実施直前にワークショップ
を開催し、社会実装に向けた課題や可能性、マーケティングについて
議論を深める試みを実施した。
2014年3月及び5月に実施したトライアルは学部学生、大学院生を含む
実装化コミッティによる運営を行った。

2014年度
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社会実装に向けた課題の抽出と対応
下記では、社会実装に向けた多様な可能性を検討するため、地域の遊休施

設および、スポーツ施設、一般住宅、高齢者向け集合住宅などでのマーケ
ティング活動を行った。

１．健康イノベーションを「地域の健全さ」を高めることに結びつけるため
の取り組み
本プロジェクトのマーケティングとして、遊休化している土地や公共施設、
公園等への導入が考えられる。こうした土地活用や公共施設のコンバージョ
ン／リノベーションといった公共空間への社会実装は自治体および各ステイ
クホルダーとの密な協議が必要である。
また、本プロジェクトの社会実装は、「個人の健康促進」とともに、少子高
齢化、人口減の課題を抱える「地域の活性化」も念頭においている。つまり、
健康イノベーションを「地域の健全さ」を高めることに結びつける発想であ
る。
そこで2013年度には、遊休地の有効活用と地域コミュニティの再生を課題と
している福井県若狭町役場および同町・熊川地区地域づくり協議会と協議し、
共同事業の実施計画を行った。そこで、2014年度から2016年度の3ヵ年計画
「熊川地域まちなか再生事業」が策定され、そのなかで、本プロジェクトが
目指す健康イノベーションを「地域の健全さ」を高めることに結びつけるた
めの実証実験と社会実装を進めることになった。2014年11月には、立命館大
学と若狭町と研究協力協定を結び、本プロジェクトの社会実装をさらに推進
した。
具体的な技術実装の検討として、本プロジェクトのメンバーである大和ハウ
ス工業株式会社とともに、遊休化している土地、建物等への社会実装に向け
てクリアすべき課題検討を進めた。

2014年度
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スポーツ施設への社会実装
マーケティング先として有力なスポーツ施設への社会実装について、HOS
（旧株式会社東大阪スタジアム）と共同で想定される個別課題について検討
および実験を行った。たとえば、空間シェアリングにおける振動問題や、
プール・テニスコートなどでの応用展開可能性などである。

●フィットネスプール ＠HOS小阪フィットネスクラブ

●テニスコート ＠HOS小阪テニスクラブ

これまでは空間シェアリングおよび運動誘導の２つのシステムでの先行トラ
イアルであったが、スマートウェアのプロトタイプ開発ができた時点で、す
べてのシステムを使った実証実験を実施し、トータルシステムでの課題発見
を進めた。

2014年度



2014年度
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各関連組織での情報提供活動
「滋賀健康創生特区」には地域協議会という組織があり、同特区内の大津

市、草津市、守山市などの市町村自治体や関連大学、支援外郭団体、民間企
業などが在籍している。近い将来、同特区とのコラボレーションを予定して
いることもあり、この地域協議会でもスマートウェア開発やシェアリング技
術の研究進捗について報告を入れていた。

また、立命館大学バイオメディカルデバイス研究センターでは、2014年9月
にシンポジウムを開催する。スマートウェアに用いる生体計測技術は本セン
ターの各技術の一つに位置づけられており、こういったシンポジウムにて外
部発信を行った。
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社会実装化コミッティ
実証化コミッティ実施一覧

2014年3月に実施した池田町トライアル、5月に実施した丹波市トライアル
では、本プロジェクトの技術を体験した参加者にヒアリングを実施し、ニー
ズやマーケティングに関する情報およびデータを幅広く収集した。
新たな市場創出に向けた取り組みとして、実装化コミッティ（PJ参加メン
バー（大学研究者、企業）、大学院生、学部学生）におけるデザイン思考を
活用したワークショップ等を通じて検討を行った。さらに、大学開講授業を
利用して、本プロジェクトが開発する技術の社会実装案のブレストおよびア
イデア出しを行い（立命館大学経営学部開講「メディアデザイン論」、受講
者約200名）、そこで得られた多様な案を、実装化コミッティにて整理・検討
した。
スマートウェア、超音波スピーカーは競合技術が個別に存在するものの、運
動誘導を加えた3つのシステムを組み合わせ、トータルシステム化する本プロ
ジェクトは極めてユニークであった。各システムのすり合わせにおいて要求
される要素技術や課題は、システム単体の開発とは違った新たな社会的付加
価値を生み出す源泉となる。各システムの個別マーケティングとは違い、本
プロジェクトの統合型システムではじめて、我々が目指す「運動をカル
チャー化する」、社会のあるべき姿が達成された。
運動誘導システムにみる個別課題として、運動のインストラクションがニー
ズとして高いことがトライアルから見えてきた。効果的な運動誘導システム
にとって、本プロジェクトが開発を進めるスマートウェアを活用した運動イ
ンストラクション機能が非常に有効であり、スマートウェア単体では実現で
きない本プロジェクトのトータルシステムとして生み出す価値は大きいと想
定される。また、今後の予定では、運動誘発の一例として、フィットネスク
ラブで実際に商品展開している利用プランや利用継続促進施策をモデルに、
運動習慣化の過程におけるクライアントの心理状況を紹介し、その後の公共
の施設での社会実装トライアル内容に反映させていくように計画し、効果を
測定していった。

実施名 時期 内容 参加者
スマートウェアと
空間シェアリング
技 術 を 活 用 し た
サービスのアイデ
ア抽出

2014年3月21日 5 ～6名 の企 業 関
係者・教員・院生
の混合チームによ
るアイデア抽出と
発表

参画企業関係者
大学教員
大学院生・学部生
約30名

経営学部開講「メ
デ ィ ア デ ザ イ ン
論」でのブレイン
ストーミング

2014年5月 経営学部授業の一
環として、本技術
の商品化サービス
像について参加学
生にブレストして
もらった。

経営学部生受講者
約200名

2014年度
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地域活性化への活用
本プロジェクトが開発を進めるトータルシステムを、「地域活性化」のツー
ルとして活用することも念頭においており、単なる「個人の健康」ではなく、
我が国が抱える地域社会の課題解決策としたマーケティングを今後も実施し
ていった。
（１）2014年11月には、立命館大学と福井県若狭町と研究協力協定を結び、
本プロジェクトの社会実装が地域社会の課題解決に貢献する方策の検討を進
めた。
（２）内閣府総合特区制度「滋賀健康創生特区」での取り組み

「滋賀健康創生特区」では、新たな医療・健康管理機器の開発とそ
れを活用した健康支援サービスの提供という新たな地域モデルの構築を通し
て住民の生活習慣病予防と健康づくりへの取り組みを促進し、地域経済も活
性化させる取り組みである。そこで、以下の５つの取り組みを行った。

健康意識の向上（特定検診受信啓発・簡易血液検査サービス）、生活習慣病
予防の効果（簡易血液測定サービスの実施、健康指導・訪問指導の充実）、
いきいきと健康に暮らす社会の実現（ヘルスケアポイント導入などによる健
康モチベーションアップ）、医療・健康管理機器の事業化状況（規制緩和・
特例措置による研究開発、販売、認可支援）、そして医療・健康管理機器の
普及状況（健康づくりのための社会環境整備）である。

上記において、住民の健康への意識向上や生活習慣病予防に関わり、簡易血
液測定サービスに並んで本研究の各技術である「スマートウェア」を活用し
た日常モニタリングを実施するサービスも可能である。また、健康への意識
向上の場作りとして、空間シェアリング技術を導入した運動ステージを設け、
運動のきっかけ作りを行う場を提供することも可能である。これらの検証を
「滋賀県健康創成特区」とのコラボレーションで実施を進めた。

2014年度
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競合技術との比較・優位性：スマートウェア
現在開発を進めている「スマートウェア」は、すでに他社製品で市場に存

在しているものもある。しかし、これらの製品は配線部分に通常の金属導線
を使用している、もしくは、センサ部分に電子回路基板の入ったボックスを
取り付けるなどしており、ウェアとしての着心地や伸縮性、質感に関して通
常のウェアに劣る。また、大量生産を考えた場合、金属導線をウェアに配線
するためには手作業の必要があり、時間や人件費など、広く普及させるため
にはコスト面で課題が残ると考えられる。一方、本拠点で開発したスマート
ウェアは配線部分に関してもフレキシブルな導電性樹脂を使用しており、
ウェアとしての着心地や伸縮性、質感への影響を最小限に抑えることに成功
している。また、近い将来の工場での大量生産を見据え、衣服にプリントす
る方式をとっている。

また、センサ、配線ともにフレキシブルなだけではなく、センサや回路の
一部としての性能も非常に重要である。その代表的なものに電気抵抗がある。
導電性ポリマーは布や糸への浸潤量にもよるが、その電気抵抗は数百Ω～数M
（×106）Ω/cm程度である。センサや配線を考えた場合、この電気抵抗をい
かに低くできるかも計測精度に関わるため重要である。ウェアに採用した東
洋紡社製の導電性樹脂は、この電気抵抗値が0.1Ω/cm以下とその特性は従来製
品/技術を大きく上回っており、生体計測機器としても非常に優れていた特性
を有している。

2014年度
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シンポジウムにおける空間シェアリング実験
2014年5月23日に、立命館大学びわこくさつキャンパスにおいて、立命館グ
ローバルイノベーション研究機構と本拠点のコラボレーションによるシンポ
ジウムを開催した。第２部COI－T報告において、130名ほど参加いただいた聴
衆に対して、指向性制御型の超音波スピーカーを利用した体験実験を行なっ
た。実験では、ステージから聴講者に向かって超音波スピーカーを向け、可
聴領域を変化させて音域制御を体験いただいた。

地域活性化に資する実証実験・社会実装
福井県三方上中郡若狭町熊川地区では、少子高齢化や雇用不足等による転

出等の理由で人口が減少し、地域産業が弱体化し地域活力が衰退傾向にあり、
地域コミュニティの再生が課題となっている。また、同地区から移転した特
別養護老人ホーム跡地及び、移転が予定されている病院跡地の有効活用計画
が策定されておらず、その有効活用方策が課題である。
このような現状に対し、本プロジェクトの社会実装によって問題解決ができ
るものと考え、2013年度に若狭町役場および熊川地区地域づくり協議会と協
議し、共同事業の実施計画を行った。そこで、2014年度から2016年度の3ヵ年
計画「熊川地域まちなか再生事業」が策定され、本プロジェクトの実証実験
と社会実装を進めることになった。

2014年度
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運動の定着化実証実験「てくぺこチャレンジ」について
生活習慣病やそれに準じるような症状のほとんどは、ウォーキング等の軽

い運動で改善できる。そのため、ダイエットのような一時的なものではなく、
日常の生活の中で解決・改善を図る必要である。しかし好んで運動を行わな
い人にとっては、たとえ簡単な運動であっても運動を習慣づけることは難し
い。このような人々に健康維持のための行動変容を働きかけるソーシャルシ
ステムを開発した。ソーシャルシステムとすることで、単に個人で将来の健
康を目指すのではなく、コミュニティや社会全体で健康維持に取り組むこと
で競争心が生まれ、好んで運動を行わない人にとって、結果的に運動をおこ
なう動機となる。

立命館大学の学生15名を対象に、2014年6月23日から4週間にわたって、
被験者の歩行を計測して報酬を付与するシステムの検証実験を「てくぺこ
チャレンジ」として実施した。その結果、全く働きかけをしなかった第1週と、
積極的に歩行量をアピールした第2週の間で統計有意差が認められ、歩行量が
増加したことを確認した。

提案手法の効果を受け、2014年11月に滋賀県長浜市において、開発した
システムを導入したウォーキングキャンペーンを実施する予定である。

2014年度
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密集住宅市街地における健康運動コミュニティ活動空間のシェアリング実験

2014年8月25日から8月30日までの期間、京都市下京区の密集住宅市街地の小
広場において、指向性スピーカーの技術を用いた、近隣への騒音とならない
音楽付きのラジオ体操および東大阪スタジアムから講師を派遣したストレッ
チ講習会を実施した。結果、有効面積約40平米の小広場において約70名の参
加者を得、近隣からの多くの参加者があり騒音に関する苦情は無かった。参
加者へのヒアリングにおいては、健康運棟を通した地域交流の場としての価
値を指摘し今後の継続を望む声が見られた。イベントの成功により健運動コ
ミュニティ形成の手段としての空間シェアリング技術の有効性が伺われたた
め、今後参加者への事後アンケート、近隣への騒音などに関するアンケート
を含め、正確な運動誘導効果やコミュニティ形成促進効果、空間シェアリン
グ効果に関する近隣評価について検証を行なう。

新聞掲載
滋賀夕刊 2014年8月7日 長浜ウォーキングイベントの開催について

2014年度
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「超音波極小領域スピーカー」のプレスリリース

７th International Exibition and Conference for the Printed Electronics Industry
（LOPEC）へのスマートウェア出展

2015年3月3日－5日、ドイツ・ミュンヘンで開催された「７th International 
Exibition and Conference for the Printed Electronics Industry」（LOPEC）にて、東
洋紡㈱がスマートウェアプロトタイプの出展を行なった。先に出願している
特許「導電性布帛」技術を使ったプロトタイプであり、センシング項目の特
定化、簡易化により早い商品が可能かどうかといった質問も欧米企業から多
く受けた。

媒体 時期 内容
共同記者発表
日本経済新聞ほか6社
NHK 滋 賀 ・ 京 都 、
KBS

2014年6月2日 極 小 オ ー デ ィ オ ス
ポット技術の発表

科学雑誌ニュートン
（ニュートンプレス社発
行）

2014年6月27日 超音波スピーカー、極小
領域オーディオスポット
技術の説明と写真撮影を
行った。

NHK科学番組「サイ
エンスゼロ」

2014年7月21日 超音波スピーカー、
極小領域オーディオ
スポット技術

TBS番組「夢の扉」 2014年8月1日-20日 超音波スピーカー、
極小領域オーディオ
スポット技術および
研究活動紹介

2014年度
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社会実装に向けた進捗報告
１）本プロジェクトの社会実装のためのマーケティングとして、遊休化して
いる土地や公共施設や公園等への導入も検討している。社会実装トライアル
を通じて、自治体やステイクホルダーの声を聞くことに努めること、また各
種団体、組織との連絡窓口の構築を検討中である。
２）本プロジェクトのメンバーである大和ハウス工業株式会社とともに、遊
休化している土地、建物等への社会実装に向けてクリアすべき課題検討を進
めていく。
３）マーケティング先として有力なスポーツ施設への社会実装について、株
式会社東大阪スタジアムとはすでに想定される個別課題について検討してい
る。主に運動施設での空間シェアリングにおける振動や騒音問題などである。

自己評価
本プロジェクトのビジョンである「運動の生活カルチャー化」は、現在開

発中のスマートウェアと空間シェアリング（音響や映像）の技術を、より生
活の中に密着したところで自然な形で利用してもらうかが鍵となる。そのた
めの基礎技術開発と各技術を組み合わせた空間演出のための実証実験を進め
ているが、これまでにない技術の結集とチーム力により各ステージでの課題
を解決して行ける可能性を秘めていると考えられる。プロジェクト規模とし
ては3大学と企業5社という中小規模のプロジェクトであるが、各組織が将来
の目指すべき姿をイメージし、運動と健康の普及の為に創意工夫を行ってい
ることは非常に高く評価できると考えられる。そして、COI拠点への採択への
準備も順調に進んでいる状況である。

2013年度
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トライアル実施

課題発見と現段階のシステム検証を目的に、社会実装トライアル（実証実
験）を1件実施した。スマートウェアは開発段階であるため、空間シェアリン
グおよび運動誘導の両システムに関する検証に限定されたが、スマートウェ
アに求められる要求機能・性能についての検証も同時に行った。

2014年3月29日（土）～3月30日（日）福井県今立郡池田町総合保健福祉セン
ター「ほっとプラザ」において高齢者運動サークル（50歳以上、計4名）、よ
さこいダンスサークル（30代、計4名）、ちびっこ手話サークル（園児～小学
校低学年、計7名）、池田町青年団（4名）にご参加いただいた。健康増進の
みならず、運動を通じた多世代交流のツールとしての可能性検証も目的とし
た多様な年代層による実証実験であった。
当該トライアルは池田町青年団協力の元、本PJの大学（教員、大学院生、学
部学生）、企業メンバーにて実施した。

2013年度
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実装化コミッティ構築
トライアル実施前に、実装化コミッティを新たに構築した。実装化コミッ

ティは、PJ参加メンバー（大学研究者、企業）と大学院生、学部学生で構成
される。2013年度はトライアル実施直前にワークショップを開催し、社会実
装に向けた課題や可能性、マーケティングについて議論を深める試みを実施
した。
2014年3月に実施したトライアルは学部学生、大学院生を含む実装化コミッ
ティによる運営を行った。

2014年度実証実験計画の準備

2013年度は新たな2件の実証実験について協議を進めた。協議先は下記である。
（１）兵庫県丹波市
（２）福井県福井県三方上中郡若狭町
両地域ともに、2014年度にてトライアル実施を進めた。

2013年度
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社会実装に向けた課題の抽出と対応

本プロジェクトのマーケティングとして、遊休化している土地や公共施設
や公園等への導入も考えている。たとえば、地方で廃校となった小学校の有
効活用である。しかしながら、こうした土地活用や公共施設のコンバージョ
ン／リノベーション公園活用といった公共空間への社会実装は自治体および
各ステイクホルダーとの密な協議必要であり、現時点では、その段階にまで
至っていない。トライアルを通じて、自治体やステイクホルダーの声を聞く
ことに努めること、また各種団体、組織との連絡窓口の構築を検討中である。
本プロジェクトのメンバーである大和ハウス工業株式会社とともに、遊休化
している土地、建物等への社会実装に向けてクリアすべき課題検討を進めて
いく。
マーケティング先として有力なスポーツ施設への社会実装について、株式会
社東大阪スタジアムとはすでに想定される個別課題について検討している。
たとえば、空間シェアリングにおける振動問題などである。
2013年度は空間シェアリングおよび運動誘導の２つのシステムでの先行トラ
イアルであったが、スマートウェアのプロトタイプ開発が進んでおり、2014
年度はすべてのシステムを使った実証実験を実施する予定であり、トータル
システムでの課題発見を進めていく。

マーケティングへの取り組み
2014年3月に実施した池田町トライアルでは、本プロジェクトの技術を体験

した参加者にヒアリングを実施している。現時点では1回のトライアルのみで
あるが、2014年度は2013年度とは異なる地域での実証実験を実施する計画で
あり、ニーズやマーケティングに関する情報およびデータを幅広く収集する。
新たな市場創出に向けた取り組みは、実装化コミッティにおけるデザイン思
考を活用したワークショップ等を通じて方策を継続的に検討する。
スマートウェア、超音波スピーカーは競合技術が個別に存在するものの、運
動誘導を加えた3つのシステムを組み合わせ、トータルシステム化する本プロ
ジェクトは極めてユニークである。各システムのすり合わせにおいて要求さ
れる要素技術や課題は、システム単体の開発とは違った新たな社会的付加価
値を生み出す源泉となる。各システムの個別マーケティングとは違い、本プ
ロジェクトの統合型システムではじめて、我々が目指す「運動をカルチャー
化する」、社会のあるべき姿が達成される。
運動誘導システムにみる個別課題として、運動のインストラクションがニー
ズとして高いことがトライアルから見えてきた。効果的な運動誘導システム
にとって、本プロジェクトが開発を進めるスマートウェアを活用した運動イ
ンストラクション機能が非常に有効であり、スマートウェア単体では実現で
きない本プロジェクトのトータルシステムとして生み出す価値は大きいと想
定される。

2013年度
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リアルタイム音源実証実験実施

2014年5月16日（金）～17日（土）兵庫県丹波市において「リアルタイム音
源」を使った空間シェアリングの実装実験を実施した。
運動にあたって、好みの曲をその場で選曲したいというニーズがあることが
分かったため、事前の音源変調ではなく、リアルタイムでの音源変調が、よ
り積極的な運動誘導を導くかどうかの検証を、新たに加えた。

地域活性化に資する実証実験・社会実装

福井県三方上中郡若狭町熊川地区では、現在以下のような問題を抱えている。
（１）少子高齢化や雇用不足等による転出等の理由で人口が減少し、空き家
が増加しているとともに、地域産業が弱体化し地域活力が衰退傾向にある。

→空き家の有効活用と地域コミュニティの再生

（２）移転した特別養護老人ホーム跡地及び、移転が予定されている病院跡
地の有効活用計画が策定されていない。 →空き地の有効活用
（３）様々な地域課題が存在するが、その危機感が地域全体で完全に共有さ
れていない。

→世代間の交流促進
このような問題を解決し、地域住民が活発に地域づくりを進めるためには、
心身共に健康で、幸福を感じられる環境づくりが必要である。
以上の現状に対し、本研究の社会実装によって問題解決ができるものと考え、
2013年度に熊川地区地域づくり協議会および若狭町（役場）と協議し、共同
事業の実施計画を行った。そこで、2014年度から2016年度の3ヵ年計画「熊川
地域まちなか再生事業」が策定され、本研究の実証実験と社会実装を進める
ことになった。

2013年度




